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　──始まりが何であったのか、もはや知る者はいない。

　哀れな農夫が要石かなめいしを掘り起こしたのか。愚かな子供が御社おやしろの封印を破ったのか。天の火石ほいしか。

　いずれにせよ《死》が大陸中へと溢あふれ出したのは、そう遠くないある日のことだった。

　病は風に乗りて歩み、人を呑のみ、亡者もうじゃは起き上がり、木々は枯れ、空気は淀よどみ、水は腐った。

　時の王が御触おふれを出した。『《死》の源みなもとを突き止め、これを封じよ』。

　大陸中の勇士たちが立ち上がり、そしてその尽ことごとくが《死》に呑み込まれて屍しかばねを晒さらした。

　その中で、ある一党パーティの言葉だけが残る。

『北の最果てに、《死》の口がある』。

　誰だれがそれを見出みいだしたのか、もはや知る者はいない。その冒険者も《死》の前に消えた。

《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》。

　死神の顎あぎとそのものである奈落ならくの淵ふちへ人々は集つどい、いつしか城塞都市が生まれた。

　冒険者たちは城塞都市で仲間を募つのり、迷宮へ挑み、戦い、財貨を得、時として死ぬ。

　そんな輝かしい日々が、いつまでも、いつまでも、いつまでも、繰り返された。

　無限に湧わく富と怪物、永久とこしえに続く襲撃と略奪ハックアンドスラッシュ。

　生命が湯水の如ごとく注そそがれ、冒険者たちは夢に溺おぼれ、いつしか瞳ひとみから情熱が消えた。


　後に残るのは《死》と隣り合わせ、熾火おきびの燻くすぶり続ける、灰の如き冒険の日々──……。
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　黒衣の男は飄然ひょうぜんと暗黒の彼方かなたに逃げ去り、君たちはその後を追った。

　そんな風に語る事ができれば、どれほど良かっただろうか。

　地下の玄室げんしつに取り残された君たちは、打ち拉ひしがれ、打ちのめされた、敗残兵に過ぎなかった。

　誰も彼もがくたびれきっていた。誰ひとりとして、口を開こうとはしなかった。

　微かすかに聞こえる啜すすり泣きは、女司教ビショップか、あるいは女戦士の嗚咽おえつだろうか。

　死闘をくぐり抜けた。勝利し生き延びた。君たちは試練を越え、その先に進む資格を得た。

　目前にはぽかりと口を開けた、暗黒の深淵しんえん。

　魔力と殺戮さつりくの迷宮界ダンジョンが、君たちを誘っている。


　だが────どうしてそこへ進めようか。



　その先に何が待ち受けているのかは、明白だ。

　あの黒衣の男ではない。その背後に潜むもの。


　────《死》。



　玄室には、未だもうもうと灰が立ち込めていた。

　かつて人であった灰。冒険者であった灰。燃え尽きた灰だ。

　それを吸い込み、吐き出す。呼吸さえおぞましく思える。だが、しなければ此処ここで終わる。

　だからこそ、誰も何も、動こうとはしなかった──動こうと、思えなかったのだろう。

　君は立ち尽くし、喘あえぐように気を吐くと、未だ湾刀わんとうを握りしめたままの自分に気がついた。

　指は石のように硬直し、ぶるぶると震えている。強張こわばり、自分の意志でほどく事ができない。

　繰り返し、三度。君は努つとめて深く息を吸い、吐いて、それからようやく指の力を緩ゆるめた。

　血振りをくれて──刃は、何も切る事が無かったかのように、白い──鞘さやに納める。

　そこまでしてやっと、君は「行こう」と皆に声をかけることができた。


「ぃ、く────……？」



　言葉の意味がわからない。そんな風な声を漏らしたのは、女戦士だった。

　君は頷いた。行かねばならない。此処に留まっている意味はない。上に戻り、態勢を整える。

　先に進まぬ以上、それこそが、今、何にもましてやらねばならぬ事であった。

「……」

　だが、いつもならばまっさきに声を上げるであろう、君の従姉いとこからの反応は無い。

　君の従姉は暗黒の深淵を睨にらむように、鋭い目を向けている。細い指先が、口元に伸びる。


「《核撃フュージョンブラスト》が通じなかった？　不完全だから？　迷宮の主ダンジョンマスター？　ありえない。でも──……」



　親指の爪をかじり、ぶつぶつと呟く彼女は、真理に挑まんとす魔術師の顔をしていた。

　それは熟達の一党パーティにあって、己が術を破らねば皆が死ぬ事を理解している、呪文使いの顔だ。

　だが、それも一瞬で消え失せる。

　従姉は君の視線に気づくと、はとこの顔を被って、ぱっと微笑ほほえんでみせた。

「そうですね！」

　そして君の期待した底抜けに明るい声が、しんと静まり返った玄室に響き渡る。

　一党パーティにのしかかってくる迷宮の瘴気しょうきをただ一人で跳ね除けるように、彼女は腕を振り上げた。

「先に進む道は、見つかったんですもの。うずくまってなんか、いられません！」

「……はい」

　女司教が眼帯の下に指をそっと入れ、眦まなじりを擦こすって立ち上がる。

　その灰にまみれた腕かいなには、しっかと、友の遺のこした青い飾り紐を抱いていた。

　天秤剣てんびんけんを握りしめ、彼女は決断的に頷く。

「どうであれ、あれを討たねばならぬのです。万全で挑まねば、勝機は見えないでしょう」

　彼女の声は、震えてこそいたものの、しかし力強いものだった。君が目を見張るほどに。

「となら」と半森人ハーフエルフの斥候スカウトが、にへらと笑った。「まずは軍資金やな」

　宛はあるのか？　君があえて声をかければ「せやなあ」と斥候は頭をかく。

「とりあえず宝箱ン類たぐいだけ漁るわ。ちょいと待ってくれてええか？」

「……俺は」がちり、と。顎あごが鳴った。「どっちでも構わん」

　きっぱりという蟲人ミュルミドンの僧侶に、半森人の斥候は「殺生せっしょうやなあ」とへらへら笑った。

　皆、気の抜けた風船を無理くりに膨らませているような有様ありさまだった。

　だが、それでもありがたかった。

　女司教と蟲人僧侶が頭を寄せて地図を覗き込み、帰路の行程こうていを確認する。

　宝箱の開封に向かう斥候の傍そばへは、従姉がとことこ寄って「手伝います！」と声を張る。

　皆、各々おのおのの務めで手一杯のようであった。

　だから君は、へたり込み、うずくまったままの女戦士の傍へと歩み寄った。

「……ッ」

　女戦士は君の足音一つにさえ肩を震わせ、その身を縮こまらせた。

　手にした槍は折れ、砕けていた。もはや二度と武具として振るわれる事はないだろう。

　だがそれでも女戦士は、折れた槍の柄えを握りしめて、離さない。

　女司教のように、喪うしなわれたものを思って、胸に抱いたわけではないだろう。

　たった一つのよすがを離したら、己自身が消えてしまうから、女戦士は槍を抱いたのだ。

　そんな少女に対して、君に何が言えるのだろう。

　君にできることといえば、ただ黙って、いつものように、その横に佇たたずむくらいだ。

　皆が灰を搔き分けて動く音に混ざって、少女の嗚咽の声だけが微かに耳に届く。

　迷宮の中では、時間の感覚は曖昧あいまいなものだ。

　あの死闘からどれだけの時が流れただろう。一日、数時間、あるいはまだ数分なのか。


　君は辛抱強く待ち────不意に君の脚に、僅わずかな軽さと、温もりが触れた。



　女戦士が、擦り付けるようにしてその頭を寄せていたのだ。

「おねえちゃんたち」と、彼女は漏らした。「……みんな、しんじゃった」

　ぽつりと落ちたその呟きこそ、彼女を此処まで歩ませた意志の源だったのだろう。

《死》の奥底にこそ生があると信じた。けれど、そうではなかった。ただそれだけの事だ。


　だが────それは、もう良いのではないかと、人に思わせるに足るものなのだ。



　どれほどくたびれていても、目指す物があるならば、のろのろとでも歩む事はできる。

　だが辿たどり着いてしまったならば、そこから先、どうやって足を動かせば良いのだろう。

　ましてや何もかも振り絞ったのにもかかわらず──そこには何も無かったならば。

　山の向こうには幸いがあるのだと、信じ続ける事ができるものばかりではない。

　──だが。

　それでも、幸いなどあるはずがないと、賢さかしらな事を言う者より上等だと君は思う。

　確かめようと思い、立ち上がり、歩んで、此処まで来た。

　地下一階から五階、《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》の心臓に、誰よりも先に踏み込んだ。

　それは、小賢しく地表で殺戮と略奪ハックアンドスラッシュに明け暮れる者どもには決してできない事だ。

　冒険者なればこそ、できた事だ。

　君は家族を、友を、いっぺんに失った少女へかける言葉を持たない。

　だが皆を救おうと、必死になって歯を食いしばって歩いてきた少女へかける言葉はある。

　君は篭手こてに包まれた手を伸ばし、女戦士の頭を、雪を触るようにそっと静かに撫でた。

　慰めなどでは決して無い。よくやったものだと、そう称賛するためだ。


「………………っ、く、ぅ、ぅ……っ」



　ぐずぐずと噎むせび、しゃくり上げ、泣きじゃくる声が、押し殺そうとした端から溢あふれていく。

　君はただ、玄室の薄闇に滲む、彼女の黒い髪を撫で続けた。

　別に、どうということもないのだ。

　君が死にかけた時。あるいは君のうちに燃える灯スパークが消えかけた時。

　何となれば、そもそもこの迷宮に挑むと決めたその時から。

　この娘が君の傍にあって、共に歩んできたのではないか。皆と共に、肩を並べて。

　そう、君だけに限った話ではない。

　君の知らぬところで女司教も従姉も、蟲人の僧侶や半森人の斥候も、彼女に助けられている。

　であれば──立ち上がるのを待つことの、いったい何が苦だというのか。

　ほどなくして。

　泣き声が途切れ、すん、すん、と微かに鼻を啜る音に変わったのを、君は頃合いだと見た。

　上まで行けるか、と。静かに問いかける。

　戻るのではない。迷宮の奥に挑むにせよ、辞めるにせよ、先に進むために行くのだ。

　女戦士が、ぼんやりと君を見上げた。

　彼女の瞳ひとみは、濡れて、透き通った湖のように澄み、深く、吸い込まれるほどに昏くらかった。


「…………うん」



　泣き疲れた童女がそうするような声だった。細く繊細せんさいな手が伸びて、君の手に触れる。

　指を絡めるようにして握ってきた手を握り返して、そっと上に引き上げる。

　女戦士は伸びをするように緩やかな動きで立ち上がった。鉄靴サバトンの踵かかとを、鳴らす。

「わたしの槍、折れちゃったから。──上に行くまで、頼りにしてるね？」

　猫めいた微笑みと、鈴を転がすような笑い声。肩を叩き、するりと彼女は身を翻ひるがえす。

　女戦士の背中へ君は頷き、任せておけと請け負った。

　粘菌スライムも、小鬼も、追剝ブッシュワッカ─も、出るならば出ろ、来るならば来い。


　─────片っ端から、斬って捨ててやる。







§






　ざ、と。風が吹くと共に、国の焼ける臭いがした。

　夜であるはずなのに──明るい。城塞都市が不夜城ふやじょうだからでは、ない。

　空の彼方が、煌々こうこうと燃えている。双月と星の光を赤黒く塗り潰し、煙を上げて。

　町外れの迷宮からだからこそよく見える。

　城壁の彼方から、黒々とした河が、果てしなく何処どこまでも遠くから都市へ伸びていた。

　蠢うごめきながら城塞都市へと流れ込んでいくそれは、民草たみくさであり、落伍らくごした兵たちであった。

　敗れ去り、崩れ行く枡ヘクスからどうにか生き延び、活路を求めて北の最果てへと這いずってくる。

　終わりの気配だった。燻くすぶる事すら無い、冷え切った灰の味がした。

　四方しほう世界が、焦げていた。

「……どうなっとるんや、こら」

　呆然と声を漏らしたのは、半森人の斥候であった。

　剽軽ひょうきんな表情を取り繕う事もせず、彼は片親由来の鋭い目を遠くに向けて、低く呻うめいた。

「戦争でも始まった……のでしょうか？」

　女司教が、微かに顔を上向かせ、鼻をひくつかせる。

　口調は辿々たどたどしく、語尾は小さく萎しぼんでいる。

　だがそれは恐れではなく、敵の正体を探るように油断なく、用心深いものだった。

　あれほどの過酷な経験をした後だというのに、女司教は顔を凛と引き締めている。

　空気に満ちる濃密な《死》の気配は、視界の断たれた彼女にこそより強く感じるのだろう。

「始まったってんなら、とっくの昔からさ」

　そしてそういう意味では、ガチリと顎を鳴らした蟲人僧侶とて同じだ。

　彼は額の触角を揺らした後、愚かで間抜けな只人ヒュームを切り捨てるような口振りで、言った。

「此処が最前線だった。どいつもこいつも、どうでも良いって面ツラしてたがな」

　普段ならば此処で警戒に当たっている近衛このえ騎士たちの姿も、ない。

　馴染みの女性でないというのではなく、本当に、誰一人として近くに兵はいないのだ。

　それを不用心だと断じる気は、君にはなかった。

　単純に、それどころではないのだろう。

　──《死の迷宮》より優先すべき事がこの期ごに及んであるとは、到底思えないのも事実だが。

「急ぎましょう」と、君に目もくれずに従姉が言った。「人に聞くなら、まず酒場です！」

　よしきた。君は軽く女戦士の背を叩くと、風のように走り始めた。

　疲労困憊こんぱいしていた。泥どろのように眠りたいとも思う。だが目は冴えて、頭は唸っていた。

　君より遅れ、しかし君より先んじて半森人の斥候が駆け、蟲人僧侶がそれに続く。

　背後、女司教が「行きましょう」と言って、女戦士が「うん」と頷くのが聞こえた。

　そしてぱたぱたという足音が三人分。なら大丈夫だ。従姉もついているなら、大丈夫だ。

　そうではないのは、街中の方だった。

「これ、全部逃げてきた連中なんかいな……！」

　半森人の斥候が呻くのも無理はない。

　そこは、普通の街だった。

　城塞都市は冒険者の街だ。大路を我が物顔で闊歩するのは冒険者であった。

　しかし今やその姿はない。都市を埋め尽くしているのは、みすぼらしい装いの群衆であった。

　不思議と、大荷物を抱えている者はいなかった。疲れ果てていても、焦る者もいなかった。

　それが何もかも放り出し、身一つで真っ先に逃げてきた、賢い人なのだと気づく。

　だから彼らは一番に城塞都市へ入れた。そうでない者は、あの黒河の源にいるのだから。

　そしてそこからは《死》が、徐々に徐々に、流れを塗り潰して押し寄せてくるのだろう。

　──奇妙なものだ。

　君は知らず、口元が緩んでいることに気がついた。

《死》の源はあの地下迷宮なのに、この城塞都市が《死》に沈むのは一番最後ときている。

　君は『黄金の騎士』亭の扉を開け、普段と全く異なる騒々しさに包まれた酒場へと踏み入る。

「助けてくれ！　村の中に魔神デーモンが潜んでいたんだ！　子供に化けて……みんな殺された!!」

「竜だ！　竜が来た！　空が焼ける！　砦が、一瞬で崩れて……！」

「ゴブリンに村が襲われて大変なんだ……！　誰か、助けてくれ！」

「馬鹿野郎、そんなのは後だ！　亡者もうじゃどもが押し寄せて来るぞ、迎撃に回れる奴は手伝え!!」

「みんな帰ってきた……殺されたのに……ふらふら、起き上がって……みんな、みんな……」

　騒ぐもの、怯えるもの、縋りつくもの、抗うもの、蹲うずくまってぶつぶつと呟くもの。

『黄金の騎士』亭もまた、もはや冒険者が出会いと別れを求める場では無くなっていた。

　誰も彼もが自らの窮状きゅうじょうを訴え、嘆き、喚わめき散らしていた。

　別に──そう、別に、救いを求めているわけではないのだろう。

　ただ、誰かしら……相手が聞いていなくても構わない。とにかく、思いの丈たけをぶちまける。

　なにせ、この城塞都市に冒険者ギルドはない。認識票は何ら役に立たないのだ。

　冒険者に何かを訴えたくば、酒場に押しかけるしか方法は無い。

　そして城塞都市の冒険者たちはその多くが、その騒々しさにひどく迷惑そうな顔をしていた。

　君は灰の気配を感じ取りながら、馴染みの女給へと声をかける。

「ああ、ごめんなさい……じゃない、おかえりなさい！」

　慌ただしく駆け回っていた女給が、飾りか本物か、兎耳をひょこりと揺らして立ち止まった。

　ご無事で何よりですという挨拶もそこそこに、彼女は申し訳無さそうな顔をする。

「ご覧の有様で──席も埋まっちゃってるんですよ」

　言われて見れば、君たちの一党パーティが定位置としていた円卓は、既に避難民らに奪われていた。

　だが、まあ、こちらとしてもこれでは情報収集はおろか、休憩きゅうけいさえもままなるまい。

　取り急ぎ、何か飲み物食べ物の類たぐいを人数分包んでもらえまいか、君は金貨を放った。

「はあい、ただいま！」

　兎耳の女給は金貨を胸の谷間に押し込むと、ぱたぱたと奥へ駆けていく。

「……これは、えらいことになりそうですね」

　ぽつりと呟いたのは、酒場へ向かう事を提案した従姉だった。

　君はそうだなと、短く応じた。

　──いや。

　蟲人僧侶の言を借りれば、とっくのとうに、えらいことにはなっていたのだ。

　世界の滅びは、ずっと前から始まって、自分たちはそれに向き合っていたではないか。

《死》が押し迫ってきている事に、多くの人々が今、やっと気がついたというだけだ。

「これから、どうしましょうか？」

　従姉の問いかけ。珍しいこともあるものだ。迷っているわけでもないだろうが。

　君はひとまず、と答えた。

「ひとまず？」

　宿に戻って、休もう。

　君はきっぱりと断言した。状況は明白で、何をすべきかはわかりきっている。

　迷宮で死闘を繰り広げて、引き上げてきたのだ。休息し、収穫を鑑定し、行動はそれから。

　君の迷い無い言葉に、従姉はぱちくりと瞬きをした後、張り詰めた顔をわずかに緩めた。

「はい、そうですね！」

　ぱっと花開いたような笑みに、君は息を吐く。はとこは、その方が良い。

　君は戻ってきた女給から夕食を受け取ると、皆を促して酒場の外に出た。

　各々、思い思いに言葉を交わしているが、それが何か、取り繕うようなのは当然だろう。

　そしてその間も、女戦士が一言も口を利かず、曖昧な相槌ばかりなのも、当たり前だ。

　君は避難民でごった返す城塞都市の中を歩みながら、天を見上げた。

　街も空も明るく、星はおろか、彼方の山より立ち上る煙すらも見えない。

　──なに。

　そう、慌てる事ではない。今更じたばたしたところで、どうにもなるまい。

　終わりの始まり。ただそれだけ。

　──いよいよ、大詰めクライマックスフェイズだ。





§






　たとえ升目ますめがどうなろうと、盤上に太陽は昇るものだ。

　薄青い空の下、差し込む白い光を浴びて、君は藁わらの山から身を起こした。

　幸い、馬小屋と簡易寝台が埋め尽くされている事はなかった──出目でめが良かったのだろう。


　同じ時に家を失い、宿を奪われ、道端で眠らねばならぬ者も多かった事を思えば──……。



　──奇妙なものだ。

　と、君はひとりごち、藁のついた顎を撫でさすった。

　自分が得をしたとか、上手くやったとか、他人のそれを奪った、という事ではあるまい。

　各々がやれるだけの事を──怠けた者がいたとしても──やった上で、明暗を分ける何か。

　宿命とも偶然ともつかぬそれは、こうした些細ささいな面でも、出目を見せるものだ。

　たとえ明日がどうなるかわからぬまでも、出目の良いものを罵る事だけはすまい。

　そんなものだと君は立ち上がった。藁山で眠る仲間たちへ声をかけ、朝だぞと声をかけた。

「……なんやぁ……。もう朝かいな……」

「眠れたのか……」

　起き出す仲間たちは、どうやらあまり寝付けなかったようだ。

　迷宮の中での戦いのせいか、それとも城塞都市のこの窮状のせいか。

　いずれにせよ二人は君が平素と変わらぬ様子なのを見て、驚いた様子であった。

　君はさしあたって身繕いを整えると、二人を急かすように声をかける。

　街があの調子では酒場でまともに食事もとれそうにないし、他に頼みたいこともある。

　女性陣が繰り出す前に、宿で一党パーティ全員と顔を合わせたいものだ。

　いつものように、君はついと上を見上げる。宿の階上、簡易寝台の部屋の窓。

　夜毎、そこから此方こちらを見下ろして微笑んでいたあの少女の姿は、そこには無い。

　かわって、そこには物憂げな様子で窓の外へ目を向ける、金髪の娘の細面があった。

　君は身振り手振りをした後に苦笑して、おおいと頭上の彼女へ声をかける。

　途端とたん、女司教はわたわたと大慌てで窓を開けると、危なげなくその瘦身そうしんを乗り出してきた。

「ど、どうされました……!?」

　ひとまず宿の入り口で集合し、先の事を話したい。君は簡潔に要件を述べる。

　そしてその時に、一度荷物はすべて持ってくるようにと、付け加えた。

「わかりました！」と女司教の返事があり、彼女の顔が窓の中に引っ込む。

　これで良い。女戦士のことは気がかりだが、女司教と、従姉に任せておけば大丈夫だろう。

「話し合い、なあ……」

　君がそうしたやり取りをてきぱきと終えるのを、斥候は寝ぼけ眼まなこで眺めていた。

　いや、案外そう装っているだけなのかもしれない。そういう奴だと、君は理解している。

　長い付き合い──時間にするとそうでもないのだろうが、君には長い付き合いだと、思える。

　彼も、衣から藁を取っている蟲人の僧侶も、女司教も、女戦士も。従姉は言わずもがなだ。

「……大将、なんぞ考えでもあんのか？」

　だから半森人の斥候に問われ、君はからからと笑った。馬鹿げた事を聞くものではない。

　──考えなぞないから、皆と話し合うのではないか。
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　昨夜酒場で拵こしらえてもらった食事を持ち寄り、君たちは宿の溜間ロビーの片隅で腹ごしらえをした。

　街の騒然とした空気は宿にも押し寄せており、どこかぴりぴりと殺気立っているようだった。

　玄関では押しかけてきた難民たちと、それを阻む職員のやり取りが響き渡っていた。

「おい、なんで俺たちは泊めさせてくれないんだよ！　此処以外行く場所はないんだ！」

「申し訳ありません。開放した簡易寝台のほうは、もう満室となってしまって……」

「じゃあ他の部屋を使わせてくれよ！　こんなにいっぱい部屋があるんだろ！」


「申し訳ありません。一般客室エコノミー以上は開放できかねます。馬小屋でしたら──……」



「俺たちを見捨てるっていうのか!!　家畜と一緒に寝ろだと、ふざけるな！」

　宿の職員たちは善意で幾らか客室を開放したようだが、それにしたって限度がある。

　第一いくら窮状を見かねたとはいえ、避難民たちを最上級の部屋になど入れられはしない。

　慈善の精神とはすべてを投げ打つ無償のものではない。

　交易神の寺院の教えが、今まさに、宿の秩序を守る盾としての役目を果たしていた。

「……ま、当然だ」

　蟲人僧侶が重々しく頷き、その顎で果実を砕いて喰らいながら続けた。

「この宿全部を連中に明け渡したら、『慈悲』の施しようだってなくならぁな」

　財貨は風のように巡りて回るもの。その源を塞いでしまえば、空気は淀み、滞る。

　成程と君はパンに干し肉を挟んだものを口に放り込み、皆を見回した。

　実際、会話らしい会話はなかった。

　従姉はいつぞや贖あがなった呪文書を、モノを食べるのも忘れて真剣な面持おももちで捲めくっている。

　女戦士は俯いたままポソポソと食べ物を口に運び、女司教は戸惑ったように視線を送る。

　普段なら口を開く半森人の斥候もまた、此方の様子を窺うかがって、行動しかねているようだった。

　君はふむ、とひとりごちると、宿の職員が用意してくれた井戸水を口に含む。

　このような時であっても冷たい水は旨うまいし、腹が満ちれば気も落ち着くものだった。

　──さしあたっては。

　君がそう口を開くと、皆の視線が一気に突き刺さった。

　女戦士ですら、何処かぼんやりと、けれどすがるような目で君を見つめている。

　もっとも、そう大した事を言う気もない。君は苦笑し、自分の考えを続けた。

　さしあたって、宿の確保が急務だ。

「せやな」

　助かったとばかり、半森人の斥候が君の発言に飛びついた。

　彼は息継ぎでもするように喋り、会話を滞らせてはならぬとばかり、言葉を続けた。

「ワイらが何とか動けてんのは、とりあえず安心して休める場所があるからさかいな」

　いかにも、この拠点を失えば、我々はどうにもならなくなる。

「寝るところ、休むところ」女司教が、考え考え頷いた。「装備とかも、ですよね？」

「簡易寝台に放り込んどったって、この有様や。誰が勝手にちょろぱっぱ、持ってくかしらん」

　半森人の斥候は、未だ入り口で押し合いへし合い、騒ぎ立てている避難民を見やった。

　飢えた手合が何をしでかすかということは、地下二階、初心者狩りを思えば言うまでもない。

　女司教は少し暗い顔をしたが、否定もせず、こくりとその頭を頷かせる。

　彼女とて、何も知らぬ少女ではない。

　君はひとまず拠点の重要性を訴えた上で。此処は金の使いどころだと言った。

　となると問題は金勘定なのだが、それを管理している従姉は本の虫だ。

　君がおいとはとこを呼ばわると、彼女ははっと呪文書から顔を上げて目を瞬かせた。

「え？」

　え、ではない。一党パーティの資産、所持金の話だ。如何いかほど残っているかを知らねばならぬ。

「あ、そうね……きちんと貯金はしてあるから、余裕はあるけれど」

　といって、従姉はつらつらと一党パーティの帳簿を諳そらんじてみせた。

　であれば決まりだ。君は言った。

　──最上級の客室ロイヤルスイートを借りよう。

「ええっ!?」

　君の言葉に、驚愕か、悲鳴か、声を上げたのは従姉だった。

「結構、かかっちゃいますよ？　そんなにずっと何日もは──」

　構うものか。どうせそう、長いことではない。

　どうだろう？　君が水を向けたのは、黙り込んで腕を組んでいた、蟲人の僧侶だ。

「……俺はどっちでも構わんが」

　彼は重々しく言うと、言葉を区切るようにその顎を鳴らした。

「あんたがそういう方針なら、それで行こう」

「わ、わたくしもです……！」

　慌てて女司教が声を上げ、斥候も「寝台が柔すぎて却かえって年食ってしまうわ」と半笑い。

　この状況だ。最上級の客室という安全には、何をおいても金を出すだけの価値がある。

　加えて、何をするにも金はいるのだ。宿に対しても支援になるだろう。

　──よし。

　君は手続きの類を従姉に任せる旨むねを伝えて、次に他の面々への指示を出しにかかる。

　といっても、宿に待機しておいてくれ、というだけの事ではあったが。

　何しろ拠点を失っては一大事だ。皆に確保を任せ、その間に、自分が外に出る。

　これが一番良かろうと、君は考えたのだ。


「ぇ──……」



　ぼんやりと、焦点の合わぬ瞳で、女戦士が君を見た。

　行っちゃうの？

　そう問いかけているかのような視線に、君は頷きを返す。

　少なくとも街の状況は把握せねばなるまいし、これからどうするにしても装備は整えねば。

「ぁ……」

　女戦士が俯いた。あえて口にはしなかったが、彼女の槍の事を思い出したのだろう。

　ちらと横目でそんな彼女の様子を見た斥候が「そんなら」と何も無かったように言う。

「ワイが行った方が良かないか？」

　いや。君は首を横に振った。宿で万一があった時、伝令に出れる者がいて欲しかった。

　なので頼むと君が伝えると、斥候は「しゃーないな」と応じた。

「大将もあんま無理すんなよ」

　うむ。君は頷き、皆に荷を預け、刀を取って立ち上がる。

　本来なら完全武装で歩きたくはあったが、無駄に避難民を刺激してもかえって危険だろう。

　──とすると。

　もはや城塞都市は、迷宮と大差ない危うさになっているのやもしれぬ。

　そんな事を考えながら、君は宿を後にした。

　実際、宿を出る時は大概たいがいが危地きちに挑む時なのだから、大して心持ちの変化はないものだった。

　その背中を女戦士の瞳が追っている事だけが、普段と違っていて、居心地は悪かったが。
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「てめえ、何しやがる!!」


「すみません、すみません……っ！　昨日から何も食べていなくて……っ」



「腹が減ってりゃ人のモン取って良いってのか!?」

「許してください、子供が待っているんです……っ」

「冗談じゃねえ！　こっちは命がけで稼いでるんだぞ、この野郎!!」

　哀れっぽく泣き叫ぶ避難民を、蹴り倒す冒険者。子供が喚き、罵声が飛び交う。

　城塞都市に一歩繰り出せば、どこでもかしこでも、このような騒動が繰り広げられていた。

　どちらが悪いかといえば──秩序の天秤はおそらく、避難民の罪の重さに傾くだろう。

　哀れさは他者から奪い取ることを免罪するものでは、決してないからだ。

　誰しもが、脱獄囚に燭台しょくだいを手渡す司祭にはなれぬものだし、なれと命ずることもできまい。

　かといって脱獄囚を糾弾きゅうだんする衛視えいしが正しいわけでもなく、けれど間違っているわけでもない。

　法と秩序は人に与えられた人の権利で、故に不完全で曖昧で寛容で、神はそれを是ぜとした。

　しかし不完全であるという事実は、決して無秩序であるという事を意味しない。

　今や城塞都市を襲っているのは混沌の嵐であり、《死》の影に怯える者の恐慌であった。

　君は湾刀をいつでも抜けるようにしながら、行く手に騒動の気配を感じると辻を折れて進む。

　血を見るような事態でなければ、今この場で危うきに踏み込むべきではない。

「貴様……！　いい加減にしろ!!」

「その辺にしておけ！」

　何より腰のものに手をかけ、あるいは呪文を操る杖を掲げれば、近衛騎士たちが介入する。

　いや、有志の冒険者やもしれぬ。いずれにせよ、無分別に暴れまわる手合ばかりではない。

　彼ら彼女らは避難民から市民を守るのではなく、冒険者から人々を守るべく立ち回っている。


　だがまあ──……長くは続くまい。



　そう思った頃に、君は『黄金の騎士』亭に辿り着き、その内に目当ての人物を見出した。

「む」

「や」

　綺羅きらびやかな甲冑を纏まとった金剛石の騎士の傍かたわらで、銀髪の少女が無表情に片手を上げる。

　酒場の雰囲気は、昨夜に比べれば多少は落ち着いた──と言っても良いのだろう。

　それはかの騎士を筆頭に、幾組か迷宮探索に赴おもむく一党パーティが酒場に詰めているからに他ならぬ。

　床に撒かれたおが屑くず──血を吸っている──を女給が掃き清めているあたり……。

　──避難民も、手ひどい教訓を得たと見える。

　だがしかし昼日中だというのに酒場の雰囲気が張り詰めているのは、そのせいだけではない。

　何やら物々しいのは、彼の一党パーティが大荷物を抱えて何やら剣呑けんのんな雰囲気を漂わせているからだ。

　──さては都落ちか？

「似たようなものだ」

　君が冗句じょうくでそう声をかけると、金剛石の騎士は苦笑交じりにそう答えた。

　彼は君主ロードめいた素振そぶりで仲間らに何やら指示を飛ばすと、君を誘って卓を離れる。

　銀髪の斥候だけがひょいと椅子から飛び降りて、ちょこちょこと君たちの後を追った。

　君としてもありがたい事だった。大っぴらに吹聴ふいちょうすべき事柄ではない。

「それで、その様子では……卿らも何かあったと見えるが、どうだ？」

　うむ。君は頷いた。

　何にも増して一番マズい事態は、君たちが情報を抱えたまま迷宮の闇に消える事だ。

　君は誰かに摑つかんだ情報を伝えねばならなかった。真っ先にだ。一番信用できる、別の一党パーティに。

　生半可な一党パーティでは意味がない。実力があり、信用がある一党パーティでなくばダメだ。

　認識票や等級が役に立たぬこの城塞都市でその判断基準となるのは、踏破階層のみ。

　つまりは──金剛石の騎士らに他ならない。

　紅い刃を手にして《死》の最奥さいおうに潜む男。すべての元凶。迷宮の主ダンジョンマスター。

　地下五階へ至る道筋、深淵へと通ずる昇降機。《宿命フェイト》か《偶然チャンス》か、君が見出した攻略路。

　君は淡々と、知り得たこと、そして知るべきことのみを金剛石の騎士に伝えた。

　銀髪の少女は驚愕か恐怖かに目を見開いていたが、金剛石の騎士は大したものだ。

　彼は黙してひと当たり話を聞き終えると、ややあって「そうか」と短く呟いた。


「……であるならば、即急に彼奴きゃつめの首を叩き落としてやるべきだ、が──……」



　──そうは行かないか。

「いかんな」

　金剛石の騎士は、溜息を吐ついた。

「国の頭がこれを対処せん限り、どうにもならん。世の終わりかは知らんが、国の終わりだ」

　いかにも、その通りであった。

　君は商人ではない。一党パーティの会計係でもない。だが頭として、相応の金銭は扱ってきた。

　この城塞都市には、溢れんばかりの財貨がある。迷宮からは無限の財宝が湧き出ている。

　だが──それだけだ。

　泡沫バブルのように金が溢れ、物の値段は上がった。天井を知らぬほどに。

　そしていずれ、どれだけ金銀財宝を積み重ねようと、購あがなうだけの物が足りなくなる。

　食料も、衣服も、他の何もかもが消え失うせ、あるのは金と冒険者、そして《死》のみ。


　まだしも、この事態に際して王なりが動けば良い。だが、街の様子を見る限り──……。



「あれはもう、己の生にしか執着しておらんよ」

　金剛石の騎士は吐き捨てるように言った。

「己の素晴らしい宮殿さえ無事ならば良いのだ。馬鹿馬鹿しい話だがな」

　銀髪の少女が、ぎょっとしたような目で金剛石の騎士を見やる。だが、君としても同感だ。

　今現在、この城塞都市の秩序を担になっているのは──交易神の寺院が吹かせた、風だ。

　無償の善意なるものはありえない。あったとしても、それを強しいることは悪である。

　この教えが浸透していなくば、慈悲を建前にした避難民達によって全ては貪り喰われたろう。

　そしてその秩序を維持せんとしているのは、商人であり、近衛騎士であり、そして冒険者だ。

　いずれもこの街に集つどい、迷宮から生き延びてきた者で、外部から齎もたらされたものではない。

　外部から押し寄せてくるのは、飢えて乾き、それ以外を何一つとして持たぬ者たちだけ。

　境遇を理由に他者から奪うことを是とする者。否として迷宮に潜る者。どちらでも同じだ。

　結局、この城塞都市で生きていくためには──殺戮と略奪ハックアンドスラッシュをするしかない。

　すべては混沌に沈む。たとえ誰かが迷宮の主を討ったところで、何の意味もない。

　あるのはただ、《死》だけだ。

「俺はやつを討つ」

　君は金剛石の騎士の瞳を見た。まったく、何一つ、冗談である気配はなかった。本気だった。


「…………あれはもはや不死王ヴァンパイア・ロードに成り果てた。《死》に魅入られたのだ」



　やつ、あれ。それが誰を指し示すのか、君にだとてわかる。

　傍らで銀髪の娘がおろおろと、君と、金剛石の騎士との間で目を動かしていた。

「素っ首を刎はねて、国をまとめ、返す刀で《死》の軍勢アーミー・オブ・ダークネスを迎え撃つ。が──」

　──勝ったところで、《死》が溢れたままでは何の意味もない。

「つまるところ、互いの利害は一致しているとみたが、どうか？」

　望みは一つ、元凶を討つこと。

　金剛石の騎士が浮かべた笑みは悪童のそれで、君が浮かべたのも同様の笑みだったろう。

　君は頷いた。一切の躊躇ちゅうちょはなかった。もとより最初から、そのためにこの地を訪れたのだ。

「都を不死王の思うがままになぞさせるものかよ。俺は魔穴に挑む」

　──此方は《死の迷宮》の主、その素っ首を叩き落とし、全てを終わらせる。

　君たちは互いに頷きあった。それだけで十分であった。

　この男を知己ちきとして得る事ができて、幸運であった。

「その上で、一つばかり頼みがある」

　──聞こう。

「この娘のことだ」

　銀髪の少女は己の肩に置かれた手の意味に、最初はよくわからなかったらしい。

　彼女が呆然とした表情で頭目リーダーの顔を見上げている間も、その言葉は続く。

「我々はまあ、元からそういう身の上だ。が、この娘は後から加わった、いわば巻き込まれだ」

　だから引き受けてくれと、恐らくは、そんな風な事を言うつもりだったのだろう。
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　しかしそれよりも早く、彼女が動いた。

「……私も行く」

　それは小さい呟きのようで、けれど叫び声のように聞こえた。

　彼女は細い手で金剛石の騎士の篭手こてを払いのけると、きっと彼を見上げて、言った。

「置いてけぼりなんて、ごめんだ……！」

　君とこの少女とは、それほどの付き合いがあるわけではない。

　金剛石の騎士と彼女の間に、どのような旅路があり、冒険があったのかを知らない。

　彼と彼女が、君と君たちの冒険を知らぬのと同じようにだ。

　けれど少女が目に涙を滲ませ、歯を食いしばり、それでもと言い募る意志だけは、わかる。

　わからない、はずもない。

「私はあなたの斥候だ。他の誰のものでもない。そう決めたんだ。私が、自分で」

　──どうやら逃げられそうにはないな。

　君がそう言うまでもなく、金剛石の騎士は困ったように頰ほおを搔き、溜息を吐いていた。

　その仕草しぐさと表情が、他の何よりも雄弁に、彼の答えを物語っていた。

　思わず笑うと「そっちこそ」と、銀髪の少女が君を見やって、言った。

「あの子の事を頼むよ」

　その言葉に、君は頷き、請け負った。

　もとより、やれるだけのことはやってみるつもりだ。

　君の返事を聞いて、銀髪の少女は頰を緩め、呆れたというように微笑んで、言った。

「───きっと、そういうところなんだろうなあ」
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「槍か、難しいな」

　薄暗い穴蔵のような武器屋の奥で、鉱人ドワーフと見紛みまがうような老人が、渋い顔をして顎を撫でた。

　君が口にしたのは先達て打ち砕かれた女戦士の槍の事だが、返答は芳かんばしいものではない。

「もともと地下迷宮での武器の出物は刀剣に鎚鉾メイス、それに杖の類が大半でな」

　店主はそう言って店内をぐるりと睥睨へいげいする。その言葉通り、陳列された商品は凡おおよそがそれだ。

　だんびらや粉砕の鉄槌、獣人殺しに魔術師砕き。いずれにせよ、槍の類は少ない。

　そして希少きしょうな槍の類はといえば、君としても渋い顔をせざるを得ない。

「どれもこれも数打ちの量産品だ。悪い品じゃねえが、上等な武具たぁ言えねえな」

　やはりそうなるか。君は腕を組んで短く唸った。

　達人は武具を選ばぬというが、それは選ばなくても良いという意味ではない。

　ましてや己の事ではなく、仲間の事なのだ。なるべくなら腕に見合ったものを、と思う。

　少なくともあの黒衣の男は、以前の槍を打ち砕いた。

　ならば以前より劣る武器を持っていっても、恐らくは何の意味もあるまい。


　とすれば城塞都市の外部から取り寄せるか、此処で鍛えてもらうより他ないのだが──……。



「……この状況じゃあ、な」

　不可能ではない。だが望む出目が転がる確率は、恐ろしく低いだろうことは明白だった。

　骰子サイコロに命を賭ける事自体は吝やぶさかではないが、今はまだその時ではあるまい。

　とすると、やはり今この城塞都市で上等な槍を求めることは難しいか。

「とりあえずこっちでも探してはみるが、安請け合いはできねえぜ」

　それでもありがたいことに変わりはない。むしろ、安請け合いされた方が困るものだ。


　あとは──……。



「お前さんの湾刀か」

　うむ。君は頷き、腰から鞘ごとその湾刀を引き抜いた。無銘むめいの業物わざもの。頼れる武器。

　はたしてあの赤き刃とその使い手たる黒衣の男に立ち向かえるかは、わからないが。

　だがまあ──打ち合いにはなったわけだ。

　あの赤刃が若き魔法戦士の手にあった時、確かにこの湾刀はそれに鍔迫つばぜり合った。

　ならば、次もこの武器で挑むのが道理だろう。

「良いだろう、引き受けたぜ」

　君は財布から金貨を一摑み取り出すと、雑多な消耗品を購入して、狭い穴蔵の外に出る。

　息詰まるような閉塞感は、しかし城塞都市の路地まで上がってもなくなることはない。

　狭苦しい石造りの辻に吹き込む風の気配は、随分ずいぶんと変わってしまった。

　四角く切り取られた空は前にも増して遠く、街の人々の声は耳に届かない。

　すべてを塗り潰しているのは、避難民と冒険者の諍いさかい、緊張感、張り詰めた《死》の臭い。

　一瞬、己は地下を探索している最中なのではないかと、そう思ってしまうほど。

　いずれは四方の建物が、輪郭線だけの鉄骨ワイヤフレームに見えてしまう日も来るだろうか。

　そうなれば、きっとあの追剝ブッシュワッカーどもと大差なくなったという事なのだろう。


　君は微かに笑うと、荷物を抱えたまま悠然ゆうぜんと歩き出そうとし────……。



「……なっかなか、大変だねェ」

　爽やかな風と共に届いた聞き慣れた声に、ふと足を止めた。

　──彼女だ。

　路地の狭間、建物と建物の境界に落ちた影の中、猫めいた微笑みとともにしゃがむ小柄な姿。

　情報屋の女が外套がいとうの下でにやにやとしながら、ひょいと君の方へ向けて足を繰り出した。

　まあ、大変かどうかといえば、その通りだ。しかし、大差は無いかもしれない。

「ふぅん？」

　やるべきことは何一つ変わっていないからな。

　君がそう言うと、情報屋は何とも言えず、曖昧な表情で黙り込んだ。

　彼女は唇を真一文字に結んで、じっと君を見る。君もまた、腕を組んで答えを待った。

　いつだって彼女が現れる時は、自分に何かを伝えようとする時だった。

　それが役に立たなかった事はない。まるで旗フラグが立つように、状況を変えてくれた。

　だから今日だとて、話を聞くべきだと思ったのだ。

「……都合の良いことはたぶん、起こらないと思うよ」

　ややあって、ぽつりと呟くように告げられた言葉は、どこか疲れたようなものだった。

「人はそんなに賢くないし、賢いって思ってる人は騒ぐだけ。どうにもならないかもだぜ？」

　まあ、そんなものだろう。君は彼女の窺うような視線に、てらいなく同意を示した。

　人はそんなものだ。大したことはない。が、そう捨てたものでもあるまい。そんなものだ。

　どちらか一方だけに塗り潰せるようなものではない。極端から極端に走りたがる者は多いが。

　だから。君は言った。さしあたっては、自分にできることはやってみるつもりなのだ、と。

　やれるだけやって、ダメだったらまあ、その時だろう。

　他人の責をあげつらう気は毛頭ないし、だからとて世界が滅んでも己のせいではない。

　火の無い灰のように燻りながら、最初の玄室と地上を往復するだけの冒険者。

　いるかどうかもわからない最下層の《死》を目指し、我武者羅がむしゃらに突き進んでいた君。

　たいして違いはない。あるとすれば、それは君自身の胸の内にある自己満足だけだろう。

　そんなものだ。君はもう一度繰り返して、肩を竦すくめて見せた。それで十分なのだ。


「────」



　情報屋は、目を見開いていた。

　呆気あっけに取られたようでもあり、眩まぶしいものを見るようでもあった。

　彼女は外套の下の影の中で、花の蕾つぼみが綻ぶように頰を緩めて、息を吐く。

「なら、止めても無駄みたいだねえ」

　どうやらそうらしい。君は何とも軽々としたものだと思いながらも、応える。

「だったら、交易神の寺院に行ってご覧ヨ」

　寺院？　鸚鵡おうむ返しに問うた君に、彼女は「そう、寺院」と繰り返すように囁いた。

「こういう時はさ、神頼みだってしておくべきじゃあないかな？」

　なにしろ助けはいくらあったって困らないのだし。そう言われれば、確かにそうだ。

　それに、あの尼僧にももう一度会っておくべきか。これで最後やもしれぬのだ。

「……。そうだね。その方が良い」

　情報屋は一瞬押し黙るとそう続けて、ひらりと君の横をすり抜けて走り出した。

　二歩、三歩。踊るように歩みを踏んで、くるり、外套を翻して振り返る。

「交易神は出会いと旅の神だ。せいぜいゆっくりのんびり、歩いて来るが良いよ」

　そうして、彼女は風と共に去る。後には微かな香の匂いだけを残して。

　君はぼんやりと城塞都市の空を見上げた。

　切り取られた空は相変わらず遠いが、先程よりは近い。

　空が落ちてきてくれたのか、自分が昇ったのか、さて、さて。

　君はそんな胡乱うろんなことを考えながら、のんびりと歩き出した。

　時間は然程さほど残されていないが、なに、そんなことだとて当たり前の事だ。

　このような時勢だからとて、ゆったりと歩く事を楽しんで、そう悪いわけもあるまい。

　生きるというのは、自由なものだ。《死》に巡り合うまでは、好きにできるのだから。
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　今や城塞都市における正義最後の砦は、交易神の寺院をおいて他ならない。

　押し寄せる避難民たち。そして避難民たちによって財貨を奪われた者たち。

　そうした人々を受け入れ、守り、哀れさと無償の善意を盾にする略奪者を跳ね除ける。

　無論、受け入れた者たちにも代価は求められる。救われた以上は、人を救えという事だ。

　拙つたないながらも掃除をし、炊事すいじをし、それもできぬ者も各々のできる事を行っていく。

　財貨同様、善意もまた人の間を巡りて回る、心地よき風のようなものなのだ。

　──だが、それでも限界はある。

　善意とて無から生まれ出るものではない。善意は心から現れるものだ。

　そして心を満たすには、常に物が必要であり、そしてそれは今まさに絶えようとしている。

　遠からず全ては破綻するだろう。

　しかし交易神に仕える神官たちは、それを決して感じさせぬ様相で駆け回っていた。

　彼らはまさに神前にて祈るような面持ちで、信徒たちの相手をしているのだから。

　君は寺院に通じる長い階段を登りながら、そうした光景をつらつらと眺めていた。

　全ては辛うじて踏みとどまっている。崖がけの一歩手前。瀬戸際だが、偉大な一歩。

　懸命に足を踏ん張っている人々の努力が、今この秩序を保っているのだ。

　そうした人々に縋らんとする避難民たちが並ぶ列の横を、君は黙々と登っていく。

　振り仰いで見えるのは、竜の住まう山ではなく、炊き出しの煙。

　山の下の溶けた大地とて無限ではないのだ。煮炊にたきの煙とていずれは途絶えるだろう。

　だが今はそこを目指す道標みちしるべとして、支障はない。

　君は階段を登る。一段踏みしめると、背後から押し殺しきれない鉄靴サバトンの金具の音。

　前に進む。音が続く。一段飛ばす。音も飛ぶ。立ち止まる。音が、止まった。

　──さて。

　こうなってしまうと、どうしたってわざとらしくなってしまうものだ。

　君は少し考えた後、結局、何も考えずに直球で切り出すことにした。

　一緒に寺院まで登ろうか？

　背後で金具の音ががちゃりと甲高く鳴った。君は立ち止まり、辛抱強く待つ。


「…………」



　答えのかわりに、おずおずとした足音が君の隣にまでやってきた。

　ちらりと横を見てみれば──暗い、濡れた鴉からすの羽のような黒髪が、君の肩下に揺れている。

　──宿を守るように頼んだと思ったのだが。

　なるべく咎める風に聞こえないよう心掛けたが、それでも彼女の肩はぴくりと震えた。

　君は失敗だったかと顎を搔き、なるべく穏やかな口調で、皆には伝えてあるかを問うた。


「…………ん」



　女戦士は、こくりとその頭を上下させた。微かにではあったが、確かに頷いたのだ。

　彼女はその豊満な胸元に抱きしめるようにして、折れ砕けた槍の柄を抱えていた。

　何も知らぬ者から見ればただの壊れた武器だろうが、その意味をわからぬ君ではない。

　行こうと声をかけて階段を進む。鉄靴の金具が、躊躇ためらいがちに隣で鳴った。

　君と彼女は、やはり黙々と階段を登っていく。

　時折、呆然とした顔で階段を下る冒険者たちとすれ違う。

　あるいは仲間を抱え、大急ぎで階段を駆け上がる冒険者達に追い越される。

　炊き出しに並ぶ避難民たちが文句を言おうと口を開けかけ、その雰囲気に気圧けおされて黙った。

《死》と隣り合わせの冒険者たちが、寺院を訪れるのだ。それを妨げられるわけもない。

　そして城塞都市の外がどうなろうと、迷宮で起こることは何一つ変わらないわけだ。

　──己を含めて。


「…………？」



　そう思うとどうしてか笑えてしまうことに、君は女戦士の視線で、やっと気づいた。

　訝いぶかしむような目に何でもないと首を横に振り、息を吐く。

「……やっぱり」

　そう女戦士が呟いたのは、まさにその時だった。

「……行く、んだよね？」

　それが何処へ、なのか。冒険者なればこそ、言うまでもない事だろう。

　君が応じるよりも早く、立ち止まった彼女が君の袖をぎゅうと強く摑み、握りしめた。

　一段下。見上げてくる菫すみれ色は、ひどく滲にじんで、今にも零こぼれ落ちそうなほどに震えている。

「死んじゃうかも、しれないんだよ……？」

　まあ、そうだろうな。君は何のてらいもなく、あっさりと応えた。十中八九は死ぬだろう。

「だったら……！」

　だが、人は死ぬものだ。

　誰であれ。何であれ。己であれ。奴であれ。

　そこに何の違いもない。

　賢さかしいものであれば、あれやこれやと方便ほうべんを並べ、戦いを避ける理屈を捏こねるだろう。

　そして知恵者を気取って、君のことを馬鹿にするのだろう。

　かつての君が、地下迷宮一階に燻る冒険者達を見た時のように。

　だが、もはや君の心に、そんな燻りはなかった。

　毎朝毎夕、今日死ぬやも、明日死ぬやもと、死に相対する覚悟を固めていたせいだろうか。

　不思議と──事此処に至って尚なお、君の心は穏やかに凪ないでいた。

　地下一階を徘徊はいかいするのも、地下迷宮の最奥に挑むのも、何ら変わりはあるまい。

《死》へ挑む。それは徹頭徹尾てっとうてつび、何一つとして変わらぬ。

　戦い、殺し、勝ち、生き延び、次に進む。あるいは十四へ進み、棺桶かんおけの釘のように死ぬ。

　それだけだ。

　君は曇りなき刃だった。

　敵へ向けられた白刃だった。

　ただ煌々と燃える、灯スパークだった。

　だから。と君は言った。ついてきて欲しくはあるが、ついてこいとは言えぬのだ。

「……っ」

　女戦士が唇を嚙み締めた。潤んだ瞳が、君を睨むように細められる。

　きっと、彼女は自分がついてこいと言えば、何やかや言いながらもついてくるだろう。

　彼女が欲していたのは、その言葉なのに違いはないのだ。それは、わかる。わかっている。

　だが、それではダメだ。君が与えた理由であって、彼女自身の内から出たものではない。

　出自から名前を奪われ、無理くり冒険者にさせられた。

　家族や友が迷宮に挑むからと、共に迷宮に挑んだ。

　失われた姉を救わねばならぬから、《死》を目指した。

　その全てが、もはや無意味となった。彼女が冒険に挑む理由は、何一つとしてない。

　今まで手に入れた金銀財宝を用いれば、身分を解放する事など容易だろう。

　姉の蘇生そせいは不可能だ。迷宮の奥底に満ちているのは、醜悪しゅうあくな《死》だけであった。

　彼女が迷宮に挑む理由は、なにもないのだ。

「み、んなが……」

　行くから。まあ、そうだろうな。君は笑った。

　女司教は、きっと君と同じで、力強く天秤剣を握って立ち上がるだろう。

　生まれ持っての使命がある。何のために生きて死ぬか、既に彼女は心を定めている。

　友の思いを晴らすためにも、きっと《死》へ挑む事を諦めはすまい。

　かんていだった頃から何一つ変わらずに。

　従姉もそうだ。あれは君を弟扱いして何くれと世話を焼くが、そもそもが善性なのだ。

　あの黒衣の男が魔導を悪用し、《死》を撒き散らし、世界を侵す元凶とわかった今。

　何とかできるのは自分である、何とかせねばなるまいと、そう思うだろう事は間違いない。

　半森人の斥候はといえば、なるほど確かに軽薄で、臆病おくびょうで、剽軽ひょうきんだ。

　だが君は彼が常に宝箱に挑んでいた事を知っている。一党パーティの命運を背負った孤独な戦いだ。

　誰を頼ることもできぬそれに勝ち続けてきた彼は、勇敢で、屈強な冒険者であろう。

　常々口にしていた通り、迷宮の主の首を叩き落とすために、彼は挑むに違いない。

　目当てが富であれ、名声であれ、挑む以上は冒険者だ。

　蟲人僧侶は──さて、どうだろうか。

　一党パーティの中で一番謎めいている、というより何を考えているかわからぬ男が彼だ。

　だがしかし、同時に頼もしい男であるのも間違いない事実だった。

　どちらでも構わないと言いつつ、危険な探索には必ず付き合ってくれたではないか。

　おそらく、今度も彼はそうだろう。「俺はどっちでも良い」と顎を鳴らし、最下層へ赴く。

　信仰か、あるいは蟲人独自の思考回路によるものか、彼は常に決断を明確にしている。

　理由がそのどちらであっても──君にとっては、どちらでも良いのだ。

　その上で。

　──君ならどうする？

「わ、たし……」

　女戦士は、答えられなかった。

　彼女は両手で槍の柄を搔き抱いたまま、君を見上げていた視線を、足元に落とした。

　取り残された子供。早くしないと置いていくわよと言われた、小さな娘。


　もちろん──……皆が行くから私も行くと、それで彼女は迷宮に降りていくだろう。



　怪物と戦いもする。粘菌スライムに怯えながらも──いや、《死》に怯えながらも、踏みとどまる。

　だがしかし、それでは駄目だ。それでは駄目だろう。

　それでは死んだ時に、きっと納得できないに違いない。彼女も───君自身も。

「……きみ、も？」

　そうだ。

　君は一党パーティの頭目リーダーとして全員の命を預かっている。

　誰かが死ねば、責任を感じる。仕方がなかったといって、片付ける事などできまい。

　たとえ宿命か偶然の骰子サイコロの目で齎された結果だとしても、自分のせいだと思うだろう。

　だが。

　それでも。

　それでも死は結果だ。

　仲間が仲間なりの冒険をした、その結果なのだ。

　自分が責任を感じるのは自分の勝手だ。君自身の冒険だ。

　仲間が冒険の末に死んだ結果は、変わらない。

　その冒険の結末は、如何なるものであれ、受け入れるよりほか無い。誰にも否定できない。

　そうではなく、もしも……もしもそれが、冒険ではなかったとしたら。

　ただ自分に付き合わせただけで、ついてくるなと言えば死ななかったのだとしたら。

　それは到底、受け入れる事などできるものではない。

　だから君は彼女に言うのだ。

　地下迷宮に赴くのなら。この世で最も深き迷宮の最奥、《死》に挑むならば。

　それは、君が、君のために、君自身の意志で、冒険に臨んで欲しいのだと。

「わたし……」

　声が震えた。細い肩──そう、年頃の娘の、繊細で華奢きゃしゃな肩も、震えていた。

「わたし、は……っ」

　菫色の瞳が揺れて、雫が零こぼれ落ちる。後ろへ、流れる。

　鉄靴が辿々しく、しかし精一杯の意志と共に、前へ。


「私は、きみと、一緒に……いたい、のぉ……ッ」



　それはほとんど、飛び込むような一歩だった。

　君の胸へ倒れるように、摑み取るように、前のめりの、彼女にできる限りの、一歩だった。

　君に死んで欲しくないのだと、そう訴えるのに、彼女は他に方法を知らないように、泣いた。


「それじゃあ……ダメ、かなぁ……っ！」



　行き交う人々が何事かと足を止め、興味深く見るのも、君にはどうでも良い事だ。

　君は胸の内で泣きじゃくる娘の肩に手をあて、その頭をそっと撫でるので精一杯なのだから。

　──そういう事を。

　言わせるつもりじゃあ、なかったのだが。

　是とも否とも言えず、君は戸惑い──迷惑では決してない──から、天を見上げた。

　奇妙な、あるいは当たり前のように、空は何処までも青く澄んでいた。

　盤上で何が起ころうが空は変わらず青く、太陽と双月と星々は巡るものなのだろう。

　いや──空が青いというのも、また随分と視野の狭い物言いだ。

　空は青だけではない。赤くもなる。紫にも。暗く、黒く、艷やかな闇色にだって染まる。

　いつも彼女が君を訪ねてきて、訥々とつとつと会話を交わした時は、空は夜の帳とばりに包まれていた。

　不思議と夜空というのは濃い紫に思えるものだ。街の灯のせいだろうか。彼女の髪の色。

　君は、息を吐いた。掌てのひらを通して、少女がぴくりと怯えたように震えるのがわかる。

　今見上げた空が、たまさか青かったのだ。何かを言祝ことほぐように。風車を鳴らして風が吹いた。

　──ダメなものか。

　君は言った。ダメなものかよ、と。

　彼女がそう望み、そう決めたのなら、それは彼女の冒険だ。君が何かを言えはすまい。

　それを聞いた女戦士はしばらく俯いた後、その眦を擦り、そうっと顔を上げた。

「……まったく、もう」

　かすかな呟き。ぎこちなく浮かべた微笑。菫色の瞳が君を見る。

「これだけ恥ずかしいこと言わせたんだからぁ……責任、取ってくれなきゃ許さないよ？」

　さて、言質を取らせるには、商いと契約を担う交易神の神前はあまりにもおっかない場所だ。

　君の言葉に彼女は「莫迦ばか」と呟いて脇腹を肘で小突くと、君の手を取った。

　指を絡めるようにして手を繫ぐ彼女は、ついとそっぽを向いて、上を見ている。

　君はからからと笑った。笑ってそして、階段を登りだす。一歩ずつ、着実に。

　そうして頂点の寺院を目指し、長い長い階段を踏みしめて登っていくと、不意に影が落ちる。

「……神前で、何をやっているんですかあなたがたは」

　まったくもうと。駆けてきたらしく乱れた髪を手櫛で梳すきながら、敬虔けいけんな信者が睨んでいた。
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「事情はおおよそ伺っていますが、大慌てした分だけお気持ちを頂きたいものですね」

　礼拝堂へ君たちを招き入れた修道女は、先導する形で祭壇へ歩きながら厳しく言った。

　心配して損をした、という意味だろうか。だがまあ、それを口にする気は君にはない。

　交易神の寺院といえど──やはり街から押し寄せる混沌の影響は免れぬようだ。

　石造りの建物のそこここに人が蹲り、傷に呻き、飢えに嘆き、身内を失った苦しみを訴える。

　此処がもはや最後の頼みの綱だという者も、決して少なくはあるまい。

　迷宮から帰還した冒険者であっても、此処では避難民たちと揉めることはないのだろう。

　──いや。

　喜捨きしゃを払い、救いを求めるのならば、交易神の前では等しく皆同じ者、という事か。

　偉大であり、そして凄まじいことだと君は思う。

　君とてもこの迷宮探索の冒険行で、幾度心が惑うたことか。

　修道女が誇らしげにその整った胸を反らす辺り、彼女の信仰心は小揺るぎすらしないようだ。

「それで、どういったご用件です？」

「……お姉ちゃん、たちを」

　君はかたわらの女戦士が、辿々しく言葉を紡ぐのに任せた。自分が言う事ではないからだ。

　かわりに、ぎゅうと痛くなるほどに強く、彼女が手を握りしめるのを受け入れる。

「……埋葬、してほしいの」

「……」修道女が数度、瞬きをした。「よろしいのですか？」

「よろしくは、ないんだけど……ね」

　女戦士は何とも曖昧な表情で、君とつないだ手とは反対の手で、槍の柄を撫でた。

　君はふと、庵いおりに横たわる瘦せこけた女の姿を思い出した。

　形は何一つとして変わらず、今にも起きて動きそうなのに、しかし生命は無い。

　であるならばもはや物と同じにもかかわらず、それが地上より失われる事が寂しい。

　何より失われたところで何一つとして世界は変わらず動く事が、何とも言い難かった。

　数年も経てば、痕跡らしい痕跡は、何処にも残ってはいないだろう。

　事実、そうなのだ。

　師を埋葬することが正しかったのかどうか、君にはわからない。

　骨として──師の郷里の風習だそうだ──手元に遺すべきであったのか。

　埋葬し、地元の神殿に供養を頼んで旅立った事は、果たして正解だったのか。

　君は時折、そんな事を考える。そう、今この瞬間のようにだ。

「……それでも……お別れは、しなくちゃ……いけないと、思ったから」

　だが、女戦士は……後で悔いるとしても……今この瞬間は、答えを出したようだった。

　姉や、かつての仲間たちと別れる。《死》と《生》への未練を払い、先へ進む。

　弱々しく、打ちひしがれ、しかしそれでも前を向いた彼女の視線を、修道女は受け止めた。

「……そうですか」

　答えは、ひどく淡々としたものだ。どうとでも受け取れるような、声の調子だった。


　けれど絶対零度に近い彼女の視線が、その温度に反して、若干柔らかく思えたのは──……。



「喜捨はお持ちですね？　では、此方へ」

　──さて、都合の良い思い込みという奴なのやもしれなかったが。

「……うん」

　女戦士はそう呟いて、君の手から名残なごり惜しげに、そうっと指を離した。

　修道女に導かれて礼拝堂の奥へ行く彼女の背を、君は見送る。

　彼女が手を繫いだままであれば、共に歩んだろう。だが、そうではなかった。

　だから君は、礼拝堂で他の冒険者の中に紛れ、彼女を待つことにした。

　誰かと分かち合いたい時も、支えてもらいたい時も、一人で受け止めたい時も、あるものだ。

　今君が彼女から託された事は待つ事で、であればそれに否やはない。

　君は混乱の只中ただなかにあっても厳かな静謐せいひつを保つ礼拝堂で、掲げられた交易神の聖印を見上げた。


　そういえば──……。



　昼日中に、此処で長く過ごす事は、今までに無かったやもしれぬ。

　一番長い時を過ごしたのは、君自身が生死の境を彷徨さまよったあの夜であろう。

　君は知らず首筋の傷跡を撫でながら、風車をかたどった交易神の聖印に目を向ける。

　祈る──という事を、君は知らない。

　祈れば願いを叶えてくれると、そう考えて祈るのは何とも不純であろう。

　そして不純と自覚して祈れば、その潔さを認めてくれるのではないかと思う己もいる。

　きっとそれで祈りが聞き届けられなければ、神を罵り不要だ邪悪だ黒幕だのと言うのだろう。

　まったく、人というのは矮小わいしょうで、自分勝手で、傲慢ごうまんなものだ。

　だから君は、祈るという事をしなかった。

　これまでの歩みと、これからの道行き。それをただ漠然ばくぜんと思い描き、報告する事に努めた。

　もし手隙であれば力を貸してほしいと、そんな気軽さで付け加える事も忘れない。

　なに、どうせ手助けを望むのなら、下心を隠さずに頼んでしまえば良いものだ。

　神頼み、神頼み。しておいて損のある事でもあるまい。助けは幾らでも必要なのだから。

　目を瞑つむり、そうした諸々を考える。伝える。託す。それからゆっくりと目を開く。

　君の視線の先では、相変わらず交易神の象徴たる風車が掲げられたままだ。

　まあ、無理も無い。

　四方世界でどれほどの冒険者が交易神に祈り、助力を請うていると思うのか。

　たまさか自分ひとりにだけ目をかけてくれるという事もないだろう。

　いざという時、ほんの少し、自分の想像の及ばぬ助けがあれば上々というものだ。

　君は忘れぬよう、財布から一摑みの貨幣を取り出して、交易神の祭壇へと供えた。


　無償で頼むものではあるまいと、これもこの街に来てから教わった事だったか──……。



「感心な事ですね」

「……」

　そんな事をしているうちに、随分と時間が経っていたのだろうか。

　君の背後にはいつの間にか修道女が戻ってきており、冷たい視線を投げかけている。

　彼女の隣には、すん、と小さく鼻を啜る女戦士の姿があった。槍の柄は、その手元に無い。

　──もう良いのか？

「良くは……ないんだけど、ね」

　君の問いかけに、女戦士は先程と似たような言葉を呟いて、首を横に振った。

　黒髪が音もなく払われ、ふわりと広がり、元の位置に戻る。彼女は微笑んで、言った。

「……良い事に、するよ」

　そうか。君は短く応じた。とはいえ、問題が無いわけではない。


「え──……？」



　女戦士が不安に目を見開くのに、君は大真面目に──実際真面目だ──武器が無いと言った。

「あ……そ、そっか。そうだね」

　もう、と。彼女が拗ねたように呟くが、しかしこれは由々ゆゆしき問題であった。

　女戦士の技量に見合った、そして迷宮の最奥に赴くのにふさわしい、武器が必要だ。

　武器屋の親父に頼んではおいたが、それで間に合うとも思えない。


　いざとなれば何かしらの古剣の類を、長巻に仕立て直してもらうべきか──……。



「一つ確認しますが」

　こほんと小さく咳払い。修道女が世間話に興じるように、ゆるく小首を傾げた。

「迷宮にまた、赴く……という事でよろしいのですね？」

　ああ。君は心底何でもない事のように、彼女の問いに応えた。

　そういえば、そうなのだ

　君はとっくのとうに、当たり前のように、迷宮の最奥に赴くことを決めていた。

　それは何故かといえば、この城塞都市に来た時にそう思い定めていたからかもしれない。

　あるいは迷宮に挑むうちに、感覚が麻痺してしまっただけなのかもしれない。

　だが別に、昨日と今日とで何が急に変わるものかと、それだけの事なのも事実だった。

　未知の領域があり、未知の脅威があり、未知の怪物があり、その奥に迷宮の主がいる。

　やるべき事は、何も変わらない。

　その答えを聞いた修道女は、目を瞑ってしばし黙り込んだ。

「では、貴女も？」

「……うん」

　続けて問われた女戦士が、小さい声ながらも、はっきりと返事をする。

　修道女は、とうとう諦めたように息を吐いた。

「であれば、これを」

　そう言って修道女が女戦士に差し出したのは、紫の羅紗ラシャ布に包まれた細長い何かであった。

　女戦士がおずおずと遠慮がちに両手を伸ばして、受け取る。見た所、随分と軽い。

「……見ても良いの？」

「ええ、そうでなくば渡しません」


　布が解かれる。現れたのは────……。



「木の……槍……？」

　そう、槍だ。穂先ほさきから石突まで、すべて彫刻と研磨で作られた、本物と見紛うような木槍。

　だが女戦士が思わずため息を漏らすほどに、それはそれは見事な槍なのだった。

「堅木ハードウッドの槍です」と修道女は言った。「祝福された、樫の木の槍です」

「聖なる……？」

「いにしえに、ある盲目の聖人が、暗黒の城塞に挑む勇士に授けた聖槍になぞらえたものです」

　なるほど。そういう意味では、たしかに我らが一党パーティの戦士にふさわしいものやもしれぬ。

　かの女司教の信仰心は、いずれ聖女と謳うたわれてもおかしくはないように思えたからだ。

　修道女は「無論、これはその本物ではありませんが」と付け加え、君を見やった。

「ですが聖人の手により加護と祝禱しゅくとうが施された事に変わりはありません。力になるでしょう」

　──聖人？

「私ですが？」

　修道女はしれっとそんな事を言うのだから、君は笑ってしまった。
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　なるほど、これは霊験れいげんあらたかな聖槍に違いない。これほどのものは、ないだろう。

　──どうだ？

「ちょっと待ってね……」

　とん、と女戦士の鉄靴が、いつかのように礼拝堂の床を蹴った。

　風を切って振るわれる樫木の槍、その穂先が闇を払い、空を突く。

　それは見るからに女戦士の手に馴染んでおり、まるで生き物のように彼女の動きに付き従う。

　ひとりでに槍が跳ねて、女戦士と共に踊っているかのようにさえ見えるのだ。

　礼拝堂に集い、力なく項垂うなだれ、あるいは祈るばかりだった人々の視線が女戦士に集まる。

　女戦士と樫木の槍の二つは、まさに奇跡のように、そこに在ったのだ。


　これほどの代物は、たとえ名工の手による槍であっても、そうは無い──……。



「……うん、すっごく──良いかも」

　女戦士はひとしきり演舞のように動くと、ほうっと息を吐いて、そう漏らした。

　両腕でその豊満な胸元に、しっかと槍を搔き抱く。

　その仕草は寺院を訪れた時と同じで、しかしまるで異なっていた。

　そう、つい先程寺院を訪れた時。そして、ずっと前に寺院を訪れた時。

　君はふと、いつだったか──初めて彼女とここで対峙たいじした時の事を思い出していた。

　あの時の女戦士の動きは軽やかだった。

　思えば、あれは戻る気がない踏み込みの鋭さが故だったのだろう。

　今の彼女の動きとは──やはり、大きく異なるものだった。

「死者は、傍にはいません。そして、《死》も忌いむべきものではありません」

　聖なる槍を手にした女戦士と君へ、修道女は滔々とうとうと語りかける。

　否、その言葉は交易神の寺院に集った、全ての人に語る、神の教えそのものであった。

「思いも、気持ちも、生も、死も、すべて巡り、廻まわるものです」

　苦しみも、幸いも、喜びも、悲しみも。死者の思いも。生者の祈りも。

「───だからあなたの傍に風はあります。旅をする限り、必ず」

「……はい」

　そして嫋たおやかに女戦士が微笑むまでもなく、君は交易神、そして修道女に頭を垂れていた。

　これを感謝せずして、何を感謝せよというのだろう？


　────やはり、頼んでおくものだ。
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「おう、大将！　調べといたで!!」

　そうして宿に戻った君を出迎えたのは、柔らかな寝台に胡座あぐらをかいた斥候の言葉だった。

　樫の槍を大事そうに抱きしめた女戦士と君は、その賑やかな声に思わず顔を見合わせた。

「あそこは大昔の試練場だか宝物庫だからしくてなぁ。いっちゃん下は十階だったらしいんや」

　そんな君達の様子を見ながらも、半森人の斥候の説明は続く。

　曰いわく──曰く、だ。

《死の迷宮》、かつての試練場は、古いにしえの王が築き上げた兵士を選抜する試練場であった。

　あの四階にあった部屋は最終試験の場所であり、その奥については判別がつかない。


　恐らくは宝物庫なり、何やら他の重要施設があったと見て間違いはないようだが──……。



「けどそれ以上は調べとらへんで。あの黒い奴がどんぐらいイジっとるかわからへんし」

　わからなかったというわけではなく、調べなかったのだと、彼は言った。

　下手な先入観を持って挑むよりは、未知の領域へ挑む心構えでいた方が安全であろう。

　それは君も頷けるところだ。だが、驚くべき点はそうではない。

　彼は宿にいながらにして、どのようにしてか、迷宮の情報を集めていたのだった。

　都市の混乱を逃れて宿に来た冒険者から聞いたのか、あるいは様子を見に来た近衛からか。

　君の視線に気づいた半森人の斥候は、慣れた調子でひらひらと手を振って見せた。

「蛇じゃの道は蛇へびってもんやな」

　君はため息を吐く。噂うわさに聞く、盗賊の組合ギルドとやらがこの都市にもあるのだろうか。

　──いや、それよりも、だ。

　行く気だったのか。

「そら、大将が行く気やったかんなぁ」

　君の言葉に、斥候はあっけらかんと笑って応えてくれる。

　特に隠していたつもりもないのだが、見透かされているのは気恥ずかしいものだ。

「姐ねえさんもその気らしいしな。ワイもウカウカしてられんっちゅうわけや」

　言われて「別に、普通でしょ？」などとそっぽを向く女戦士も、気持ちは同じだろう。

　彼女はついと君からも顔をそらし、颯爽さっそうと長い足を繰り出して部屋の奥へと進んでいく。

　目指す先は豪奢ごうしゃな客室の片隅、黙々と呪文書に顔を埋めている従姉の隣──女司教だ。

　青い飾り帯を弄もてあそんでいた彼女は、隣に腰をおろした女戦士の気配に、ふと顔を上げる。

「……大丈夫……ですか？」

「……うん」と女戦士が、小さく頷く。「……そっち、は？」


「わたくしは──……」



　そんな会話から、君は意図して耳を外した。

　女司教が話そうとしてる相手は、君ではない。

　それに彼女は、前に進める娘だと君は知っている。

　だから君が向かった先は、上等な椅子が小さく見えるほどの体軀たいくを持つ、蟲人僧侶だ。

「俺はどっちでも構わんがな」

　腕を組んで黙り込んでいたその男は触角を揺らすと、がちりとその顎を閉じて言った。

　ほう。君は何でも無い体で、蟲人僧侶の対面に腰を下ろし、表情の窺うかがえぬその顔を見やる。

　そう短くない付き合いだ。表情はわからずとも、感情を読み取る事はできようものだ。

「王都もヤバイ事になってるって噂は聞いた。吸血鬼の王ヴァンパイアロードが出たとかな」

　君はその言葉に首肯しゅこうを返す。あの金剛石の騎士は口止めをしなかったからだ。

　つまり、耳聡みみざといものならもう知っている事なのだろう。

　流石さすがにその死の王が、文字通りの意味だとは──嬉々ききとして話す気もなかったが。

「死の軍勢アーミー・オブ・ダークネス、城塞都市の騒動、迷宮での金稼ぎ……色々とあるよな」

　うむ。まさしく世界の危機だ。そして──それに関係なく、日々の営みに追われる者もいる。

　仲間の《蘇生リザレクション》費用を捻出したいという者もいよう。家族を養いたい者もいよう。

　旨いものを食べ、飲み、遊び、楽に暮らしたいという者だって、いるだろう。

　そのために地下迷宮に踏み込み、財貨だけを手に入れて、地上へ引き上げる。

　それらが君たちの冒険より劣っているかといえば──そんな事は、ない。

　世界を救わんという冒険のためだからといって、踏みつけにして良いはずもないのだ。

　それでは──あの若き魔法戦士らの一党パーティと、何ら変わらないではないか。

　その彼らを弄んだ、あの黒衣の男とも、何一つ変わるまい。

　だからこそ、君にとって蟲人僧侶の言葉は、すとんと胸の内に落ちるものだった。

「どれでも良い。どこに向かっても構わん。多様性だ」

　──それが無くなる事こそが滅びだろうよ、と。彼は言った。

　だが。君はそれを聞いて、あえて難しい顔を作って見せた。腕を組み、唸りさえもした。

　どうやら《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》の奥底に向かうのは、自分たちだけらしいのだ。

「……じゃあ、仕方ねえな」

　蟲人僧侶の顎が、がちりと鳴らされた。君は思うに、きっとそれは彼の笑いなのではないか。

　多様性を保つために自分が赴かねばならない。そういう彼に、君もまた頷きを返す。

　ああ、まったく仕方の無いことだ。

「行きますよ」

　と、不意にぼそりと声が上がったのは、部屋の片隅、本に頭を埋めた従姉からだった。

　彼女は古びた呪文書から目を上げる事もなく、集中しきった様子で、淡々と言うのだ。

「私も行きますから、忘れないように」

　そして、伝える言葉はそれだけ。

　彼女は即座に意識を文字の海に潜らせて、真に力ある言葉の探求を再開する。

　──まあ、言われずとも、だ。

　従姉がこれほどに注力するのが何のためかなど、考えるまでもない話だ。

　故に君はわかったと一言だけ返す。相互の理解は、それで十分なのだ。

「わ、わたくしも……！」

　だから。慌てたように声を上げる女司教の行動も、君にはなんとなくわかった。

　それは迷宮からの帰還で彼女の見せた表情と、口にするのは憚はばかられるが、従姉への信頼だ。

　従姉が自分の事に注力できるのは、女司教が己の意志で立って歩いている証拠なのだから。

「……ゆかねば、なりませんから」

　女司教は、ぎゅっと青い飾帯を握りしめる。大事な友だちの手を握るような仕草で。

　そして一瞬落としたその見えざる視線を、きっと真まっ直すぐに君へと見据える。

「そのために、この街へ来たのです」

　力強く、はっきりと。自分の意志を口にする女司教の姿勢は、まるで揺らいでいない。

　それを疑う理由など何処にもあるまい。彼女は英雄たらんとしているのだから。

　最後に君は、女司教の傍らにしゃがみこんだ女戦士へと目を向けた。

　彼女は樫木の槍を手にして、君を見上げる。

「……うん」と女戦士が頷いた。微かな微笑み。「行こう？」

　なら、と。君は言った。決まりだ。

　この六人で──世界を救いに行くとしよう。
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　そうと決まれば、冒険者の動きというのは早いものだ。

　各々の身支度を整え、消耗品、糧秣りょうまつ、水薬等々の準備を終えるのに一日。

　ついでに君は武具屋の店主に槍の顚末てんまつを伝え、詫わびを入れると共に、湾刀を受け取った。

「良い仕事をしたと思うぜ」

　そう言って差し出された湾刀を、断りを入れてから鞘を払って検あらためる。

　──見事なものだ。

　生まれ変わったわけではない。それは君が迷宮で生死を託した、その愛刀のままだ。

　つまり次の戦いでも、命を託すに足る、それほどの鋭さを保った──良い刀だ。

「勝てるかどうかは使い手次第だ。……だが、あんたにゃ向こうにない点があるぜ」

　ためつすがめつ刃を眺めていた君に、武具屋の店主はそう声をかけた。

　さて、何であろうか。首を傾げると、彼はにやりと歯を見せてこう言った。

「如何な《死の迷宮》の最下層といえど、腕の良い鍛冶師研師とぎしはいまい？」

　違いない。ああ、まったく、その通りだ。

　呵々かかと笑う武具屋の店主に重ねて礼を述べて、君は湾刀を腰に帯びた。

　大小の重みがかかると、君の心は落ち着く──なんというか、しっくりくるのだ。

　かくあるべし、といったところだろう。

　──武器の有無で、技量が下がったりするわけもなかろうに。

　そんな他愛たあいの無いことを考えながら、騒然とした雰囲気の大路を、君は泳ぐように行く。

　宿の前には──皆がいた。

　思い思いに佇み、本を開き、あるいは手持ち無沙汰に壁にもたれて、君を待ちながら。

　はたと君の姿を認めた女戦士が樫木の槍の石突を蹴り上げ、くるりと掌中で一回し。

「もう、遅いよ？」

「準備は、万端です……！」

　ぎゅっと拳こぶしを握り、天秤剣を摑む女司祭。その隣では従姉が「ばっちりです」と胸を張る。

　君が本当だろうかと蟲人僧侶を見ると、彼は無言のまま、触角を揺らして首肯する。

　であれば、行くとしよう。君もまた頷きを返し、一党パーティを率いて、城塞都市へと繰り出す。

　街の賑やかさは、騒々しさをそのままに、雰囲気だけを変えてしまった。

　もはや人々が天気や挨拶のように交わすのは、冒険者の話題ではなく、世界の危機について。

　財貨と共に巡る活気は消え失せ、道端には暗い顔をして俯き、淀んだ目をした避難民が蹲る。

　そうした手合と冒険者の揉め事、怒号、叫び声。耳に届く度、女司教が顔を上げる。

　彼女は後ろ髪を引かれるように幾度となくそちらへ目を向けるが、唇を嚙み締め、前へ進む。

　そうとも。今この時この場にあって、ごろつきだろうと、ゴブリンだろうと、問題ではない。

　世界の危機を救わねば、何もかもが終わってしまうのだから。

　だが──そうは言っても、最後に見るやもしれぬ街の光景がこれというのは、残念なものだ。

　別に、この街の何かが、そう大切だったわけではない。

　思い出といっても、一年にも満たない程度の時間だろう。

　だがそれでも、君たちは毎日のように、この道を通って迷宮に向かっていた。

　そして毎日のように、この道を通って宿へ引き上げていたのだ。

　その積み重なっていった日常が、今、完全に姿を消して、奪い去られてしまった。

　寂しいと思うのは、きっと極々当たり前の事なのだろう。

　何も街路に限っただけの話ではない。

『黄金の騎士』亭の前を通りがかると、そこには円卓や椅子やらで防塁ぼうるいが築かれていた。

　食料やら金貨銀貨やら女やらを求めて、押しかけてくる手合がいたに違いない。

　飲み代がわりに用心棒を引き受けたらしい冒険者が軒先に腰かけ、路行く者に目を光らせる。

　その傍では大して意味もないだろうに、箒を武器のように握りしめた獣人の女給がいる。

　と、君たちの姿を認めた彼女の兎耳が、ひょこりと大きく跳ねるように揺れた。

「これから冒険ですか!?」

　顔なじみとなった君たちを、彼女はどうやら、客としてでなくとも覚えていてくれたらしい。

「おう！」と真っ先に半森人の斥候が応えた。「今日はな、いっちゃん奥まで行くさかいな！」

「わあ！　それは大冒険ですね!!」

　ぽんと音を立てて、女給がその肉球パッドフットを打ち鳴らす。

　そして彼女は完璧な微笑を浮かべて、君たちに向けて大きく手を振って、叫んだ。

「行ってらっしゃい！　終わったら飲みに来てくださいね！」

　準備してますから。そう言ってくれることの意味を、わからぬ君たちではない。

　君は女給へ向けて軽く手を上げて応じて、歩き出す。

　背後では皆がそれぞれ、『黄金の騎士』亭の女給に声をかけるのが聞こえていた。

　足取りは、軽い。

　街外れに口を開ける迷宮の入り口を目指す、いつもの朝の名残だ。

　その一つが、見張りをするように佇む、あの近衛騎士の女性であった。

「お、来たね！」

　彼女はいつも通りの気さくな様子で君にぱっと声をかけるが、その表情に疲労の色は濃い。

　無理もない話だ。

　治安維持に携たずさわる者であれば常に万全の状態を維持し、休息も取るのが常識であろう。

　が、それは後方からの支援があればの話だ。あるいは『可能な限り』の枕詞まくらことばをつけても良い。

　そしてこの状況で城塞都市外からの支援はなく、『可能な限り』の結果が、この有様だ。

　君はご苦労な事だと、皮肉抜きに彼女の勤務を讃え、妹の安否を確かめる言葉を口にした。

「おかげさまでね」

　近衛騎士の頰が、疲れ切った笑みの形に緩んだ。

「ちゃんと帰ってきてよね。きみらが戻って来ないんじゃ、妹にどう説明すれば良いのやらだ」

　とすると、あの小さな娘にも応援され、期待されているという事か。これは責任重大だ。

「そうさ」と近衛騎士は大真面目に言った。「冒険者は全員、そういうものなんだぜ？」

「……がんばります」

　こくこくと、女司教がやはり大真面目に頷き、応じる。

　軍隊を送り込めば良いと、賢しらに言う者がいる。

　もっと安全に稼げば良いのだと、知った風なことを言う者もいる。

　冒険者などというのは愚かな奴らだと、嘲あざける者もいよう。

　だが、しかし、そうではあるまい。

　冒険者だけができる事がある。冒険者にしかできない事がある。冒険者しか知らぬ事がある。

　金を稼ぐためでも、高みを目指すためでも、復讐でも、世界を目指すためでも、変わらない。

　それが、冒険というものだ。


　その上で──……。



　君は迷宮の闇に足を踏み入れる間際、振り返って、そこに広がるものを見た。

　城塞都市から、風が吹いていた。からからと風車の廻る音が耳に届く。君の元まで。

　たとえ暗黒の中で死ぬとしても、見送ってもらえるだけ、死出しでの旅立ちとしては上等だろう。

　冒険者として、これ以上は望むべくもない事だった。
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　地下迷宮の暗闇は、四方世界を覆う混沌とは関係なく、常通りに君たちを迎えてくれた。

　初めて踏み込んだ時の緊張感が懐かしく、今となっては安堵あんどさえ覚えるのだから奇妙だった。

　迷宮に棲すみ着いた、あのみすぼらしい男どもの気持ちも、わからないではなかった。

「では、昇降機へ……」と女司教の言葉が君を現実に引き戻す。「……参りましょう」

　うむ。君は短く頷くと、隊伍たいごを組んだ一党パーティを率いて、あの暗黒領域の奥を目指して歩き出す。

　必要最低限を除いて、会話らしい会話はなかった。

　つい先日通った道をまた辿るだけなのに、異様に長く感じるのはなぜだろう。

　緊張している──当たり前の事だ。良くない傾向だと、君は思う。

　特段、緊張したからといって実力が上がるわけではないのだ。当たり前の話だ。

　常通りに振る舞えずして、どうして本来の力量が発揮できるだろうか。


　君は暗闇の中、何を言うべきか、どう切り出そうかと思案して──……。



「ついたで、大将」

　半森人の斥候の報せで、その機会を逸してしまう。

　目前にはあの時と同様に、中央に縦の線が走った両開きの扉が待ち構えている。

　君は手探りに端子たんしを探り当て、それを強く押し込んだ。扉が開く。

　──行こう。君がそう促すまでもなく、冒険者たちは昇降機へと乗り込んでいく。

　災禍の中心たるあの地下四階へ向かうよう、もう一度端子を押し込み、箱が沈む。

　奈落ならくの底に落ちるような浮遊感。

　数時間──数分、あるいは数日──ぶりに見た仲間たちの顔は、何処か青白いように見える。

　それが、この昇降機の中を照らす、不可思議な魔法の灯りによるものであれば良いのだが。

「……ひゅう、どすん」

　不意に女戦士が小さく囁いた。いつだかと同じ言葉だ。

　君がぎょっとして目を向けると、彼女はくすくすと笑いを転がし、君を流し見ていた。

「なぁに、怖いの？」

　そういう彼女の顔は強張っていたが、君は気づかぬふりをして肩を竦め、当然だと言った。

　気遣わせてしまったのだ。その心を無為むいにしたくはない。何よりも、ありがたかった。

「ま、あン奥に何があっても、ワイらがまっ先に思い知らされる事になるもんなぁ……」

『あら、つまり私達が一番乗りって事じゃないですか！』

　──と、普段なら言うはずの従姉の声が聞こえない。

　君はちらと昇降機の薄暗い箱の灯りの中で彼女の様子を窺うが、真剣に考え込んでいる風。

　彼女が何かを考え込む。その意味がわからぬ君ではない。故に、君は代わってこう述べた。


　つまり、考えようによっては我々が一番乗りという事ではないか──……と。



「てこたァ、宝箱の中身はワイらだけで独占できるってわけやな！」

「もっとも、探索してる暇も無ェからな」

　上滑りするような声で叩かれた半森人の斥候の軽口に、蟲人僧侶ががちりと顎を挟む。

「俺はどっちでも構わねえが……」

　だが、その後に彼が何を言おうとしたのかを、君は知る事はなかった。

　ごとんと鈍く重たい音を伴って、昇降機が止まったからだ。そして、扉が開く。

　現れた光景は──やはり、先日と同様だ。

　一直線の通路。その奥に広がる、祭壇まがいの異様な石段。

　床に刻まれた紋様はどす黒く黒ずみ、それが非幾何学的な線をそこへ結びつけている。

　明らかに魔道の薄明かりが灯ともり、照らし出されたそれこそは。

　迷宮の心臓部、災禍の中心ハート・オブ・メイルシュトルムだ。

　そして──床にうず高く積もった灰と、主を失って放り出された武具の数々。

　君たちが此処で引き下がったあの時から、何一つとして変わっていなかった。


「…………ッ！」



　真っ先に飛び出したのは、君の目の前で金の髪をなびかせた少女だった。

　昇降機の中でも沈黙を保っていた女司教は、誰よりも早く駆け出し、玄室の中で跪ひざまずく。

　君は彼女に声をかけるべきか否か迷い、足を一歩踏み出したところで、

「大丈夫よ」

　と、女戦士の繰り出した樫木の槍の柄が君の足を阻んだ。

　彼女は言葉ほどの軽さを持たない真剣な面持ちで、女司教の背を見つめ、ぽつりとつぶやく。

「──ね？」

「……はい」

　こくりと頷いて、女司教がそうっと立ち上がった。

　彼女は床中に散らばった灰──かつての友を踏まぬよう、細心の注意を払っていた。

　天秤剣を支えとして立った彼女は、眼帯に覆われた瞳を、まっすぐに奥の扉へと向けていた。

「わたくしは」と女司教が、やはり小さな声で言った。「……行かねばなりませんから」

　君もまた、そこを見据える。

　黒衣の男が飛び込んだ暗黒は、改めて注視すると、どうやらやはり昇降機のようであった。

　両開きの扉の奥には棺コフィンめいた箱があり、君たちを待ち受けている。

　──棺桶か。

　君は脳裏のうりに過よぎった言葉に、知らず苦笑を浮かべていた。

　この奥には死が待ち受けている。その前に棺桶に入るのでは、順序が逆ではないか。

　そんな君の耳元で、女戦士が吐息を漏らすように囁いた。

「ひゅう、どすん」

　流石に三度目ではな。今度は女戦士が肩を竦め、そっぽを向く番であった。

　君は彼女の肩を軽く叩き、皆を見回してから、言った。

　──行こう。

　昇降機の扉を潜り、端子を探る。四、五、六、七、八、そして九。

　君は仲間たちが乗り込んだのを確かめた後、力強く九の端子を押し込んだ。


　そしてまた、君たちは深い奈落の奥底へと堕おちていく──────……。
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　──とはいえ。

　決意して踏み込み、降り立った地下九階は、拍子抜けするほど変わらぬ迷宮の様相であった。

　輪郭線だけで構築された世界は、君たちの左右の扉と、曲がりくねった通路を描いている。

　ただ、それだけだ。薄暗く、けれどほのかに明るく、妖気ようきが漂い──寒々しささえも同じ。

　君にとって馴染み深い、地下迷宮に変わりはないのだ。

　それが少しばかり、心を落ち着かせてくれる。

「いきなり某なにがしか飛び出してくるってェ事は無いようだな」

　君の肩越し、というには高い位置から顎を突き出した、蟲人僧侶がひとりごちた。

　彼は手に蛮刀を抜いており、既に十分用心している様子が窺える。

　が、ここは一番、斥候に索敵を頼むべきであろう。君は半森人の斥候の肩を叩いた。

「うえ、ワイか!?」

「それがお仕事でしょう？」

　ふふ。女戦士に微笑まれ、斥候は「おおっと……！」と呻き、そろそろと昇降機から降りる。

　一歩踏みしめた床は、どうやら沈んだり、吹き飛んだりといった事もないらしかった。

　彼はそのまま静かに数歩先へ進むと、問題ないというように此方へ手を振った。

「……床にゃ何もあらへんが、向こうになんぞあっで」

「何かって、なぁに？」女戦士が、樫木の槍を構えた。「……怪物かな？」

　ゴブリンだのスライムだのの類でなければ良い。

　君が大真面目に言うのに女戦士が視線をくれたが、すぐに彼女は前を見返す。

　そう、君は普段の軽口とは異なり、真剣にそう思っていたからだ。

　無駄に消耗するのは避けたい。仲間二人が怯えるような相手は、願い下げだ。

「……此処が最下層とは思えません」

　かりかりと羊皮紙に地図をしたためていた女司教が、その手を止めて言った。

「いずれにせよ、前に往かねば……」

　無論だ。

　君は湾刀の目釘を検め、皆の装備を確認すると、ゆっくりと地下九階へ足を踏み出した。

　たとえ玄室でなくとも、徘徊する怪物と遭遇する事は十分に有り得る。

　そして目前、半森人の斥候が見つけた何かが、怪物や罠である可能性は高いように思えた。

　此処は名にし負う、悪名高き《死の迷宮》最下層、その手前なのだ。

　近づくにつれ、君はその正体不明の何かが、壁に張り付いた白いものである事を認めた。

　だが──それは、あまりにもおぞましい光景であった。

　襤褸ぼろのように成り果てた装備を貼り付けた、生白い女の半身。

　壁に埋うずまっているのは、まさにそうとしかいえぬ、冒険者の成れの果てであった。

　薄汚れ、傷つき、しかしそれでもその肌には血が通い、微かな温もりさえ感じ取れる。

　ひくり、ひくりと震えているあたり、まだ息はあるのだ。恐ろしい事に、それは生きていた。


　まだしも彼女一人だけであれば、いや、それさえも異様な光景ではあったろうが──……。



　一人では、無い。

　腕が突き出ている者もいた。足だけ。あるいは頭髪のみ。顔が半分だけの者もいた。

　そのいずれもが冒険者であり、そのいずれもが、石壁の中に塗り込められている。

「い、」と女戦士の声が上擦った。「きてるの……？　この、子たち……？」

「……体は」

　女司教が曖昧な口調で応えた。そう、体は生きている。では心は。魂は、どうか。

　生きたまま、身動きを封じられ、五感も閉ざされ、閉じ込められ、どれほどになるのだろう。

　怪物どもに弄ばれたか、それすらもされなかったのか。君にはわかりかねた。

　だがいずれにせよ──石の中にいるのだ。

　その心は砕け、その灯火は潰ついえて火のない灰となり、その魂は失われたに違いない。

　たとえこの壁を掘って救助したところで、それは彼ら彼女らを助ける事にはなるまい。

　この冒険者たちの冒険は、ここで終わってしまったのだから。

「……次元が歪ゆがんでいます」

　答えをくれたのは、今の今まで、一言も口を利かず黙考していた、君の従姉であった。

「四階の、あの部屋を見てからずっと、考えて、調べていたんですが……」

　彼女は痛ましさと恐れ、そして好奇心の綯ない交まぜになった瞳で、石の中の冒険者を見やる。

　確かに、そうだ。今までの探索の最中、夢魔サキュバスと遭遇した辺りからであったろうか。

　夢の中に息づく異次元の生物でも、物質界にて形を為なすほど強力な個体が姿を現している。


　君は単にそれを迷宮の深部に進んでいるからだとばかり思っていたが──……。



　あの地下四階の祭壇こそがこの迷宮の心臓部であるならば、なるほど。

　従姉が何らかの情報を、そこから摑み取っていたとしても不思議ではなかった。

「《転移ゲート》の罠の噂。失われた禁呪。ですが引っかかった人の話は、聞いたことがありません」


　道理で──……。そんな従姉の呟きは、虚空こくうに飲み込まれて、消えていく。



　こうなってしまえば、語る口すらもない。

　唐突に冒険者の一党パーティが消えた。跡形もなく。痕跡も遺さずに。

　故に噂が広がる。《転移》の罠。では吹き飛ばされて、行き着く先は何処なのか。

　──此処、か。

　君は短剣を握ったまま突き出された腕を、何となしに見ながら呟いた。

　女の腕だろうか。それとも森人エルフならば男でもこのような細腕か。君にはわからない。

　君たちが今この場で全滅したとて、次に訪れた冒険者も、そのように思うだろう。

　もはや、ただの屍しかばねだ。返事もない。

「気をつけてください。何が出てくるか、わかりませんよ」

　君は従姉に頷きかけると、一度呼吸を整えた後、号令を下した。

　地下九階からその先へ進む、階段なり昇降機なりを見出すためにも、奥へ進まねばならない。

　自分と女戦士、半森人の斥候を前に。従姉と女司教、蟲人の僧侶を後列に。

　そうして君たち一党パーティは隊伍を組んで、《死の迷宮》の奥に向かって歩き出す。

　曲がりくねった通路を突き進み、最奥の扉を蹴破り、玄室へと飛び込む。

　気配は無い。敵影も無し。さらに奥の扉を見出し、前へ、前へ。

　だがしかし、君は真剣に「次元が歪んでいる」という言葉の意味を考えるべきであった。

　君たちは自分が何処に踏み込んだのかを、身を持って思い知る事になる。

　玄室の中にそびえ立つ巨影。

　青黒いそれは、皮膚ひふはなく、強靭きょうじんな筋繊維きんせんいの束をそのまま人の形にしたかのような異形だ。

　いや、決してそれは人を模したものではない。彼らにとって、殺戮に都合の良い形なだけだ。

　捻じくれた角。巨大な爪。鋭い牙。爛々らんらんと燃える瞳。感情の無い殺意だけの視線。

　忌まわしき臭気と冷気を纏ったそれは、決して君たちの次元にいて良い存在ではない。

「グ……上位魔神グレーターデーモン……!?」

　群れを為したその脅威を前にして、従姉の唇から悲鳴にも似た声が漏れる。

　そう、もはや此処は人界ではない。

　──絶命異次元デッドスペースだ。
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「ＧＵＲＲＲＲＲＲ……！」

　巨大な怪物が、君たちを値踏みするように見下ろしている。

　その瞳には明らかに知性の光があり、しかし人には理解不可能な理性の色が燃えている。

　魔神。人と異なる次元から現世へと顕現けんげんする、四方世界でも最も危険な怪物の一つ。

　そもそも生きている法則が違うのだ。相互理解などできようはずもない。

　いや、一つだけ、君たち冒険者と魔神どもとで、通じ合っている事はあった。

　出会った以上──殺さなければ、殺される。

「何匹、いるの……!?」

「わっからへん！」女戦士、半森人の斥候が続けて叫ぶ。「闇ン中、うようよおっで……！」

「気をつけて、他にもまだ何かいます……！」

　女司教の警告の前半はいわずもがな、後半は重要な点であった。

　君は湾刀の柄つかに唾つばをくれて掌に馴染ませつつ、ず、と摺り足になって玄室の脅威に対峙する。

　青黒い魔神どもは、君からすれば巨人の如ごとくだ。

　聳そびえ立つ威容いようは、そのまま彼我ひがの技量差を物語っているように思えてならない。

　無論、君とて上位魔神の事は知っている。

　誰もがその名を知っている恐るべき魔神──名ありの魔神アークデーモンには、届かない。

　さりとて、決して劣っているわけではない。つまるところ、冒険者と同じだ。

　世に知られるほどの武勲ぶくんを未だあげてはいない、いずれ上げるであろう、英雄候補生。

　そこに実力の差は無い。ただ単に、機に恵まれていないだけ。


　というのは、なるほど確かに決定的な違いなのかもしれなかったが────……。



「奴ら、仲間を呼ぶはずだ！」

　蟲人僧侶が背後から君に向けて顎を鳴らす。仲間。なるほど。厄介だ。

「何にせよ、早々に片付けねぇと面倒だぞ……！」

　君が応と叫ぶのと、敵が動き出すのがほぼ同時であった。

「ＳＨＵＵＵＵＵＵＵ……!!」

　それは魔神ではなかった。魔神の足元から飛びかかってくる、正体不明の存在。

　君の振り抜いた湾刀は、怪物の鋭い爪先を切り飛ばし、その頭蓋ずがいへと刃を食い込ませる。

　すぱんと柔い手応えと共に頭骨と脳髄のうずいとを断ち切った刃に、絡みつくのは──灰。

　君へと襲いかかった怪物は、勢いそのままにその身を灰に変え、ばさりと兜上から降り注そそぐ。

　最後に君の足元に尖った犬歯が転がり落ちて弾み、灰となって崩れ去った。


　────吸血鬼ヴァンパイア!!



「いえ、まだそこまで至っておりません！　夜鬼ナイトストーカーです!!」

「《解呪ディスペル》──いや、魔神どもの術を封じるか？　どっちでも良いぞ！」

　後列からの聖職者たちの具申ぐしんに任せると一声吠えて、君は戦いの中へと飛び込んでいく。

「ＤＡＥＭＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮＮＮ……ッ!!!!」

　前衛たる君たちの役目は後衛に敵を寄せ付けない事だが、君が相対するのは上位魔神だ。

　見上げるような巨体を前には攻めあぐねるばかりだが、脛すねの一つも斬りつけてやろう。

　わらわらと這い出てくる夜鬼どもが厄介だが、この巨体を後ろへ送るわけにはいくまい。


　何より────……。



「そぉ、れ……ッ!!」

　鉄靴の立てる音も軽快に、亡者どもの群れめがけて樫木の槍を打ち揮ふるう女戦士がいる。

　祝福されしその槍は一人でに踊るように穂先を閃ひらめかせ、片端から夜鬼を貫くではないか！

「あはッ！」久方ぶりに聞いた、彼女の快活な笑い声。「これ、すっごぉい……！」

「ほなら、叩くンは姐さんに任せてワイは引っ搔き回した方がええな！」

　斥候の両手で蝶ちょうの短剣が閃き、夜鬼どもの攻撃を受け流していく。

　彼は時折拳や蹴りを打ち込んで敵の姿勢を崩しながら、夜鬼の群れを翻弄ほんろうしていく。

　その姿を横目に見てはいたものの、君とて目前の敵から意識を逸いっしたりするはずもない。

　君は湾刀を両手で握りしめて間合いを測り、此処ぞとばかりに踏み込み、剣を揮う。

　だが身体能力に任せるしかない君に対し、それに勝る魔神は慢心せず、同じ戦場を選ばない。

「ＤＥＥＥＥＥＥＥＶＩＬＬＬ……ッ!!!!」

　異界に棲まう者どもが呼吸するように行使するのは、恐るべき魔導、呪術の類だ。

　君がまず感じたのは、全身をずたずたに切り刻まれたかのような鋭い痛み。

　吠えた魔神が突き出した掌より、刃のように研ぎ澄まされた冷気と氷雪が襲いかかる。

　雹ひょうに霰あられが礫つぶてのように君を打ち据え、凍える寒さは見る間に君から命の熱を奪い去る。

　耳が甲高く鳴って音が消え、世界が暗く窄すぼまる中、それでも君は湾刀を握りしめ離さない。

　なぜならば、君の一党パーティにも魔導に長けた者はいるからだ。


「……ッ！　《ムーシカ音色……コンキリオ接続……テルプシコラ舞踏》!!」



　歌うような囀さえずるような詠唱と共に、上位魔神の両足が一人でに馬鹿歩くシリーウォーク。

《舞踏ダンス》の術。通った！　従姉が快哉かいさいの笑みを浮かべる。以心伝心。この機を逃す君ではない。

　わずかに緩んだ吹雪ふぶきの狭間を君は駆け抜け、力強く地面を蹴って飛び上がる。

　猿ましらの如く虚空に躍り上がった君の狙いは、もはや脛などではない。

　どのような怪物であれ、首を刎ねられれば死ぬものだ──首があるのならば。

　裂帛れっぱくの気合と共に君の振り下ろした湾刀は、まず上位魔神の肩口を浅く断つ。

　そして青黒い血飛沫ちしぶきが上がる中、落下しつつ切り返しに振り上げた刃が、喉のど首を裂いた。

「ＤＡＡＡＡＡＡＡＡＡＥＭＭＭＭＯＯＯＮＮＮ……!?!? 」

　断末魔の叫びを上げ、どうと轟音ごうおんを伴って崩れ落ちる巨影。まずひとつ。

　──まずひとつ！

　上位魔神を相手取ってこの言い草だ。君は自身の技量の熟達ぶりに、苦笑を禁じえない。


「やるぅ……ッ！」



　女戦士が口笛を吹きながら、踊るように足を運んで樫木の槍を繰り出した。

　その穂先が主に従う猟犬のように牙を突き立てたのは、夜鬼──ではない。

　黒装束を纏う覆面の男、尖った頭巾の忍びの者──忍頭マスターニンジャだ！

　かつて対峙した虎面の者どもを上回る、蟷螂かまきりのような動きで首を刎ねる強者どもだ。

　そのような者が戦いの最中、迷宮の薄暗がりから迫っていたとは、ぞっとしない。

　君は女戦士が背を預かってくれる事に感謝をいだきながら、続く魔神どもと対峙する。


　と──……。



「ＤＡＥＭＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮＮＮ……ッ!!!!」

　業ごうを煮やした上位魔神どもは、その巨木に似た腕を突き出し、再度の吹雪を浴びせてきた。

　その致死的な冷気の源は、異次元の第九層、嘆きの川の源にあると聞く。

　永久の氷河には、千年前に世界を襲った忌むべき邪神、恐怖の王が封じられているのだ。


　とすれば、これも次元が歪められているというその証左しょうさであろうか──……。




「ひっ、ぐ……うぅ……ッ!?」



　玄室を氷で閉ざさんとするその吹雪は、当然、後列にさえも牙を剝く。

　女司教の押し殺した悲鳴に君は魔神へと斬り掛かるが、強靭な筋骨に刃を弾かれてしまう。

　先程は運が良かった？　いや、従姉の支援があればこそだ。

　その従姉は今、次なる術に集中している。であれば、時を稼ぐ。やるべき事は同じだ。

　第一、あの娘は君が思っているほどにか弱き乙女おとめでもあるまい。

「た、ぁッ!!」

「ＯＵＵＲＧＧＧＲＥＲＲＲ!?」

　可愛らしい声に似つかわしくない打撃音。唸りを上げる天秤剣の鎖の音だ。

　寒さに歯を震わせ、砕けかけた膝に力を込めて、彼女は夜鬼に致命の一撃を加えていた。

　打ち砕かれた頭蓋から血と脳漿のうしょうをぶちまけた夜鬼は灰と化し、吹雪に紛れて消え失せる。

　その身に降りかかる灰を、見えないが故にか嫌悪の表情で、女司教は払い除けた。

　女戦士が忍びの者から槍穂を引き抜きつつ、ちらりと振り返って声を上げた。

「ごめんなさぁい、一匹抜かれちゃったぁっ！」

「大丈夫、ですわ！」

　前列三人で抑え込むには、いささか敵が多いものだ。こればかりは致し方ない。

　君は魔神は受け持つとして皆に対処を指示し、再度、その巨体へと刃を叩きつける。

　筋肉繊維の束が切り裂かれ、青黒い異界の血を滴らせながらも、吹雪の勢いは衰えない。

　いや、魔神とて気が逸れるはずだ。それで良いのだ。君は一人で戦っているわけではない。

「《つるぎの君よ、見るべきを見、語るべきを語る者に、守りの加護を！》」

　──そら来た！

　女司教が青ざめた唇で唱え上げた祈りは、正しく天上の神々に届き、君たちの命を救う。

　神聖なる守りの帳とばりは吹雪の寒さを遮って、君は悴かじかむ手に力を込めて狙いを定める。

　一度、二度。繰り返し、繰り返し、君は魔神の巨腕へと刃を振るい、傷を刻んでいく。

　先のような会心の一撃クリティカルヒットなぞ、狙う必要はない。

　掠かすり傷とて、積み重ねていけば集中力ヒットポイントは磨り減り、致命的な隙ができる。


「皆様、今、回復を──……！」



「いえ、それよりもまず相手の術を封じてください！　二発目が来たら危ないです！」

「合わせるぞ！　デーモンといえど、呪文を封じられれば弱体化するはずだ！」

「お願い致しますッ!!」

　そして、その隙を作り出すのは君でなくても良い。でなくば、何のための一党パーティであろう！

　君たちが体を張って敵を食い止めている中で、後列の皆もまた必死になって戦っているのだ。

「《巡り巡りて風なる我が神、我らが道行きのお喋りを、どうぞ御内密に》！」

「《汝らに、黙秘の光あれかしライト・トゥ・リメイン・サイレント》！」

　清涼な風、陽の光の如き神気フレアが玄室を満たし、魔神どもの瞳が見開かれる。

　息を吸うが如くに魔導を練る怪物どもから、その呪力を奪い去るのはどれほどの困難か。

　真に力ある言葉を多少なり齧かじった君にも、それが想像を絶する難易度なのは察しがつく。

　それを君の一党パーティの二人の聖職者は、いともたやすくやってのけたのだ。

　そして、君の仲間はその二人だけでは決して無い。


「────!?」



「っしゃあ！　もろたァッ!!」

　軽快な叫びと共に、色のついた風が玄室の床を滑るように走り抜けた。

　半森人の両手に握られているのは、蝶の羽のように閃く二振りの短刀。

　それがちか、ちかと二度瞬くと、青い血が流星の尾の如く長く伸びていく。

　途端、二体の魔神が大きく傾いだ。君が最初に狙った、両足の腱けんを断ち切られたのだ。

「遅い、わよぉ!!」

　女戦士がその機を逃さぬとばかり、そのしなやかな肢体したいを弓のように引き絞って跳ねた。

　はたして呪文が封じられ、体が崩れた魔神どもに、彼女の美貌びぼうを見る余裕があっただろうか。

　言葉を奪われた魔神どもを嘲笑うかのように、樫木の槍がひょうと風切音を歌い上げる。

　その音色ねいろは致命的一撃クリティカルヒットとなって、魔神の心臓を貫き通した。


「──!?　────!?」



「あははっ。何言ってるのか、わからないですよ？」

　噴水の如く吹き上がる青黒い血は、微笑を浮かべた女戦士の細面に届かない。

　彼女は鉄靴で魔神の胸板を蹴って下がり、その蹴りがとどめであるかのように魔神が崩れる。

　残り、一つ。

　君はすかさず、滑るように最後の魔神へと体を送り、その間合いを詰めた。

　先程まで幾度となく刃を揮って傷を刻んでいったのは、何も無為な攻撃ではない。

　君は確かに筋すじを見極めていた。異界の魔物とて、骨肉の造りは変わらぬらしい。

　愛刀が導くその筋道を通すように、君は刃を立てて、するりと腕を振り抜いた。

　低い踏み込みから風に吹き上がる野火のように切り上げ、その柄に手を添えてぐるりと捻る。

　反転した刃を勢いそのまま、さらに一歩踏み込んで、君は大きく振り下ろした。

　ず、と。手応えを覚える。巻藁まきわらを断つが如しだ。魔神の腕が二つ、肘先から飛ぶ。

　狙い定めてするりと引けば、その刃は肉も骨も断ち切ってのけるものだ。


「─────!?」



　途端、魔神は声もなく喉を震わせながら、その中途半端な両腕を大きく振り回した。

　見境みさかいなく暴れまわるかのようなその動きは稚拙ちせつだが、その巨体が脅威へと暴力を変換する。

　君は腕に叩き潰され、あるいは足に潰されぬよう距離を取り、油断なく湾刀を構え直した。


　恐るべき魔神が知性なき怪物が如き振る舞いをするわけもない。何かある。何が──……。



「仲間を呼ぶ気です！」

　はたと顔を上げた女司教が、その鋭敏な感覚で何を捉えたか、鋭い声で訴えた。

　彼女の判断を疑う理由は君には何一つとてない。

　彼女ほどの力量を持つ聖職者を君は二人しか知らず、呪文使いも二人しか知らない。

　その一人である蟲人僧侶は油断なく顎を鳴らし、従姉は短杖を構えて、真剣な眼差し。

　──次元の歪みか。

　君にはそれを察知できるわけではない。が、異界から仲間を呼ばれては、事だ。

「どうする。どうせ始末するんだ、増やしてから狩るか？　どっちでも良いぞ！」

「増えっと面倒やさかい、やってもうた方がええぞ！」

　やろう！　君の決断は早く、それを受けての従姉の動きもまた迅速じんそくであった。

　一党パーティの呪的資源リソースの管理を一手に担う彼女は、短杖を振り上げて、叫ぶ。

「あわせてください！」

「はいっ！」

　女司教が応じて天秤剣を掲げる。立て続けに三度の呪文行使だ。消耗は著しいだろう。

　君は素早く従姉に目配せをする。彼女の頷き。君は躊躇なく、片手に呪印を結んだ。

　唱えるべき真に力ある言葉は、ただ三つ。

「《ウェントス風》！」

「《ルーメン光》！」

　──《リベロ解放》！

　次の瞬間、疾風しっぷうと共に解き放たれた光と熱とが、重ねて玄室を塗り潰した。

　魔界の核デーモン・コアから引き出された、圧倒的な原初の威力に他ならない。

　万物の根源たる力に抗えるのは、蜥蜴人リザードマンが伝承に語る黒き鱗の嵐呼ぶものくらいであろう。

　魔神が、夜鬼が、あるいは闇に潜む怪物が、どんなに抗おうとそれは全くの無駄に終わる。

　氷雪が溶けて消え去るように、怪物どもは悲鳴も上げられず塵芥ちりあくたと成り果て、消失ロストする。
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　後にはただ、じりじりと皮膚を焼き焦がす余熱ばかりが、吹き抜けた風に乗って漂うばかり。

　玄室の中に怪物がいた痕跡は、いつの間にか現れた宝箱しか残らない。

　君は爆音の残響が耳から抜けるまで油断せずに身構え、痛いほどの静寂に、やっと息を吐く。

　湾刀に血振りをくれながら、仲間たちの様子を確認する。いつも通りの君の習慣だ。

「ま、グレーターデーモンならざっとこんなもんやろ」

「呪文さえなければ、多いのは数ばっかりだものねぇ」

　半森人の斥候は軽やかな、しかし油断ない動作で宝箱に向かい、女戦士が笑いを転がす。

　猫めいた表情で黒髪を搔き上げる仕草は、半ば強がりだとしても、怪我を隠すためではない。

　いつも通りの自分であろうとする、立ち上がるための装いだ。問題はないだろう。

「どのくらいまで来ましたか？　地図を見たいのですけれど」

「あ、はいっ。わたくし地図がまだ途中なので……少々お待ちを」

　そして女司教の様子は、従姉がこまめに確認してくれている。ありがたい限りだ。

　慌てて鞄を開けた女司教は、直前にしまい込んだ羊皮紙を手綴てとじにした帳面を取り出す。

　まったくの手探りで、踏み込んだこの玄室の地形を描き込むのだから、見事なものだ。

「縦に二つ、横に二つ、と……」

「隠し扉があるかもしれん。後で探すぞ」

「ええ。《聖光ホーリーライト》を準備しませんと……」

　だが、些いささか気負っている部分があるやもしれぬ。

　蟲人僧侶が頭上から覗き込んで言うのに、雛鳥がするように女司教はこくこくと頷く。

　しかし、彼女は先の戦いの中で立て続けに二度、三度と術を行使しているのだ。

　従姉が「ふむん」と呟くのと、女司教の作業が終わるのがほぼ同時。

「どうぞ。もう九階の中ほどまでは来ていると思いますわ」

「ありがとう」

　差し出された地図を受け取った従姉は、とことこと君の方めがけて駆けてくる。

　半ば──とはいえ、探索もまだ始めたばかりだ。

　予想通り、従姉が嬉々として掲げて差し出した地図も、埋まっているのは右下ばかり。

　だが今までの迷宮の様相を思えば、縦に進んだのは半分と言えなくもあるまい。

　どうです？　得意げな表情と裏腹に、従姉の瞳は真剣そのものだ。

　だから君は、これだからはとこはと、これ見よがしにため息を吐く。

「私のほうがお姉ちゃんなんですよ!?」

　彼女がぷりぷりと大げさに怒るのにあわせて君はにやりと笑ると、女司教へ顎をしゃくった。

　壁際で、安堵するように薄い胸を撫で下ろして息を吐くあの娘には、若干の疲労が見られた。

　君の耳にも「ほぅ」という微かな吐息が届いた。その後の呟きは、聞こえなかったが。

　──小休止を取った方が良いだろうな。

「ええ」とはとこは、訳知り顔で頷いた。「たいへんな戦いでしたものね！」

　だがしかし、そのような余裕がこの地下迷宮で与えられる事は、稀まれなのだ。

　君たちが荷物の中から聖水を取り出して陣を敷く、その瀬戸際で。


　─────がたぴしぴたん。がたぴしぴたん。



　金属板を大地に叩きつける異様な音が、通路の奥から君たちへと迫っていた。
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　それは道化師が奏でる、不可思議で胡散臭うさんくさい楽器のような音色であった。

　そして音の源たる存在もまた、同様に奇きっ怪かいな──奇妙な動物に他ならぬ。

　がちゃがちゃというけたたましい音を伴って現れたそれは、巨大な鋼鉄の箱だ。

　それが騎士の鎧の板札が擦れるような音を立てて、奇妙な蛇腹じゃばらの足を動かして蠢いている。

　一見して馬車か戦車チャリオットかといった風だが、馬を伴っているはずもない。

　何より迷宮を徘徊する以上、それは紛れもなく生きて、動く、怪物に他ならないのだ。

「な、」と上擦った声を漏らしたのは、半森人の斥候だった。「んや、あれ……ッ」

　君たちはとっさの事とはいえ、迅速な動きでもって玄室の片隅に身を潜め、息を殺していた。

　戦いの直後だ。得体の知れぬものに不意打ちを受けてはたまらぬ。

　そう判断しての行動だったが、間違いではなかった。君とて、斥候と気持ちは同じなのだ。

　──あれは、何だ。

「わかりません……」

　ふるふると、恐怖に上擦りそうな声を抑えて、女司教が囁く。

　彼女の五感では迫りくる何かが脅威であるとわかっても、それ以上は難しいのだろう。

「わたくしには、なんとも……」

　怯えた様子の彼女に、君は小鬼ではないと、冗句にもならない事を呟く。

　女司教の顔に、やや強張ってはいるも笑みが見えた。「はい」という頷き。ひとまずは良し。

「最近、本を読んでただろう。何か載ってなかったのか」

「魔神の生態について詳しく知っている者なんて、魔神くらいのものでしょうから……」

　その一方で、蟲人僧侶と従姉とが、顔を突き合わせて相手の情報を探っている。

　従姉が先達て手に入れ愛読している異国の呪文書には、様々な記述があったものだが……。

　さて、悪鬼羅刹あっきらせつについてはどうであったろうか。そうでなくとも、従姉は博識はくしきだとはいえ。

　──いや、待て。今、何と言った。

「……ただ、ええ、そうです」君の疑問に、従姉はこくりと頷いた。「あれは、魔神です」

　なんとも、はや。君は呻くように呟き、一度は鞘に納めた湾刀に手をかけた。

　この世のものではないとは思ったが、あのような異形も、魔神の領域には徘徊しているのか。

「どうする、殺るか？」

　蟲人僧侶が常通り、淡々とした口調で君に向けて顎を鳴らす。どちらでも構わないと。

「……ん、別に戦う必要はないんじゃないかなぁ？」

　対して、女戦士の蠱惑こわく的な囁き、転がすような笑い声が耳元をくすぐる。

　君はふと、いつだか戦った夢魔のそれを思い出した。何故だろう。ああ、いや、違う。

　ちらりと横目で窺った女戦士の細面に、怯えの色はない。いつも通りの、猫めいた表情。


「だって、迷宮の一番奥底へ行くんでしょ？　無駄に戦ってる必要、なくないかなぁ……って」



　それが意識してのものか、自然なものかは、君にも判断はつかなかった。

　だが、あえてそうした振る舞いをしてくれるのは、彼女の常の姿勢だ。ありがたい事だ。

　一つの意見しか持ち得ぬ集団は、危うい。当たり前のことだ。

　君は腕を組み、思案し、異様な音を立てて玄室を徘徊する鋼鉄の悪魔へと目を送る。


　あれはどうやって周囲を知覚しているのやら──……。



「さあて……目があンのか、耳があンのか……」

　半森人の斥候は、腕を組んで唸った。

　卓越した斥候となった彼でも、さすがに無貌の怪物の知覚をくぐり抜けるには、思案がいる。

「顔っぽいもん、あらへんからな」

「臭いかもしれませんよ！」

「そんなら、ワイらは全員、とっくに見つかっとるわな」

　従姉の発言に「冴えてるなあ」と笑った斥候は、頷きを一つして言った。

「つまり、隠れてしゃべくってるワイらを見つけられへんって事や。油断はでけへんけど」

　なるほど。君は斥候の分析に礼を述べ、用心しいしい、魔神の様子を探り続ける。

　何を考えているのか──については、棲まう次元が違う以上、考えるだけ無意味だ。

　玄室をうろついている。そこに敵がいる。その上で、相手がどう動くのか……。

　君は無言のままに湾刀の鞘を探り、仕込んである小柄を抜き取った。

「なぁに、急所でも突くつもり？」

　ひょいと肩越しに君の手元を覗き込んだ女戦士が、くすくすと囀る。

　まさか、と君は口元を緩めた。屋内闘争用の微々たる短刀術の心得でもあれば良かったが。

　君はその小柄を猫科の猛獣めいた手付きで握りしめ、あらぬ方めがけてひょうと投じた。

　小さい刃は玄室の暗闇を貫いて、彼方の輪郭線ワイヤフレームに当たってかつんと弾む。

　途端、鋼鉄の悪魔が動いた。

　ぐるんと首──であろう、おそらくは──を巡らせると、そこに生えた角が唸りを上げた。

　いや、角と思ったのは、君の誤りだ。それはおそらく魔法の杖か何かであったのだろう。

　それは爆音を轟かせると共に、猛烈な勢いで炎を噴き上げたのだから。


「────────!?」



　耳をつんざくような衝撃音に、たまらず女戦士が耳を塞ぎ、押し殺した悲鳴を上げる。

　君とて兜の内側にガンガン響くこれには敵わない。顔をしかめ、蹲るほどだ。

　仲間たちはといえば似たりよったりだが、蟲人僧侶だけはそう大して動じていないらしい。

　爆発が轟く度にゆらゆらと触角が揺れるばかりで、君はそれを少しばかり羨ましく思った。

「ただの炎の息吹ブレス──ってわけじゃあ、ないようだな」

「なん、ですって……？」

　と、顎を鳴らした発言に、くらくらと頭を揺らしながら従姉が疑問符を上げる。

　たぶん本当に声が聞こえていないのだろう。

　鋼鉄の魔神による攻勢が終わった後、もうもうと立ち込める粉塵ふんじんの中で、君は呻く。

　なにしろもう何の音もしていないはずなのに、耳の中できぃんと甲高い音が鳴っているのだ。

　まったく、敵かなわない。なんてえ奴だ！

「あれは呪弾の類だろうよ」

　君がさてどうしたものかと唸っている横で、同じく触角を尖らせていた蟲人僧侶が呟く。

「毒か、麻痺か……あるいは石化かもしれんがな。呪弾を雨あられと浴びせてるに違いないぜ」

「どっちにしろ、あたったら一巻の終わりやないかい」

　半森人の斥候はそう言って肩を竦めるが、無理も無い。

　相手が音、そして目（何が見えているかはともかく）を使っているからと言って、あれでは。

「呪弾、奇妙な音、息吹、奇妙な足音……」

　だが女司教にとっては違ったらしい。

　逆に視覚に惑わされない彼女は、唇に細い指先を当ててぶつぶつと考え込み、やがて言った。

「地獄の道化……ではないでしょうか？」

「あー……言われてみれば！」

　はたと膝を打った従姉がうんうんと頷くが、さて、此方としてはわからない。

　そのような魔神の類がいるのかと君が問えば「まー、記述は少ないんですけども」とくる。

「道化の楽器みたいな音色と共にやってくる、得体の知れない魔神って書いてありましたね」

　そんな存在と出会えたのなら興味深くはあるが、何も怪物辞典モンスターマニュアル編纂へんさんの為に来たわけではない。

　今の君たちが知りたいのは、あの怪物をどうやれば殺せるかという、その一点だけだ。

「ううーん……言った通り、あんまり出会った人がいないんで、文献もあんまり……」

　従姉は難しい顔をして考え込んでしまうが、君はしかし、焦ることもなく彼女の答えを待つ。

　なに、正体不明、曖昧模糊もことしたものではないという事がわかっただけでもありがたい。

　あの怪物と相対して生き延びた者が、いないわけではないのだ。

　記述データがあるのであれば、殺す事だって可能だろう。

　ややあって、ぐりぐりと眉間とこめかみを押しやった従姉が、自信なさげに此方を見た。

「……見た目はみせかけで、本体は舌だとか、中に詰まってる粘菌スライムだとか……？」


「うえぇぇ……」



　女戦士が顔をしかめた。あるいは泣きそうな顔をした。どちらにせよ情けない声だった。

　君は苦笑して彼女の背を軽く叩いてやり、あの鎧を引っ剝がせばどうにかなる、と結論する。

　あの恐るべき呪弾を搔い潜り、また遭遇する事を恐れて探索するのは、現実的ではない。

　──あの鋼鉄の悪魔を叩いて、砕く。

　地下十階を目指す為に何をするべきかは、明白だった。

「つまり、あの邪魔者フラックをどうにかせんとならんわけやな」

　きゅらきゅらと奇怪な旋律を伴い徘徊する怪物へ、半森人の斥候は鋭い目を向ける。

　いや、彼が俯瞰ふかんしているのは戦場となりうる玄室であろう。

　どうにかして接敵したいものだと、君は呟く。

　あの鎧だか殻だかを引っ剝がさねば、勝機は無い。

　呪文で鎧の上から蒸し焼きにするというのは、あまり期待できないだろう。

　となれば──遮蔽しゃへい物の類が必要となる。

　湾刀や槍を担いで、真正面から突撃してどうにかなるとは思えなんだ。


「ですが、あの呪弾ですよ。わたくしの《聖壁プロテクション》でも防げるかどうか──……」



　それでも皆に頼まれれば躊躇なく奇跡を行使するだろう、女司教の健気な声。

　それにぱちくりと半森人の斥候はまばたきをして、親指でもって玄室を指差した。

「あるやろ、壁」

「え……？」

　彼女の見えざる瞳では、すぐにそれと判別できなかったのも仕方あるまい。

　君たちの体を覆い隠しているもの。そして玄室に築き上げられた壁。斥候の親指の向いた先。

　それは──上位魔神どもの、いやになるほど巨大な死骸しがいであった。
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　爆音が轟き、煙が吹き上がる。衝撃と熱が風に乗って襲いかかる中を、君はひた走る。

　頭上から降り注ぐ砲火が炸裂さくれつする度、横たわる魔神の死体が弾け、血肉が飛び散る。


「うええ、グレーターデーモンの内臓……ッ！」



　もろに臓物ぞうもつを頭から浴びた女戦士が悲鳴を上げるが、直撃弾よりマシなので堪えて欲しい。

　それにしても恐るべきは鋼鉄の悪魔、地獄の道化、その呪弾の威力だ。

　君があれほどまでに手こずった魔神の外皮を、いともたやすく吹き飛ばしてのけるのだから。

　──まったく、あの金剛石の騎士は、王都へ向かうほうが大変な口ぶりであったが。

《死の迷宮》の最奥に挑む以上の冒険があるものか。これでまた九階なのだぞ。

　だがそれでも分厚い肉の壁は、かの怪物の息吹ブレスを遮るには十分すぎる。

　滑り込んだ死体の陰で、君は息を切らせて駆けてきた女戦士を迎え、二人で身を屈める。

　途端、轟音と共に衝撃が魔神の死体を大きく揺さぶった。

「どうやるの、あれぇ……」

　女戦士の声が情けないのは、青黒い体液を頭から浴びてしまったせいだろう。

　君は後で手拭いを貸してやろうと思いつつ、そうだな、と真面目ぶって思案する。

　あの鋼鉄の鎧めいた外殻がいかくだ。生半なまなかな一撃では通じるはずもない。

　となれば隙間を突くのが常法だろう。

　上等な板金鎧ならば関節部も蛇腹で覆われているが、あれはまあ、魔界の怪物だ。

　何にしても、女司教は休ませてやらねばなるまいし、他の呪文も節約しておきたい。

　となれば──と君は女戦士に語りながら算段をまとめ、結論を下した。

　やはり、緑竜グリーンドラゴンの時と同じやり方だろうな。

「りょーかい……ふふっ」

　不意に女戦士の唇から、思わずといった風に笑い声が零れ落ちた。

　君が驚いて彼女の方を見ると、女戦士の透き通るような瞳と視線が交わる。

「ううん」と彼女は黒髪を揺らして、言った。「なんだか、楽しいなって」

　それだけ。短い囁きと甘い髪の香りを残して、彼女の鉄靴が床を蹴って駆けていく。

　残された君は、呆気に取られてその背を見送り──そして笑った。

　やはり、こういうほうが向いている。

　やるべき事は変わらぬわけだ。《死の迷宮》の最奥に挑む。そのための冒険だ。

　こればかりは、金剛石の騎士にも譲ってはやれぬ。

　今頃は王都で苦労しているか、それとも軍を立てて魑魅魍魎ちみもうりょうどもを迎え撃っているか。

　いずれにせよ、ざまあみろといったところだ。後で悔しがるが良いさ。

「おう、大将！　どないすんねや!!」

　砲撃の合間を縫って聞こえてきたのは半森人の斥候の叫び声だ。

　隠形おんぎょうに専念している彼の姿は、影一つとして君の目の届くところにはない。

　この砲火ならば、敵とても音で此方を見つけられないだろうと踏んでの連絡だろう。

　君は呪弾の着弾音に負けぬ大音声で引っ搔き回すよう伝え、降り注ぐ血肉に兜を押さえた。

　後列の面々の姿は、此処からは確認できない。が、まあ大丈夫であろう。

　従姉と蟲人僧侶の二人がいるのだ。女司教が無理をしようとしても、制止できるはず。

　それに──そう、まだ九階。まだ九階だ。十階、そして黒衣の男が奥に控えている。

　此処で消耗は避けたいのも、女司教を労いたわる以上に、君の本音だ。


　と──……そこまで考えて、君は再び口元が緩むのを覚えた。



　後先の事を考えているとは、随分と余裕ではあるまいか。

　うん。──やはり、このほうが良い。

　君はいっそ気楽な気持ちでもって、湾刀を握り、魔神の死体の陰から飛び出した。


「───────！」



　鉄の悪魔の首がぐるりと巡り、呪術の唸りを上げる角、いやさ杖が射線を変えていく。

　あの怪物はどうやら首を一回転する事さえできるようだが、呪弾を放つのは杖からのみ。

　とすれば三方から迫れば、一時に全滅されるという事は無いようだった。

「──!!」

　甲高い金切り音と共に、高い塔の如き頭に生えた杖ブームスティックが爆発する。

　これを咄嗟とっさに飛び退ける──などという事はできない。

　なにせ光か音か、少なくともそのどちらかが届いたときには足元が吹き飛ぶのだ。

　故に君が取るのは先の先。相手が動く限り先んじて此方も動く。動き続ける。それしかない。

　舐めるように迫る炎の舌から転げ回って逃げ惑う様を、後衛の皆はどう見ているだろう？


　従姉はハラハラしているだろうが、女司教には見えぬだろう。蟲人僧侶は──……。



　──当たっても当たらずとも、どちらでも構わない、か。

　そんなところだろう。君は益体やくたいもない事を考えながら、玄室の床に手をついて身を起こす。

　立ち止まっている暇は無い。それは相手に狙い定める猶予ゆうよを与える事になる。それは否だ。

　君は地面に叩きつけられた鞠まりのように跳ね跳んで、湾刀を担いで走る、走る。

　なに、別に考えもなく逃げ惑っているわけではない。

　相手が君に狙いを定めているのは、それだけで、君にとってありがたい事なのだ。

「おらぁ、どうやあ!!」

　その隙に、飛びかかった半森人の斥候が、怪物の足へと蝶の短刀を振り抜いている。

　蛇の腹もかくやといった奇怪な足だが、足に変わりはない。ぶつりと筋が裂け、胴が傾く。

　足搔あがく足がぎりぎりと床を引っ搔いて嫌に甲高い音を立てるそれは、致命的な空白だ。


「─────!?」



　当然、そこを見逃すような女戦士ではない。

「そぉれ……!!」

　鉄靴の音も軽快に、女戦士の体は舞い踊るように砲火を潜って跳躍する。

　その手に握られた樫木の槍は地下の暗黒の中でも神々しく輝き、怪物の殻へと突き刺さった。


「──── ！？！？！？」



「あはッ！」と女戦士が唇を舐める。「あなたにも痛いって、あるんだぁ？」

　小柄ながらも体重をかけ、槍をてこのようにして外殻を隙間から引き剝がしにかかる。

　べきべき、みちみち。それが鋼鉄の破断する音か、皮の裂かれる音なのかは、わからない。

　だがしかし、鋼鉄の魔神にとって明らかに痛痒つうようである事は間違いないらしかった。


　────故に、君は走る。



　玄室の床を蹴り、上位魔神の死体を足掛かりに、君は跳ぶ。

　鎧具足の重み、継戦による消耗、しかしそれを上回るのが師より授かった猿飛の術理だ。

　空を駆けた君の左手は呪印を結び、君の口からは真に力ある言葉が紡がれる。

　重ねる呪文は、ただ三つ。

《カリブンクルス火石》、《クレスクント成長》、《ヤクタ投射》。

　指先に灯った鬼火をひょうと投じると、それは青白い尾を引いて魔神の傷口へ飛び込む。


　と──……。




「！？！？！？！？！？！？！？！！！？！？！？」



　どずんと腹に響くような轟音と共に、魔神の体中から黒煙がぶすぶすと噴き上げた。

「きゃ、あ!?」

　しかし女戦士が思わず悲鳴を上げたのは、そんな事が原因ではあるまい。

　彼女の目の前、炎に巻かれる魔神の傷口から何か赤黒いものが飛び出したからだ。

　ぶよぶよと肥え太った粘菌──いや、何か得体の知れぬ生き物の舌のように蠢うごめく何か。

　それは女戦士の顔目掛けて跳ね跳び、彼女が悲鳴を上げて身を屈めると、その向こうへ。

「あかん、逃げる気や……！」

　その舌が何かなどという事を知らずとも、その意図は明白だ。

　斥候の警句けいくに君は振り返るが、玄室は広く、距離は遠い。

　魔物の舌は踊りくねるようにして玄室を這い進み、そして通路へと跳躍。

「《アラーネア蜘蛛……ファキオ生成……リガートゥル束縛》!!」

　そして唱え上げられた旋律によって束縛され、白い粘液に絡み取られて地に落ちた。

「魔神に直接呪文が効きづらくとも、間接呪文なら関係ありませんものね！」

　ふんすと鼻息も荒く短杖を突きつけ、豊満な胸を反らして勝ち誇る従姉。

　いや、彼女は背に女司教を守るようにして仁王立っているのだ。

　まったく、見事なものだった。

　──と、口に出しては言うまいが。

　それでも安堵の気持ちは顔に滲んでいたのだろう。ふふん、と。得意げな笑いが聞こえた。

「ま、何にせよだ」

　蜘蛛糸の塊となって蠢く魔神の舌を、蟲人僧侶が無慈悲に見下ろして顎を鳴らす。

「こいつで終しまいだろう？」

　そして蛮刀が叩きつけられ──まさしく、それで終いだった。
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　小休止を取るのは、自然な流れだった。

　聖水を用いて陣を描いて怪物を退け、思い思いの場所、思い思いの姿勢で息を吐く。

　迷宮、玄室の只中とはいえ、延々と探索を続けるわけにもいかない。必要な事だ。

　──こうして、迷宮の中で休憩するのも、もう何度目だろうか。

　地下一階を初めて訪れた時は、どうだったか。

　思えばあの日から繰り返し繰り返し、この迷宮に挑んできたものだが……。

　そんな事を考えながら君が向かったのは、玄室の片隅にしゃがみこんだ半森人の斥候の所だ。

　彼はいつの間にか現れた宝箱の前に身を屈め、七つ道具を駆使して開封作業を行っている。

　危険だから離れていろとは言われたが、作業中、傍で控えているのもいつもの事だ。

「なんや、魔法の武具でも出て来ないか気になんのか？」

　君が傍らに立つと、半森人の斥候がちらりと視線を此方に向けるのがわかった。

「こないなところで聖なる鎧だの聖騎士の外套だのなんだの、手に入れてもしゃーないやろ」

　だが生きて帰れば高く売れるぞ。君の言葉に斥候は「それはそう」と、にたにた笑った。

　我々の一党パーティにとっては、まあ不要な武具だが、もしやすると湾刀の類が出るやもしれぬ。

　君の冗句とも本気ともつかぬ言葉に、斥候は「せやな」と頷いた後、ぽつりと呟いた。

「しっかし夢みたいやなぁ」

　ほう。君は息を吐く。彼が自分の心境を吐露するのも、なかなかに珍しい。

　いつだって一党パーティの皆を気遣って、あれやこれやと気を回してくれていたのが彼だ。

　君は腕を組んで壁にもたれながら、斥候の言葉を聞く姿勢を取った。

　話したいならば、話せば良い。聞くのが自分の務めだと、君はそう思う。

「単なる食い詰めた斥候や、ワイはな。冒険者崩れみてえなもんつーか、崩れかけっつーか」

　一歩間違えば仕掛人ランナー。かちゃかちゃと解錠道具を動かしながら、彼は言う。

　実際の所、君はこの斥候の技量をよく知っている。仕掛人となっても、上手くやれたろう。

「やあ、そうはいかんのや。どーにもあれこれやって一党パーティも入ったけど、わやになってもうた」

　苦笑交じりに、半森人の斥候は肩を竦めた。かちゃりと、また錠前の中で音が鳴る。

　それで終いには魔術師を怒らせて木の上か。君は彼との出会いを思い返して、笑った。

　呪文書を盗った盗らないで虫寄せの術をかけられ、蜂にたかられて木の上に登っていた男。

　君と従姉が城塞都市を目指す道すがら、通りがかったら助けを求められたものだったか。

「それが《死の迷宮》の最下層やて。まったく、信じられんわ」

　その前に死ぬかもしれんな。君が言うと、「おおっと」と斥候は呻いて見せる。

　そしてもう一度金属音が響くと、ごとりと音がして宝箱の蓋が外れ、中身が顕あらわになる。

　金貨、財宝、武具。なかなかの収穫になるだろう。

「生きて戻って、こいつ鑑定してもらわな」

　半森人の斥候は、女司教の方をちらと見て呟く。君は頷き、彼の肩を叩いた。

　そのためにも、彼奴の素っ首を叩き落として貰わんと困る、と。

「あんま期待せんといてや」
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　にやっと半森人の斥候は、歯を見せて笑った。鮫のような笑みだった。

　君は彼が財貨を頭陀袋ずたぶくろへ詰め込むのに任せ、自分自身の休息を取るために腰を下ろした。

　──我々は。

　君は考える。我々は、神に選ばれたわけでも、何某なにがしかのさだめを背負わされたわけでもない。

　女戦士は樫木の槍に祝福を授かったが、これをして「神に選ばれた」と言うのは愚かだろう。

　あれを施してくれたのは、交易神の修道女だ。

　そして彼女の言を借りるならば、有形無形の支援をもたらしてくれたのは、あらゆる全てだ。

　それに繫がったのは──何も君たちが特別であったわけでは、ない。

　君たちは、ただの冒険者だ。他の者と何一つ違いはない。城塞都市を訪れた時点では。

　ただの戦士。

　その従姉。

　食い詰めた斥候。

　英雄たれと育てられた少女。

　納税のために身売りした娘。

　己が信仰を尊ぶ異郷の僧侶。

　それだけだ。

　そんな六人だけが、今、地下迷宮の九階に降り立っている。

　小鬼に怯え、粘菌に怯え、追剝どもとやりあい、忍びの者に首を刎ねられ、他の冒険者と争い。

　そして今、《死の迷宮》に君臨くんりんするあの黒衣の男の喉元に迫っている。

　奇妙で、愉快なことだ。

　世界の危機なぞ、君の頭の中ではさほどの意味を持っていないというのに。

　──まったく、金剛石の騎士には悪いが。

　君は湾刀を抱いてわずかに微睡まどろみながら、そんな事を思い、口元を緩めた。
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　──そろそろ行こう。

　やや、あって。

　君は立ち上がり、具足の留め具を締め直しながら、君は一党パーティの皆に声をかけた。

　時間の感覚は曖昧だが、金剛石の騎士らもそろそろ始めている頃であろう。

　湾刀の刃を検め、柄の具合を確かめて、ぱちりと鍔を鳴らして鞘に納める。

　迷宮の瘴気しょうきも、冷たい石畳も、輪郭線の圧迫感も、今となっては馴染み深い。

　この最中にあって気を休める事ができるのも、君自身が熟達した証左なのやもしれぬ。

　そしてそれは他の皆も同様だろう。

　座り込み、休息を取っていた仲間たちも君の言葉に従って立ち上がり、準備を始めている。

「大丈夫ですか？」

「……ええ、平気ですわ」

　ぼんやりとした風であった女司教のもとに、従姉がとことこと駆け寄って、声をかけている。

「何かあったら言ってね。あの子ったらほんとに女の子の事に気が回らないんだもの」

　はいはい。はとこはとこ。君は聞こえる諫言かんげんを適当に受け流しながら、蟲人僧侶へ向かう。

　そっちの塩梅あんばいはどうであろうか。行軍に際しての意見は、全員から聞いておきたいものだが。

「なんにせよ、進むか戻るかは決めないとならんぞ。昇降機はそう離れちゃいない」

　彼は低く唸るようにそう言うと、地図をがさがさと音を立てて広げた。

　休憩中に女司教から預かったものだろう。製図に関して、この蟲人は一党パーティ随一の技量持ちだ。

　その彼が鋭い爪先で地図の上をなぞり、とんとんと現在位置を叩いて言った。

「行程的には中間だ。地下十階へ行くか、帰還するか。俺はどっちでも構わんぞ」

「なるべく術節約して進んどるから、まあまだ余裕はあるやろ」

　ひょいと横合いから半森人の斥候が地図を覗き込み、軽い口調で言う。

　もっとも彼は呪文使いではない。一党パーティの面々の呪的資源リソースを把握してるのは従姉だ。

　故に彼がもっともらしい事を言うのは、皆への気遣いという側面が大きいだろう。

「つーても術と体力気力は別やさかいな。バテちゃどもこもならんし、見極めどこやで」

「あらぁ、もう疲れちゃったのぉ？」

　そして、女戦士がにこにこと猫めいた笑みと共に混ぜっ返す。

　今となっては、彼女のこの姿勢の裏にあるものだって、読み解けるものだ。

　君がちらりと彼女に目配せを送ると、女戦士は艶やかに片目を瞑ってみせた。

「そんなんじゃ、ダメねぇ。女の子に嫌われちゃうわよぉ？」

「うっせぇわ」

　軽く槍の石突で半森人の斥候を小突き、斥候がその茶々入れにやり返す。

　その最中に、女戦士は「ねぇ？」と女司教に声をかけるのも忘れない。

　度々たびたび寺院に赴いていた二人だ。君の気づかぬ間に、すっかり仲良くなってしまった。

　それを微笑ましく思えながら、君は女司教へ、きみはどうだと問いかけた。

「えっ？」

　不意に声をかけられて、女司教がはっと顔を上げて君を見た。

　眼帯で覆われていなければ、ぱちくりと目を瞬かせていた事だろう。

「え、っと……」

　彼女は戸惑い、躊躇うように、もじもじとしてすぐに応えなかった。

　それを君は苛立つこともなく、彼女の気持ちが整うのを辛抱強く待つ。

　当たり前の事だ、と思う。

　誰しもが同じように、似たような事を言って、君に賛同するわけもない。

　この六人、全員が全員、違うのだ。考えも、出自も、職業も、何もかも。

「……そうですわね。次は無いかもしれませんもの」

　だから君は、彼女の言葉を聞く必要があった。

　そして彼女もまた、此処までの冒険を経て、自分の気持をしっかりと言えるようになった。

「わたくしは決着を、つけに行きたいですわ」

　それはきっと、彼女が最初から、自分の内側に秘めていた強さに他ならない。

　様々なものが覆い被さって隠されてしまっただけで、表に出てきた事を、素直に嬉しく思う。

　──ならば行こう。

　故に君も、はっきりと言葉に乗せて、決断を下す。

　一党パーティの面々は顔を見合わせ、揃って頷いてくれた。

「このまま敵の頭と決戦か。面白ぇ。腕が鳴る」

「へっへっへっへ、魔神王なんぞワイにかかりゃあ、ちょろぱっぱよ！」

「じゃあ、勝てなかったら貴方のせいねぇ」

「おおっと……」

「大丈夫ですよ。皆さんのことは頼りにしてますもん」

　従姉の言い草ときたら。従姉にも働いてもらわねば困る。

　君は苦笑交じりにそう言って、ゆっくりと迷宮の最奥に向けて歩き出した。

　この先に何が待ち受けているのか、知る由よしもない。

　──いや。

　ある意味では、明白だ。

　怪物がいて、財宝があり、迷宮が広がって、その奥に黒衣の男がいる。

　今までと何も変わらない。であれば、やるべきことも変わらない。

　何人が生き残るかはわからない。この戦いでどれほどの傷を負うかわからない。

　──だが。

　構うものか。

　疑問を抱かず、君は進む。君たちは進む。


　────それが、冒険者というものだ。
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　地下十階への道筋は、階段ではなく、深淵しんえんへと通ずる一つの穿孔せんこうであった。

　九階の最奥さいおうから地底の奥底までを貫くその暗闇を、君きみは覗き込む。

　──風がない。

　暗黒を見通せぬのは当然としても、闇の底で胎動たいどうする大気の流れすら感じられない。

　人の赴おもむく場ではない──そう思ってしまうのは、何とも今更な話ではあったのだが。

　──存外に昇降機から近かったな。

　結局えらい遠回りをしてしまった事を、君は意図してぼやいて見せた。

「この地下迷宮作ったやつァ、根性が腐っとるんやな」

　それを受けて半森人ハーフエルフの斥候スカウトが、大げさな態度で首を振る。くすり、と。女司教ビショップが微笑んだ。

「四階、五階のときと違って、隠されている領域……というものはないように思います」

　彼女は穏やかな口調で、迷宮の壁に手をついて、そっとその石壁を撫なでた。

　数多あまたの冒険者が埋め込められ、手や、足や、体の一部、惨むごたらしい末路を見せつける壁だ。

　その奥に、迷宮の秘密があるわけもない。この壁はただの、冒険者の墓場に過ぎないのだ。

「なので……地下十階に赴くなら、やはりこの縦穴かな、と……」

「やだなぁ……」

　女戦士が露骨に顔をしかめて、樫木の槍の石突で穴の縁をつつき、ちらと君を見やった。

「下に棘とげとか生えてるんじゃないの？」

　当て擦こすりか、心配か、その両方か。君はまあ何とかなるだろうと言いつつ、穴を覗き込む。

「罠なら、もっと往来の多い場所に設置するだろうよ」

　多分底はあるぜと、蟲人ミュルミドン僧侶が触角を揺らして、顎あごを鳴らした。

「むしろ帰り道がねえってことのほうが問題じゃねえかな」

「それなら大丈夫じゃあないかしら？」

　相も変わらず難しい表情のまま、ひょこりと穴を覗く仕草しぐさはそのままに、従姉いとこが言う。

　君は彼女が落ちぬようそっと背後に回っていつでも襟元を摑つかめるようにし、先を促した。

　その心は、何か。


「だってほら。あの人、地上に来ていたわけですし──……」



　黒衣の男か。

　言われてみれば、その通りだ。

　あの男が意気揚々と行き来できていた以上、地下十階に赴く術も、地上に戻る術もある。


　少なくとも──……君は従姉の言葉を継ぎ、あの日の光景を思い返しながら、言った。



　──少なくとも、奴が昇降機に飛び込んだ以上、地下九階までの道のりは正しいはずだ。

　つまり、この階層、この領域に、地下十階に向かう方法があると見て良いだろう。


　例えば、このこれ見よがしに穿うがたれた穴だとか──……。



「そこまで見越しての罠じゃあなければだけどね？」

　女戦士が、意地悪く混ぜっ返す。だが、ありがたいことだ。警戒、疑念、臆病おくびょうさは、必要だ。

　君は頷き、半森人の斥候と、女司教を顎でしゃくって促した。

　知覚に最も長けた者と、視覚に惑わされぬ者。蟲人僧侶も、触角があるとはいえ……。


「…………異様な、気配はあるように思いますわ」



　しばしじっと穴に耳を澄ませていた女司教が、訥々とつとつと呟いた。

「ただの落とし穴でしたら、こうはならない、ような……。そう、思います」

「まー、罠やったらもうちょい隠しとくもんやと、ワイも思うで」

　用心深く穴の周囲をくまなく調べていた半森人の斥候が、そう結論づけて立ち上がる。

　彼はくまなくこの九階を調べて回ったのだ。

　一箇所あった開かぬ扉も、強引にこじ開けてみれば向こう側は壁。

　となると、もはやこの穴の下にしか道は通じていないという事になる。

「もっとも、降りるんに縄の長さが足りるかっちゅう問題はあっけど……」

「《落下スロウダウン》の術がありますから、それでゆっくり降りましょう」

　そして残る問題も、従姉の提言があれば解決する。


　となれば──……。



「つまり、今日が奴の命日というわけだ」

　蟲人僧侶が、顎をガチりと鳴らして言った。「面白い」と。

　君は最後に、一同の顔を見回した。皆、君の顔を見ていた。気持ちと、答えは、一緒だろう。

　──十階か。

　君は感慨深く呟くと、従姉に頼むと告げて、暗黒の深淵の中へ身を躍らせた。

「《テッラ地……セメル一時……レウィス軽減》……！」

　従姉の真言が追いかけてきて、ふわりと体が心地よい浮遊感に包まれる。


　闇の中を、ただ落ちていく。それは無限とも言える時間を要しそうなものだったが──……。



「ね、上は見ないでよね？」

　女戦士の軽口。次々飛び込む仲間の声。「きゃあ」という悲鳴は女司教か、従姉の方か。

　──何にせよ、そう退屈はしないで済みそうであった。
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「……なんや、そう代わり映えはせえへんな」

　まさしく、半森人の斥候が言う通りであった。

　君たちが降り立ったのは薄暗く狭苦しい、相変わらずの地下迷宮、その通路だ。

　輪郭線ワイヤフレームのみが浮かび上がるのも変わらず、唯一の違いといえば、ぽつんと佇たたずむ一枚の石碑だ。

　そこには金色の板が打ち付けられ、古い言葉で文字が刻み込まれている。

『汝は死』。

　──《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》。

　つまり、此処ここがそうなのだ。本来、そう呼ばれるべき場所。


　君は四方を見回し、さてどちらに進もうかと、迷宮の暗黒の中に足を踏み出し──……。



「……気をつけて！」

　従姉の発した鋭い声に、ぎくりと身を強張こわばらせた。

　そうっと足を元の位置に戻して振り返れば、従姉の顔は、青白く、血の気が失せている。

「次元が、歪ゆがんでます。上の階よりも、もっとひどい……」

　彼女は寒さに怯えるように肩を抱いて身を震わせると、君を見上げ、乾いた声で言う。

「迂闊うかつに踏み込んだら、どこに飛ばされるか、わかんないですよこれ……」

「どう歩けば良いのよ、それじゃあ」

　女戦士が、わずかに震えた、今にも泣き出しそうな声を漏らした。

「……あんなになっちゃうのは、やぁよ……」

　彼女が何を考えているのかは、君とてもわかる。地下九階、壁に埋うずまった冒険者たち。

　ああして未来永劫弄もてあそばれ、迷宮の慰み者となるのは、誰だって御免だ。

　君は女戦士の肩を叩いて落ち着かせてやりながら、歪みとやらは見えないのかと問うた。

　従姉は難しい様子で、はしたなくも親指の爪を嚙むようにしながら、空間を睨にらみつける。

「渦うずのようになっている、気はするんだけど……」

「……たぶん、左へ」

　答えをもたらしたのは、女司教であった。

　彼女はついとその細く長い指先を伸ばして、迷宮の通路、その左側の分岐を指し示した。

「こう……」と、その手の動きが、くるりと虚空こくうに弧を描く。

「渦の流れが、左から右へ通っているように感じますの。だから……」

　歪ゆがみの中、左側を進んでいけば、自ずから渦の中心に辿り着ける、か。

　そして渦の中心に何があるか、何がいるかは、明白だ。

　──黒衣の男。

「なら決まりだ」

　木槌きづちよろしく、蟲人僧侶が顎を鳴らして言い切った。

「左の道しかねえ。斥候に調べてもらいながらだ」

「ワイがいきなり吹っ飛んだら、墓くらいは建てて欲しいもんやけどな」

　なら財宝を此方こちらに預けてもらわねば。君が言うと「おおっと」という笑い声。

「だって、持ち逃げされたら嫌だもん」

　ねえ？　なんて女戦士もこれに同調し、君はまったくだ、とそれに応じる。

　そして、自分たちの言葉に確信が持てぬままの従姉と女司教を、君は見た。

　──此処まできて、仲間の言葉を疑ってはどうしようもあるまい。

　君が戦闘で一手しくじれば全滅するのを皆が許容してくれているのと、同じ事だ。

　二人の判断が誤っていて、全滅するのであれば、それはそれだ。

　何も気にすることはない。

　だから君は斥候に続き、決断的な足取りで左側の通路を進む。

　──何も、起きない。

　ふむん。

　君はわざとらしくため息を吐いて、行くぞ、と、何度目かになる号令をかけた。

　がちゃがちゃと君の具足の音に続いて、皆の足音が背中を追いかけてくる。

「あいつが」と女戦士の尖った声。「いなかったらどうするの？」

「向こうが呼びつけたんや。営業時間でも書いとけって文句つけちゃる」

　女戦士と半森人の斥候のやり取りに耳を傾けながら、君はちらと背後を窺うかがった。

　蟲人僧侶に背を守られながら、従姉と女司教が顔を見合わせて、くすくすと笑っている。

　──何の問題も無い。

　これで死ぬならば、死ぬ時が来た。それだけの話だ。

　君は一切迷いなく、地下十階最初の玄室げんしつの扉を、力強く蹴破ったのだった。
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　──地下十階の探索において、長々と述べ立てることは無い。

　毒気を撒き散らす巨人。恐るべき吸血鬼ヴァンパイアの群れ。火龍に、霜の巨人。

　行く手を遮る怪物どもの数々を、君は、君たちは蹴散らして、さらに奥へ突き進む。

　刃がうなり、槍穂が貫き、短剣が閃ひらめき、呪術が繰り出され、怪物の死骸しがいが後に遺のこる。

　玄室を突き抜ければ次元の歪ゆがみがあり、そこに飛び込んで、次の玄室へと向かう。

　侵入し、戦い、殺し、次へ進む。侵入し、戦い、殺し、次へ進む。

　今自分が何処どこにいるのかさえもあやふやになるが、やるべき事は明白だ。

　もはや君たちはこの四方しほう世界において、最上位の冒険者としての領域に至っている。

　君たちで進めぬのであれば、誰一人としてこの迷宮を踏破することはできないだろう。

　君たちの行く手を遮る事ができる物があるとすれば、それはただ一つ。

　──死だけだ。
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　──やがて。

　君たちは、その扉の前にたどり着いた。たどり着いて、しまった。

　聳そびえ立つのは、今までの玄室と同じ、ただの重厚な扉に過ぎない。

　だがしかし、その扉を見上げた君には──ある確信があった。

　──いずれにせよ、此処が冒険の終わりだ。

　息を吸い、息を吐く。皆を見回す。皆が頷く。

　この期ごに及んで、もはや覚悟を決める必要も、確認する必要もなかった。

　ただ仲間たちの装備を、自分の装備を、検あらため、準備を整える時だけが必要だった。

　集中力ＨＰは維持できている。術も残っている。武具に乱れはなく、問題も無い。

　何より、ここで怖気づいた所で、戻る道は残されていないのだ。

　背後を振り返ったところで、そこにはただ、どこにも繫がらぬ通路があるばかり。

　君はゆくかと呟いた。仲間たちがゆこうと応えた。それ以上は、無い。

　君が力強く扉を蹴破り、冒険者たちは雪崩なだれをうって玄室へと飛び込んでいく。

　その薄暗い玄室に──やはり、他の玄室との違いは、ない。

　伽藍がらんとした、殺風景な部屋。輪郭線だけが浮かび上がる、正方形の石室だ。

　──これが《死》の中枢ちゅうすうなのだろうか？

　それならばまだ、あの地下四階の祭壇の方が相応しいように思えた。

　だがしかし、此処が迷宮の最深部である事を示す証拠もまた、たしかにあった。

　玉座だ。

　玄室の奥に据え付けられた豪奢ごうしゃな玉座に、蹲うずくまるような黒い影が、一つ。

　それはむくむくと膨れ上がるように起き上がり、人の形となって君の前に立ち上がる。

　──黒衣の男だ。


「いやァ──……見事、見事」



　ぱん、ぱん、と。気の抜けたような、乾いた拍手の音が響く。

　影の落ちた男の顔には、心底関心したような笑みが浮かんでいた。神経に障さわる笑みだった。

「実際に期待はしていたけれどもね。此処まで来れた冒険者は、そうはいないからなァ」

「迷宮の主ダンジョンマスター……」と一瞬震えた声を、女司教は奮い立たせた。「……何者、ですか！」

　それは詰問というよりも、単なる確認に過ぎなかった。

　この北の最果てより《死》を撒き散らしている、何者か。全ての元凶。最大の敵。

　だが、女司教にはそれを問う理由があった。樫木の槍を携たずさえる、女戦士にも。

　この迷宮で誰かを喪うしなった者であれば、問わねばならぬ事だ。
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「不死の魔術師、あるいは、魔神の王！　あなたは何を企んで、こんな────……」



　それを、聞いて。

　黒衣の男は、ふつふつと嗤わらった。

「やつは死んだよ」

　一言であった。

　なんでも無い事のように平然と言ってのけて、男は肩を竦すくめる。

　傍かたわらで、女戦士の槍穂の先が、震えた。

「な、にを……！」

「私が殺した。いやさ、私達かな？　まあ、どっちでも同じことだけどねえ……」

　あれは実に面白かった。

　黒衣の男はゆらりと携えた右手の赤い刃で肩を叩きながら、己が顎を撫でて、ひとりごちる。

　それはさながら、幾日か前に食べた夕食の旨うまさを、思い返すが如しだった。

「あれが何だったのかは、知らない。だから、すまないねェ。聞かれても、答えられないんだ」

　先に倒してしまって申し訳ないね、なんて。

　まるで黒衣の男は、それが本当に悪いことをしたとでも言うような。

「だったら、何故この迷宮の次元は歪んだままなのですか！」

　信じられないと。恐れ慄おののきながらも、女司教は一歩も引かず、声を張り上げる。

「ああして他の冒険者を、犠牲にしてまで、何を……！」

「おいおい、勘違いしないでくれたまえよ。世界を滅ぼそうとか、そんな誤解をされちゃ困る」

　君は女司教と黒衣の男とのやり取りの最中、そっと仲間たちに目を送った。

　真っ先に従姉が応じ、短杖を片手にすっと横にずれて、射線の確保に掛かる。皆が、続いた。

　冒険者らは玄室に突入した際の態勢から、徐々に徐々に、各々おのおのの位置を探るように動き出す。

　短杖を握り意識を高め、蛮刀を片手に聖印を結ぶ。槍を構え、短剣を構え、距離を詰める。

　君もまた、じり、じり、と。摺すり足で間合いを測る。踏み込み、切り伏せる。一太刀。

「ここは良ィ──い、ところだね」

　それには、まだ遠い。

　黒衣の男は道端で会った知人と世間話をするように、ゆるり、ゆらり、気軽に動く。

　その捉えどころのない動きから、君はどうにか隙を見出すべく、目を凝こらす。

「冒険者も死ぬ、怪物も死ぬ、全部此処に集まる。力になる……」

《死》。

『そもそもさ。伝説に語られる白金等級なんかは、もう人の理ことわりから外れかけた存在だろ？』

『それでこの迷宮は、地下にある。地下になにがあるかといえば──そりゃあ《死》だよね』

『では地下に潜り、そこで生死の端境はざかいを駆け抜けて、地上に戻るって事は……さ』

『《死》と再誕の繰り返しじゃない？』

《死》は力だ。

　冒険者が怪物を殺し、怪物が冒険者を殺し、生還する。理を外れていく。


　その力を、《死》を、この男が手にしたとして────……。



「私がやった事と言えば、ちょっと宝箱を用意してやるくらいのもんさ」

「……屁理屈……！」

　あとは冒険者が勝手に死んだだけ。黒衣の男に、女戦士が唾つばをそうするように吐き捨てた。

　それを黒衣の男は「ひどいなぁ」と、からから哂わらって、ゆるく肩を竦すくめてみせる。

「全ては骰子サイコロ次第。神々の投じる。なら、勝つためにあらゆる事を積み上げる。当然だろ？」

「あかんわ、大将。耳ィ貸しても意味あらへんで。こいつ」

「なんでも構わん」蟲人僧侶が半森人の斥候に、顎を鳴らした。「ただの鳴き声だと思え」

　君は、じり、と。ほんの少し間合いを詰める。


　あの時は斬れなかった。今はどうだ。斬れるのか。いや────……。



　赤い刃が、ゆらりと君の方を向いた。

「どうでも良い事じゃあないか。結局、つまりさ。殺して、強くなって、殺して、勝つの」

　黒衣の男は、言うのだ。君に対して。君に向けて。そう、君だとて。


「────楽しかっただろう？」



　──斬る。
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　君の瞼まぶたを撫でて赤い刃が走り、遅れて「ひょう」と風が鳴く。音よりも速い。

　迷宮の石畳半分。僅わずかそれだけの摺すり足が君の命を救った。

　君はすかさず踏み込み様に下段から湾刀わんとうを擦り上げ、斜めに斬撃を繰り出す。

　きぃんと甲高い音がして、掌中に鈍い痺しびれ。刀が弾はじかれる。苛立いらだたしいほどに遅い。

　柄つかを手繰たぐって君は愛刀を肩へ担かつぐように引き戻す。追撃は来ない。

　薄闇うすやみの中、白々しいほどの笑みが浮かび上がった。君は笑われている。笑わせておけ。

「ほらぁ、こっちよぉ……!!」

　横合いから槍の穂先ほさきが繰り出される。声のたおやかさにそぐわない鋭さ。女戦士。

　もはや君と彼女の連携に言葉は不要。

　しかし、だからといって通じるわけではない。

「ぅ、あっ!?」

　またしても赤光が闇やみを切り裂き、遅れて剣戟音けんげきおん。火花と共に槍が外される。

　ぐるりと赤い刃が軌跡を伴って円を描く。大上段。彼女の顔が強こわばる。否いな。


「おおっとぉ……！」



　──受け流しパリィ。

　半森人の斥候が蝶ちょうを模した短刀を逆手に握り、辛からくも赤い刃の軌道を反そらしたのだ。

　身軽に飛び込んできた彼を認め、女戦士の頰ほおが緩ゆるむ。槍を手に、彼女は必死に身を起こす。

「ごめんね、失敗しちゃったあ」

「かまわへんけど……ワイ一人じゃあかんぞこれェ！」

　赤光がきらめく度たび、半森人の斥候の体に傷が増える。彼は斥候だ。一対一は厳しかろう。

　はよう誰だれか戦線に戻ってくれ。その言葉はもっともだ。

　立てるかと問うと、女戦士は「やってみる」と応じた。なら良し。

　君は肩に引き寄せた刀をそのままに再度踏み込み、真まっ直すぐ突き進んで三度切りつけた。

　しかし赤い刃はその尽ことごとくを弾き、受け流し、ずっと滑るように後方へ退しりぞいて潜り抜ける。

　ばかりか、君はぞくりと背筋に寒いものを感じて飛とび退のく。首のあった空間を刃が薙ないだ。

　──致命的一撃クリティカルヒットとは！

「六対一やっちゅうのに、なんつーでたらめや！　おかしいんとちゃうかこれ!!」

　まったくだ。君は半森人の斥候に同意する。君だってできるならやりたいものだ。

「──いや、よく見ろ！」

　後方からの檄げきが飛ぶ。蟲人の僧侶が、彼にしては珍しく声を荒らげている。

　君にもすぐにその理由はわかった。

　闇の中、気配がぶくりと膨れ上がったのだ。

「ＧＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＵＬＬＬＬＬ!!」

「ＧＧＧＧＧＧＧＨＯＯＯＵＬＬ……！」

　赤い目、青黒く膨れ上がり腐敗した屍肉しにく。襤褸ぼろを纏まとい、口元には鋭い牙きば。

　夜歩きナイトウォーカー、蚯蚓ナイトウォーカー、吸血鬼ナイトウォーカー！

　この迷宮で死した冒険者どもか、はたまた冥府めいふより引き戻されたのか、その数は多い。

　知覚できぬ広さに満ちた闇の中、どれほど彼奴きゃつらが潜んでいるのかはわかったものではない。

「六対一どころか多勢に無勢ぶぜいか。あてが外れたな」

　蟲人僧侶が油断なく触角を揺らしながら、がちりと顎あごを鳴らした。

「ま、皆殺しにするって意味じゃ変わらねえ。俺おれらも、向こうもな」

「これでもう、数は文句言えなくなっちゃったね。むしろ相手が多いし、手強てごわいもん」

　まったくもってずるい奴だ。君は強ばった顔で槍を構える女戦士に頷うなずき、刀を下段に構えた。

　ず、と摺り足で間合いを詰めながら気配を探る。赤い刃はどこだ。暗闇の中、気配が見えぬ。

　そも、気などというのは──曖昧あいまい模糊もことしたものだ。端的に言えば、そんなものはない。

　音であり、息づかいであり、体温の名残なごりであり、空気の動き。五感に物を言わせるのみだ。

　君が呼吸を整えているのに気づいたのだろう。女戦士が、どこか頼りなげに瞳ひとみを揺らせた。

「ねえ、作戦はぁ？」

　決まっている。君は唇の端をつり上げて応じた。片端かたっぱしより撫で斬きるまでだ。

　やれやれと女戦士が肩を竦すくめ、青ざめた顔をほころばせた。緊張は解ほぐれたようだ。

　それを見やった蟲人僧侶が「ふむ」と思案するような素振そぶりをし、その顎を開く。

「どうする、前衛を代わるか。俺はどちらでも構わんぞ」

「じょぉーだん！」

　半森人の斥候が冷や汗を浮かべて応じた。

「あんにゃろの素っ首ば叩き落とすンはワイや!!」

「そうか！」

　威勢の良い斥候に、ぎちりと牙を鳴らして蟲人僧侶が笑った。

　と、同時に、その節くれだった両手が複雑な呪印を結ぶ。送還の印。

「亡者もうじゃどもめ、《解呪ディスペル》には弱いだろう……！」

　それを認めた女魔術師──呪的資源リソース管理を一手に担になう君の従姉が、声をあげる。

「《解呪》から続けて三手！　仕掛けます！　合わせてください！」

「はいっ」

　その隣、天秤てんびん剣けんを握る女司教が健気けなげに声を発して頷く。

　両瞳は光を失い、眼帯で覆おおわれて尚なお、彼女の視線には強い意思がこもっている。

　弱々しかった彼女も、既に熟練の冒険者。

　応。君は彼女の成長を頼もしく思いつつ、従姉の言葉に従って刀を持たぬ空手からてで印を結ぶ。

「《巡り巡りて風なる我が神、彼らの魂魄こんぱくを故郷へ還せ》！」

　初手、蟲人僧侶の《解呪》が鮮烈な風を伴って吹き抜けた。

　灰は灰に、塵ちりは塵に。

　生命を賦活ふかつする《蘇生リザレクション》の奇跡にも似た清浄な空気に、朽ちた死体は耐えられない。

　迷宮に満ち満ちた亡者どもは呪詛じゅそによるものではないが、高位の奇跡を前にすれば同じこと。

　次々と崩れ落ちて塵芥ちりあくたに転じたその肉体が朦々もうもうと立ちこめる中、従姉の鋭い声が走る。

「ウェントス風！」

「ルーメン光！」

　続けて女司教。天秤剣を振りかざし、神からの託宣たくせんが如ごとく高らかに呪文じゅもんの言葉を唱え上げる。

　二人の娘が紡つむぐ呪術の言葉は、世界の理ことわりを塗り替え、改竄かいざんし、膨大な力を生み出していく。

　風が吹き荒れ、光が凝縮されていくのが君の目にも手に取るようにわかった。

　そして最後に君が真に力ある言葉を口にし、印を結んだ手でもって全すべてを解き放つ。

　──リベロ解放。

　猛風。

　白光。

　轟音ごうおん。

　そして、熱。

　もはや半ば異次元と化している玄室げんしつの闇を、白い闇が塗ぬり潰つぶしていく。

《解呪》から逃れ、未いまだ肉体を維持していた亡者どもがたちまち声も上げられず蒸発する。

　この世の万象、何一つ《核撃フュージョンブラスト》から逃れることはできない。

「……大将っ!!」

「ま、ず……っ!?」

　──そう、この世にある者ならば、だ。

　君は運が良かった。二人の声に応じて、身を逃すように石畳へ転げさせる。

　君の目の前で赤い刃が翻ひるがえって、血の花が咲いた。

　ぴゅうと笛のような音を伴って女戦士の喉のどから血が吹き上がるのを、君は目まの当あたりにした。

「ひ、ぃ、あ……あっ!?」

　血の気の失せた顔で喉を押さえた彼女が、がくりと膝ひざから崩れ落ちて床に這はいうずくまる。

　赤い刃が宙を滑る。先ほどの再現のように、大上段。首をはねる一撃。


「ん、なろ……っ！」



　それを、半森人の斥候が受け流す。だが蝶の短刀は一合、二合と持たず弾かれ、胴が空あく。


「お、ごぉ……っ!?」



　内臓に刃が潜り込む音を君は聞いた。ごぼりと斥候の口から血の塊かたまりが吐き出される。

　どさりと倒れた仲間の姿を前に、君は刀を手にとって身構えた。これで二人。

「……！　お二人は回復を！　あなたはそのまま前衛に専念して、後方は私がやります！」

　従姉が素早く声をあげる。君は冷静さを失わぬ従姉のこういう所を尊敬している。

　だから後方で仲間たちが必死に治癒ちゆの奇跡を行っている中、滑るように動いた。

《核撃》の残滓ざんしが肌を焼く中、君は飛び込み、赤い刃へと刀を繰り出す。

　手応てごたえは、柔い。

　君は燃え残った灰を摺り足で散らし、ず、と間合いを保った。

　退いた相手が、笑っている。立ちこめる蒸気の中、笑みが浮かび上がっている。

　──まずい。

「──！　下がってください……!!」

　はっと声をあげた女司教の声と、君が刃を構えたのはほぼ同時。

　君は確かに耳にした。嘲あざけるような口調で紡つむがれる、呪術の言葉を。

「《ウェントス風……ルーメン光……リベロ解放》！」

　あ、と思う暇もなかった。

　痛みや苦しさなどよりも、ただ、空白だけがあった。

　音が消え去り、天地が消滅した。

　君は自分が立っているのか、座っているのかもわからなかった。

　実際は、横倒しになっていただけだ。

　口を開くと意味のない声が呼気と共に漏もれた。

　確かなものは一つ。右手にある刀の感触だけ。

　君はそれを頼りに、よろりとゆらめく幽鬼ゆうきのように立ち上がった。


　気配は──────あった。



　玄室のあちら、こちら、倒れた仲間たちの姿があった。

　女戦士がごみのように転がされ、斥候はぴくりとも動かない。

　蟲人僧侶は壁に寄りかかるように崩れて、その傍かたわらに従姉がうずくまっていた。

　そして──倒れ伏した女司教の、見えざる目と視線が交わった。


「……ぁ……だ、……や、れ……ま、す……っ」



　ぶるぶると震え、今にもまた崩れそうな有様ありさまで、彼女は天秤剣をよすがに立とうとしている。

　君とて、似たような有様だ。胸元むなもとに垂れ下がった胴鎧どうよろいを、君は紐ひもをちぎって捨てた。

「残念、残念。……残念だけど、君の冒険はここで終わりだ」

　目の前には、赤い刃がある。奴が嗤わらっている。もはやこんなものは無用だ。

　君はやっとの思いで刀を持ち上げ、正眼に構えた。何の意味があるのだろうと思えた。

　赤い刃は死の印だ。君も、彼女も、従姉も、仲間たちも、みんな死ぬ。

　例外はない。

　誰一人。

《死》から逃れることはできない。

　──ならば。

　こうして刀を構えることに、はたして何の意味があるのだろうか。

「……！」

　誰かが君を呼ばわる、悲鳴にも似た声が響く。神々の振る骰子サイコロの音が聞こえる。

　そして君が答えを得るよりも前に赤い刃が走り、血がほとばしった。
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　暗い庵いおり。薬の香。病んだ女の匂い。耳元で虎が嗤う。

「君は名人だ」ついと動いた指先が君を指し、ついで空を指す。「相手も名人だ」

　虎が、どろりと蕩とろけた瞳ひとみで君を見た。

「相手は業物わざものを持ち、君の手にあるのは鈍なまくらだ」

　──さて、どうする？

　君は応えた。

　虎が笑った。
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「な、ぁ……ッ!?」



　剣がひとりでに跳ね上がったように感じた。

　ひらめく一瞬のうちに、君は全てを見返した思いであった。

　走馬灯そうまとうだろうか。わからない。だが、君にわからなくとも君の肉体は知っていた。

　君の生命の大車輪が、君の体を突き動かしたのだ。

　──致命的一撃を、避ける動きを。

　君は澄んだ剣戟音も、黒衣の男が初めて上げた驚愕の声も、全て聞き流していた。

　曖昧な中にあって、君の手が握りしめたその感触だけが、確かなものであった。

《力矢マジックミサイル》の術。抜き打ち。二刀。跳躍。持てる術理を使い果たして、尚なおも残るもの。

　──残っているものだなあ。

　君は笑った。笑みが浮かぶと、すとんと肩から力が抜けた。息吹ブレスが体を緩やかに巡った。

　掌中の湾刀をするりと構える。構えとも言えぬ。楽に、両腕で持ち上げる。それだけ。

　──そらきた。

　天を砕くような凄まじい打ち下ろしを、君は横合いから叩いて、反らす。

　袈裟けさ懸がけを逆ぎゃく袈裟げさに。突きを鍔元つばもとで。横薙ぎを八双に。

　ぴかり、ぴかり、と。剣と剣がぶつかる度に、まばゆい火花が玄室に飛び散る。

「す、ご……い……」

　今呟いたのは女司教だろうか。だが、君はそれに気を取られたりはしないだろう。

　今、君の前には、黒衣の男がいる。その赤い刃がある。

　やつは勝つことが楽しいといった。強くなることが。

　それを、否定することはできない。

　だがしかし──それだけだろうか？

　そうでは、なかったはずだ。

　君が楽しんできたことは、敵を殺し、勝つことではなかったはずだ。

　そこには紙一重、隣り合わせの生と死と灰にも似た、決定的な違いが存在する。

　迷宮に挑み、仲間たちと死線を潜り抜けた。宝箱の中身に、一喜一憂した。

　君の旅路にあったのは、決して勝利だけではない。

　忍びのものどもに首を刎はねられた。夢魔に襲われもした。小鬼や、粘菌スライムどもも。

　怯え、騒ぎ、戸惑い、混乱し、踏みとどまり、歩いてきた。

　君が楽しんでいたのは、何か。

　冒険だ。

　──君は冒険者だ。

　悪名高き《死の迷宮》の噂うわさを聞きつけ、その最深部へ挑むべく、この城塞都市を訪れた。

　そしていままさに、死の源と対峙たいじしている。これが愉快でなくて何だというのか。

　──全ては、骰子次第。

　なるほど、確かにそうだ。

　神々ですら、戦いの行末は定かではない。

　神々ですら、君の戦いには手を出せない。

　そこにあるのは、ただ《宿命フェイト》と《偶然チャンス》のみ。

　他に誰の意思もない。君の行動を左右するものはない。

　これこそが神々からの恩寵おんちょうだ。これほどの言祝ことほぎが、果たしてあるだろうか。

　骰子を振るなら振れば良い。

　君は、自由だ。

　ならば。


「なん、とぉ……ッ!?」



　どこまでものびやかに、軽々と、君の刀が赤い刃を弾き、そらす。

　暗中より飛来するその尽く、光る気配へと君はただ刃を合わせれば良いだけだった。

　殺して勝つ事がそんなに偉いのだろうか。

　敗れて死ぬ事がそんなに愚かなのだろうか。

　馬鹿馬鹿しい話だ。

　目の前の男にも。

　共に歩んできた仲間たちにも。

　君の冒険の価値を値踏みする事などできやしない。

　故に君は叫べば良いのだ。

　故に君は吠えれば良いのだ。

　今この時この瞬間、君の選んだこの冒険の、その価値を。

　この冒険こそが、楽しいのだと。

　しくじれば死ぬ。だがそれが何だというのか。

　上手く行けば生きる。ただそれだけのことだ。

　であるならば──何を思い煩わずらう必要があろう。

　彼我ひがの技量も、世界の命運も、仲間たちのことも、全てが空くうに溶けて消えていく。

　古人曰いわく、相手何千人もあれ片端よりなで切りと思ひ定め、立ち向ふ迄までにて成就なりと言う。

　相手が名人。此方も名人。向こうにあるのは名刀で。此方はただの刀だ。

　悩む必要はない。

　なにも、悩むことはなかったのだ。

　骰子を振れ、冒険者よ。

　相手が何者であろうと、挑んだ勝負の結果は決まりきっている。

　一天地六いってんちろくの賽さいの目であれ、一と六が出る確率は等しい。

　たとえ百のうち一しか勝ちの目がなくとも、百から一が出る確率は残り九十九に等しい。

　ならばあまねく全ての結果は、ただ二つ。

　勝つか、負けるか。

　つまりは、五分五分だ。

　もはや考える必要はなかった。知惠も何もいらなかった。

　戦うと決めたなら、あるがまま、思うがままに振る舞えば良い。

　君の自由意志を左右するものは、君以外にない。

　君の行動を妨げるものは、君以外にない。

　どう体を動かそうと、どう刃を振ろうと、その全ては君の思うがままだ。

　体、技、そして運。

　万物から解き放たれた君の意と身は、今や完全なる調和ハーモニーの内にあった。

　知行合一！　和を以て尊しとなす！

　──何が無駄なものか。

　君は笑った。心から晴れ晴れとした笑みだった。

　もはや疑問はなかった。

　ただただ、祈りだけがあった。

　祈りて遊べ、冒険者よ。

　熾火おきびの燻くすぶり続ける灰を、踏みしめて歩き続けてきたように。

　──そう、君は知っている。

　迷宮に至る最初の一頁を捲めくるその前から、それを君は知っている。

　全ては、ただ、この一太刀、このサムライの剣のためだけに。

　是これ、即ち。


















　一瞬の空白。

　物音一つないその玄室に、響く音はただ甲高い鍔鳴つばなりのみ。

　刃先が、飛んでいた。

　赤黒い輝きを放つ、刃が。

　折れ、砕け、宙を待っていた。


「な、ぁ────……!?」



　奴の目が、それを追っていた。君は、そうはしない。

　ただ手首を返し、掌中で刃を捻っていた。

　一歩、踏み込む。反動に体を乗せる。腕を、振る。

　切り上げる。

「ぬ、お……ッ!?」

　──浅い。

　さ、と撫なでるように掠かすめた刃。

　飛び退いた黒衣の男。胸板から僅かに血が、飛沫しぶいた。

　その顔に浮かぶ表情──感情。驚愕か、恐怖か、怒りか。

　どれにしたところで、君にはわからない。わかろうとも思わない。

　ただ、君は笑った。嗤わらっていた。なんとも、愉快であった。

　この期ごに及んでまだ──君は危うい。

　浅い踏み込み、軽い打ち込み。黒衣の男が心を残していたなら、刃を浴びたのは君だろう。

　──つい思わず踏み込んでしまったな、と。

　その思いが、君に笑みを浮かばせた。


「妖刀を……折った……──……？」



　ぽつり、呟かれた言葉。信じられないと、震える声。

　女司教ビショップだ。

　玄室げんしつの片隅にうずくまっていた娘は、呆然と君を見ていた。

　彼女が救いを求めるように、縋すがるように伸ばした手は、君には届かない。

　君は進む。前に。前へ。次に。次の節パラグラフへ進め。進み続ける。

　彼女もまた、そうしてくれると君は信じているからだ。

　それが通じたかどうかは、わからない。

　だが女司教は、君に伸ばしていた手を、下ろしていた。

　その細い手が、しっかと天秤剣てんびんけんを握りしめる。

　そして──立ち上がる。


「これは、ちょと拙マズいねぇ……！」



　黒衣の男がひとりごちた。君はまあ五分だろうと呟く。

　──何が出てくる？　何をする？

　油断なく間合いを測る。折れた妖刀では、相手の間合いも変わろうからだ。

　そんな君を見て──黒衣の男が、にたりと嗤った。

「なら、此方こちらもちと本気を出させてもらうか───なあ！」

　瞬間、男から噴き出す圧が、増した。

　殺気。怒気。そのよう、なものではない。


　刀の断面から噴き上がる赤黒の輝きは、まさに妖気ようきと呼ぶに相応しい──……。



　──いや……。

　あれは、死だ。

　この迷宮で斃たおれたあらゆるものの、死。

　怪物、冒険者。積み上げられた膨大な屍しかばねの上にある、迷宮の何処どこかへと呑まれて消えた、死。

　それが、黒衣の男を膨れ上がらせていた。

　まさに、輝く闇だ。

　赤い光が絡みつき、纏まとわりつき、溶けるようにして黒衣の男と混ざり合っていく。

　それこそが妖刀の真の力ＳＰパワーであるかのように。

　黒衣の男の、力が増していく。

　君は男の背後に、何か異様なものを認めたように思えた。


　渦巻うずまく黒い影。翼を持つ悪鬼にも、老練なる魔道士にも見えるそれは──……。



　──嗚呼。

　この恐るべき迷宮を作り上げた何者かも、その死を糧かてにされたのであろう。

　何故に、このような《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》の主となったのかは、もはや誰にもわかるものではない。

　だが──やはり、大差無いのだ。

　この迷宮においては大望があろうが、怪物だろうが、迷宮の主ダンジョンマスターだろうが、冒険者と等しい。

　目の前の男さえも、斬れば、殺せる。自分も、斬られれば、死ぬ。

「さあ、二巡ターン目だ」男が、牙を剝くように白い歯を見せた。「楽しませてくれよ？」

　──楽しもうじゃあないか。

　似て非なる、むしろ相反する答えを返して、君はゆらりと湾刀わんとうを構え直す。

　片手を前にゆらりと出し、湾刀を握る手を後方に、弓を引き絞るが如き──構え。


　とはいえ、さてどう来るか──……どうしたものか。



　奴の間合いは短くなった。だがしかし、迂闊うかつに踏み込むほど君は増長もできない。

　先を取るか、後を取るか。未知の相手に先を譲るは悪手だが、危険に飛び込むのもまた悪手。

　ず、と。僅わずかに君が摺り足を送った具足が、床と擦こすれて音を立てたその時。


「──────神よッ！」



　と、闇をつんざく、雷鳴にも似た祈りが響き渡った。


「────ッ!!」



　そこからの動きは、目にも止まらない。意より早い。ただ体が、勝手に動いたようであった。

　黒衣の男が口元を動かし、ぼそぼそと何事かを唱える──と、その途端とたん。

　赤い光が、刃から伸びた。失った分を補って、尚なお鋭く。

　溢あふれ出るように、男のどす黒い気が膨れ上がる。襲いかかる。

　君はただ、それに合わせた。

「キエエェェェエェェイッ!!」

　それは《核撃フュージョンブラスト》にも似た、赤き死の奔流ほんりゅうであった。

　黒衣の男が揮う刃にまとわりついた死は、赤黒い鳥の姿を取って解き放たれる。

　振り抜かれた刃から飛びたった鳳凰ほうおうは、その死の翼を羽ばたかせ、征く。

　狙いは───君ではない。今まさに神へその思いを叫ばんとする、女司教へ。


　─────鋭！



　だから君は、ただただ伸びやかにそれに合わせ、手にした湾刀を振り抜いた。

　その刃に、刃毀はこぼれがあると、今気付く。刀身の真ん中のあたりに、確かに傷があった。

　恐らくは先程、妖刀を一刀のもとに叩き折った際のものだろう。

　だが。

　──折れず、曲がらぬ。これは、良い刀だ。

　故に。

　君は、迫り来る死を、撃ち返した。


「な、あ─────……ッ!?」



　斬るでもない。ただ反らすだけでもない。

　かつて忍びのものの短剣をそうしたように。赤い閃光が逆戻しに玄室を貫く。

　つい先程、刹那せつなの見切りの折に成った、その太刀。

　反らしの奥義。呪文偏向に似て呪文偏向に非ず。失われた第三の型フォーム。是醍ゼダイの領域。

　かつて戯たわむれに虎が童に授けた武技が、死を撃ち返したのだ。

「ぎ、ぁ！　があッ!!!!」

　悲鳴か、気合いか。

　死の炎に焼かれながら、黒衣の男は異様な叫びを上げ、さらに重ねて赤刃を打ち揮ふるう。

　その都度、死をもたらす赤い閃光が、呪弾の雨となって君へと降り注そそいでくる。

　それを君は、撃ち返す。

　気合いを込めて、回り、踊る。かの古いにしえの森人エルフの勇者が如ごとく。

　一発。また一発。一手誤れば死に至る攻防を、幾度となく繰り返し、積み重ね、進む。

　その背後で。

　女司教が、吠えた。
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「神よ!!」

　瀟しょうと力強く打ち鳴らされた天秤剣の響きが、剣戟けんげき音を超えて玄室を貫いた。

　その目を覆う眼帯と、胸元を彩る青い飾り紐。ともに仲間が託してくれたその証。

　それを聖印と合わせてそっと撫でた彼女は、見えざる瞳ひとみを天高く振り仰ぐ。

　玄室の天井を貫き、幾重にも連なる迷宮の層を抜けて、その上、遥か彼方かなた。

　聖なる甕みかの星卓せいたくおわす尊き指し手たちに、彼女は叫んだのだ。

「わたくしは、これまで祈りし者として歩んで参りました！」

　たとえ小鬼どもの慰み者にされようとも。

　たとえ友に置き去りにされ、たった一人酒場に放り出されようとも。

　たとえ酒場の片隅で晒し者、笑い者とされる日々を過ごそうとも。

　たとえ迷宮の中枢ちゅうすうで友が皆《死》に呑まれ、灰となって失われようとも。

　彼女は歩み続けてきた。

　何故か。

「見返りを求めての事ではありません！　歩む道を見届けて下さる、それだけで十分!!」

　そうだ。

　奇跡が欲しいから、祈るわけではない。

　助けてほしいから、祈るわけではないのだ。

　天上の指し手プレイヤーは常に、祈りし者プレイヤーキャラクターの傍そばにある。

　勝つ時も、負ける時も。

　冒険者にとって──ただそれだけで、他に何を望むものでもない。


「小鬼に手篭てごめにされた娘が、何を──……」



「なればこそ！」

　しかしこの時、女司教ははっきりと、自らの望みを口にしていた。

　もちろん全ては《宿命フェイト》と《偶然チャンス》の骰子サイコロに左右される。

　その結果は神々だとて左右はできない。

　君はそれを是とした。君はそれを尊ぶ。何よりの言祝ことほぎだと、そう思う。

　だが。それでも。だからこそ。


「今この時こそ、気合を入れて、骰子を投じなさい！　さもなくば──……」



　彼女は、神を叱咤する。


「────わたくしは、二度と祈りません!!」



　その瞬間、光が炸裂さくれつした。


「ぐ、ぁあ、ああ…………!?」



　黒衣の男、もはや巨大な影と成りつつある迷宮の主は、思わずその白光から顔を背ける。

　君とて同じだ。地上に太陽か──いや、稲妻が、雷霆らいていが落ちたかの如きその眩まばゆさ。

　到底、直視できるものではない。思わず腕を掲げ、目を覆う。瞼まぶたを細め、君は彼女を見た。

　──神気フレア。

　この圧倒的な光、迷宮の闇を、玄室の影を追い散らすそれは、まさにそうとしか思えぬ。

　その真白い神気に包まれた今、女司教の存在感──そう、存在感は、圧倒的なものであった。

　君には彼女の姿が、見上げるほどに大きく、偉大で、跪ひざまずきたくなるような存在に思えた。

　無論、それは幻影だ。小柄な娘の体は、確かにそこに、小さな姿のままある。

　けれど──それに覆いかぶさるように、君にはその存在が確かに認識できたのだ。

　汚れなき白い装束を纏い、誇り高く天秤剣を掲げ、そして目元を眼帯で覆った女性の姿を。

　大いなる女司教の幻影──至高神の似姿。

　これこそが、正しく女司教の歩いてきた冒険の、その結果であった。

　ちっぽけな少女が、怯え、震え、耐え忍び、懸命に立ち上がって歩いてきた、その結果だ。

　彼女は此処ここまできた。此処まで、来たのだ。四方しほう世界を脅かす災厄の、その目前にまで。

　暗黒の城塞の最奥さいおうにまでその威光は届かぬまでも、敬虔けいけんな信徒の声に応えずして何が女神か。

　今この瞬間、まさに彼の神は、ここにおわすのだ……！
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「まさか、《降神コールゴッド》の奇跡を起こしたとでもいうのか……!?」


「や、あああ……ッ！」



　愛らしく、けれどそれ以上に神々しい叫びを上げ、至高神が──女司教が天秤剣を打ち揮う。

　ただ一振り。それだけで、影が震える。

　もう一打。影が、千切れ飛ぶ。

　さらに、一打。黒衣の男を覆う影が、苦しみ藻搔もがき、のたくった。

　これなるは根源の輝き。夜明けを呼ぶ騒々しい足音。暁あかつきの光に他ならない。

「退きなさい、不埒者ふらちもの……！」

　女司教は、慈悲深く、容赦ようしゃはしない。

　裁きを下すにあたって可能な限り事情を斟酌しんしゃくし、罰を与えるに当たって私心を挟まず。

　なれど邪悪に立ち向かうには、正義が必要だ。

　神が与える正義ではない。人が自らの意志で考え、選び、摑つかみ取り、掲げた正義が。

　それこそ、至高の神が人に願い、託した──法と秩序に他ならないのだから。

「ただ強い事だけを尊ぶのでしょう!?　であれば、わたくしどもの……」

　──そうだ。

　彼女の。君の。君たちの。あまねく全ての者共の。


「────冒険の、邪魔です……ッ!!」



　神気フレアが、三千世界を塗り潰した。

　それは地上にあって太陽が輝くが如し光の爆発であり、聖なる剣の招来しょうらいでもあった。

　音もなく、視界もない。ただただ清涼な風が吹き抜ける、中で。


「…………ぁ……ぅ……？」



　弱々しい声が、響く。だがその声を、君が聞き違えるわけもない。

　白光に眩くらむ目を瞬かせ、君は彼女の名前を──番号ではない、その名を呼んだ。

　床の上に這いずっていた女戦士が、樫木の槍を支えに、ゆっくりと立ち上がりつつある。

　彼女は呆然と、自分の喉のどを抉えぐったはずの傷を撫で、信じられないような面持おももちで君を見た。

「なお……ちゃった……」

　致命的一撃クリティカルヒットと《核撃》によってもたらされた傷は、癒えていた。

　君は思わず自分の首元の傷跡を撫でた。かつての痕はある。だがそれだけだ。

　君自身もまた、その身に負った負傷は──何処にも残って、いない。


「はっはぁ……！　いや、すごいわ！　こら至高神さまに入信してもええかもしらん！」



　飛び跳ねるようにして半森人ハーフエルフの斥候スカウトが声を上げ、その両手に蝶ちょうの短剣を閃ひらめかせた。

「不信心だな」と蟲人ミュルミドン僧侶が、のそりと身を起こした。「俺は交易神一筋だぜ」

《巡り巡りて風なる我が神、気の流れをも裏返し、賽子の天地返しへ目こぼしを》。

　そう嘯うそぶかれる祈りは、確かに今、まさにその通りの結果をもたらしていた。

　最悪の状況であった。君以外、まともに戦えるはずもない。全滅必至の。

　──それが、どうだ。

　皆が立ち上がる。皆が生きている。


「じょう……」と叫んだ従姉いとこが、けほ、こほ、と咳き込む。「……きょう、は……ッ！」



　──見ての通りだ。

　敵の戦力は大きく削れた。取り巻きも。武器も。術も。対して此方は、未だ健在。


「は、ァ──…………っ」



　至高神より絶対の武器をほんの一瞬といえど借り受けた、剣つるぎの乙女おとめが息を吐く。

「がんばり、ました」と弱々しく微笑ほほえみ呟く言葉は、ひどくか細く、掠かすれていた。

　神々をその身に降ろすのだ。どれほどその魂が削られたことか、君には想像もつかない。

　だが、彼女は立つ。立っている。天秤剣を支えに、従姉に支えられて。

「まだ、やれます……！」

　応と答えて、君たちは隊列を整えた。

　従姉が短杖を握りしめ、後方での采配を握り、呪文を繰り出す機を窺うかがう。

　蟲人僧侶は緩やかに蛮刀を逆手に持ち、顎あごを鳴らし、交易神の加護ぞあれと風を読む。

　剣の乙女たる女司教は天秤剣を支えに息を整え、見えざる瞳で戦場を睨む。

　半森人の斥候は薄笑いを浮かべ、両手に蝶の短剣を構え、腰を落として不意を狙う。

　女戦士は傍かたわらの相手を見て花の綻ほころぶように微笑むと、ひゅるんと樫木の槍を回して構える。

　そして、君は仲間を率いて真っ直ぐに敵に対峙たいじし、湾刀の切っ先を突きつける。

　いつもどおり。何も変わらない。そう、何一つ変わるわけがないのだ。

　迷宮を踏破した。玄室に踏み入った。怪物を討ち取り、財貨を手に入れ、帰還する。

「なんだい、なんだい……」

　目の前には黒衣の男──いや、迷宮の主ダンジョンマスターが、折れた刀を手に、此方を見ている。

　奴は折れた赤い刃で肩を叩き、残った影を寄せ集め、まだふつふつと哂わらっていた。

　それはもはや、人のあり方ではあるまい。

　鬼に逢あっては鬼を切り、神に逢っては神を切り、ただ前へ進む。

　気に入らないからだとか、邪魔だからだとか、そういった理由ではない。

　ただただ己の力量を、武威を示すためだけに。

　ただそれだけならば、魔剣妖刀の鞘シースに成り果てたとして片付ける事ができよう。

　だが──目前の男の瞳は爛々らんらんと燃えていた。

　君たちを切り倒すという未来しか、見えていないようであった。

　それは決して剣に振り回されるだけの、愚かものの佇たたずまいではない。

　妖刀に魅入られ、妖刀を確かに従え、永劫の伴侶を得た恐るべき剣士の姿だった。

　──修羅だ。

　魔剣使いではない。もはやそれは、魔剣豪と呼ぶよりほか無い存在であろう。

　鞘ではなく、死を須もちいるもの、死須シスと成り果てたのだ。

　剣で人を斬りたいがために、世を滅ぼす。

　これはそういうものだ。この男は、そういうものに、なってしまった。

　勝負しか──自分が勝つこと、敵を打ち負かすこと、敵を殺すことしか、知らぬものに。


　だが────その目に揺れる困惑の色を、読み取れぬ君ではない。



「まるで勝つつもりみたいじゃあ、ないか。えぇ？」

　否。

　君ははっきりと答えた。奴が何と言ったか。馬鹿馬鹿しい話だ。

　君は。君たちは。


　────冒険をするのだ……！
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「殺シャア……ッ!!」

　魔剣豪と化した黒衣の男が揮う赤刃からは、立て続けに呪弾が放たれた。

　視界を覆うほどの呪弾それぞれに、致死かそれ相応の真に力ある言葉が宿っているのは明白。

　それを、君は迎え撃つ。

　ざ、と。玄室の石畳に足を送り、右に、左に、縦横無尽自由自在に刃を繰り出す。

　先程の天地人、運技体の渾然一体こんぜんいったいとなった境地は朧おぼろになりつつあるが、君の剣は自由だ。

　ず、と。影の如き男が滑るように君へ距離を詰める。奴の間合いは、やはり短い。

　その時ばしりと君の刀に何か柔らかなものが飛んで当たり、絡む。仄ほのかな、蜜蠟の香り。

「《アルマ武器……マグナ魔術……オッフェーロ付与》！」

　従姉の鋭い詠唱と共に、君の刃に理力フォースの青白い灯が燃えた。感謝より前に、やるべき事を。

　──力を与えよ！　力を与えよ！　力を与えよ！

　君はぐるんと湾刀を車輪に回し、赤い刃を弾き、受け止め、流し、切り返し、打ち込んだ。

　輪郭線ワイヤフレームだけが広がる玄室の闇の中、目まぐるしく赤と青が入れ替わり、剣戟の火花が散る。


　────は。



　君は笑った。折れた妖刀。欠けた湾刀。それで打ち合う、達人と、達人。


　やはりこれは、五分と五分。君の技と、体と、あとは骰子次第────いや。




「大将、ええぞォ……ッ！」



「そぉれ……！」

　君はぐいと力まかせに刃をかち上げ、後方へ距離を取るべく転げるように身を退かせる。

　そこに左右から、二つの影が素早く飛び込んだ。閃く銀光は、三つ。

　大きく弧を描く短剣と聖なる槍が、赤い刃と真っ向からぶつかり、弾ける。

「は、っはあァッ!!」

　──軽い。

　折れてなお鋭い妖刀は、あるいは黒衣の男は、易々やすやすと二人の手練てだれの連携を退けてのける。

　だが、その一瞬。その一拍で、君は一呼吸を整える事ができた。

　息を吸い、吐く。刃にぬめる蜜蠟を手の甲で擦って引き伸ばしながら、君は前へと身を送る。

「っかあ、きっちぃなあ……！　わかっとったけども！」

「勝てないよねぇ、六対一なのにさ！」

　すれ違う仲間たち。それを追い立てる敵の呪弾。後を託された君が、ざ、と立ちはだかる。

　右、左、上。迫りくる必殺の呪術を、思うがままに太刀を振るいて撃ち返す。

　体が動くに任せるようであり、心が赴おもむくままの技であり、たまさか運が良いだけでもある。

　だが、また一つ。君は死線を潜り抜け、皆を守り、敵へと迫る。

　次々と襲いかかる赤刃を迎え撃ち、弾いては、すかさず君もまた刃を打ち込んでいく。

「おい、どうする！」ガチりと顎が鳴る音。「回復か、支援か。どっちでも構わんぞ……！」

「いま、考えています!!」と従姉が悲鳴のように応える。

　こういう時、何よりもありがたいのが──君は一人ではないという事だ。

　切り合いの最中に君が気を回せるのは目前の相手、そして左右の前衛たちが関の山。

　だが君には後列で油断なく周囲を睥睨へいげいし、状況を見据えて指示を飛ばしてくれる者がいる。

　──死ぬ前に一言くらいは感謝しても良かろう。

　すまんが、任せた。

　君が敵と対峙したまま従姉にそう叫ぶと、微かすかに彼女が息をのみ、爪を嚙はむ音。

　それ以上、君が後方に振り分ける余裕はない。だから、わかるのは耳に入るやり取りだ。


「ァ───……」



　ひゅう、ひゅう、と。掠れた吐息を漏らしながら、女司教が何事かを囁いた、ようだ。

　従姉はそれに耳を傾け、一度聞き返し、そして──さっと短杖を振り上げて叫ぶ。

「彼女の治療、私達への支援、両方お願いします！」

「心得た！」

　蟲人僧侶の交易神への祈りが、心地よい風となり、女司教に向けて吹いてゆく。

　祝禱しゅくとうは失った魂の消耗を補うものではないだろう。けれども、活力を呼び戻すには十分。

　瀟と天秤剣が鳴り、女司教が立ち上がるのがわかった。

　従姉が、君に向けて声を張る。

「やりかえしましょう!!」

　その意味を、最も長く共に過ごした君がわからぬ道理があるものか。

　──君にできて、やつにできぬ事。

　ある。

　あるではないか。

　君は頼むと叫んだ。前衛の二人も、それでわかる。わかってくれる。

「おっしゃ、任されたぁッ！」

「いいよ、やろっか……！」


「なにを──……ッ！」



　わからないのは、奴だけだ。

　といったって、君たちだって別に何もかも理解しているわけではない。

　言葉など必要はない。従姉が何かを思いついた。君がそれで行くと決めた。

　だから後は全員でそれを手伝う。ただそれだけ。

　それで、十分だった。

「───言っているのかなあッ!!」

　奴の斬撃を君は刃で受け止める。刀身がガッキと嚙んで、鍔迫つばぜり合う。

　黒衣の男が押し切ろうと力を込めた。湾刀がみしみしと軋きしむ。だが。

　──折れず、曲がらぬ。

　だから、君は。


「───ッ!?」



　不意に力を抜いた。押し込まんとされていた妖刀が、釣り上げられる。男が蹈鞴たたらを踏む。

　君はその瞬間、渾身の力を込めて刀をかち上げた。


「ぐ、ぁ……ッ!?」



　おめきながら、男が飛び下がる。崩れた体勢を立て直すため。当然だ。

　一対一ならそれで良い。けれど──そうではない。

「……ふ、ふっ」

　女戦士の艶やかな、けれど同時にあどけない笑い声が君の耳朶じだをくすぐった。

　彼女は口元を緩めたまま、そっと樫木の聖なる槍の穂先ほさきに口吻こうふんを落とす。

　そしてその石突を蹴り上げた。くるりと一回転。彼女の掌てのひらの内で、槍が踊る。


「よく見てね？」甘い囁き。「そぉ───……れッ！」鉄靴サバトンの響き。



　まさにそれは、戦女神の槍ヴァルキリージャベリンであった。

　彼女の蹴り上げた聖槍は一瞬の光芒こうぼうとなって、闇を駆ける。

　光を認めた時にはもう遅い。稲光が雷鳴を追い越すが如く。

「が、ああぁああッ!?」

　黒衣の男が信じられぬと鮮血を吐いて、やっとその腹を槍穂が貫いたと見て取れる。

　轟音ごうおんと共に壁に叩きつけられたその瘦身そうしんは、深々と刺さった槍に縫い留められたのだ。


「おの、れえい！　まだだ、まだ──……ッ！」



　血に濡れた手で槍を摑んで引き抜こうとするが、それは敵わない。

　祝福されし樫木の槍は、交易神の加護を受けている。そして此処には、かの神の信徒がいる。

「巡り巡りて風なる我が神！」

　風が、吹いた。

　絶命異次元デッドスペースの最深部にあるこの空間へ、どこからともなく風が通り、頰ほおを撫でる。

　その清涼な風は玄室に横たわる影を吹き散らし、二人の娘の周りを踊りだす。

　女司教と、従姉──二人は姉妹のように手を取り合い、立っていた。

「《我が心をかなたまで、彼の心をこなたへと》！」

　蟲人僧侶の祝禱が完成し、《鎮静トランスファーメンタル》の奇跡が起こる。

　数多あまたの術で疲弊ひへいした娘たちの気力は、人ならざる心の在り方の蟲人僧侶によって補われる。

　短杖が掲げられる。天秤剣が揮われる。唱える真言は重ねて三つ。放つ呪文はただ一つ。

「ウェントス風！」

　風よ！

「ルーメン光！」

　光よ！


「「─────リベロ解放!!」」



　我らの祈りよ！

　重なる二つの詠唱が、玄室に満ちた光と風と共に渦を巻く。


　生み出されるは圧倒的な破壊の熱量。それが真っ直ぐに解き放たれる──……。



　──君、一人へと。

　君はその青白い炎を、刃で受けた。熱が宿る。灯スパークが燃える。

　爆炎が君の体を吹き飛ばそうと覆いかぶさる。ず、と足が滑る。石畳を踏みしめる。

　気息きそくを整える。熱風を肺に取り込む。湾刀をしっかと握る。後、一息。

　不意に、天上の骰子が転がる音がしたように思えた。

　神々が固唾かたずを飲んで、盤面に身を乗り出した気配がした。


　四方世界の中心は────今、此処だ。



「イィイイィイィィヤアアアアアッ!!!!!!」

　君は、吠えた。

　無銘むめいの湾刀が銀の弧を描いて玄室を切り裂く。

　鳳凰とも竜ともつかぬ気の塊が、一閃いっせんのもとに迷宮を駆け抜けた。

　黒衣の男は折れた妖刀を構える。だが、無駄だ。君にはわかっていた。

　──この男に、術は斬れない。

「お、あ、あぁあ、あッ!?」

　ざ、と。黒墨のように血飛沫ちしぶきを噴き上げながら、男が大きくのけぞる。
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　手応えが、あった。

　男を──迷宮の主の骨肉のみならず。君はその背後に淀む、影を斬った。

　死を斬った、その手応えがあった。

　だが、しかし──まだ、心を残す。

　君と奴の目があった。やつはどす黒い血に塗れながら、その目を爛々と燃やしていた。


　君を睨む。口が開く。にたりと歪ゆがんだ口蓋こうがいから、君に向けて、何事か、呪詛じゅそが──……。



「もろぉたあ!!!!」

　その喉首を、影の如く飛び込んだ半森人の斥候が刎はねた。

　蝶の短刀ではない。鋭い手刀によって切り飛ばされた首は、ぼん、ぼんと鞠まりのように弾む。

　ころころと転がっていく男の顔は、最後の最後まで己の勝利を確信した醜い笑み。

　君はふ、と大きく息を吐くと、湾刀に血振りをくれてから、ゆっくりと鞘さやに納めた。

　ぱちり、と鍔が鳴る。

　それきり、玄室に静寂が訪れた。
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「おわった────の……？」



　信じられないという呟きは、へたりと腰砕けに崩れた女戦士のものだった。

　彼女の呟きをきっかけに、君たちははたと、玄室に佇む自分たちを見出した。

　誰も彼もが疲れ切っていた。神々の奇跡で傷が癒えたとはいえ、死線を潜り抜けたのだ。

　息を吐き、座り込みそうになる膝を叱咤する。

　君は頭目リーダーなのだ。倒れ込むとしても、皆よりも後でなければなるまい。


「…………たぶん、な」と半森人の斥候が呟いた。「無我夢中やったさかい、ようわからんが」



　彼は普段とは打って変わってのろのろとした動きで、黒衣の男の骸むくろに近づく。

　より戦闘に注力したせいだろう。普段より手先が鈍るのも、無理からぬ事だった。

　半森人の斥候は黒衣の男の骸に突き立ったままの樫木の槍に手をかけ、どうにか引き抜く。

「ほい、姐ねえさん」

「……ん。ありがと……」

　差し出された槍を女戦士が受け取り、座り込んだまま搔き抱く。

　その様を横目に、君は女司教の元へと向かった。

　消耗という意味では、何よりも気になるのが、彼女であった。

　至高神をその身に降ろしたのだ。

　玄室に満ちる神気は失せつつあるとはいえ、その負担は君には想像もつかない。

　君の呼びかけに、やはりちょこんと玄室の片隅に腰を下ろした彼女は、ぼんやりと君を見た。

「なんだか、まだふわふわとして……。此処が……」

　無事かと問う声に、女司教は夢現ゆめうつつのような、浮ついた声で応えた。

　そうっとその薄い胸元を彩る青い飾り帯に、細く華奢きゃしゃな白い手を当てて、こくりと頷く。

「……温かくて……ええ。……たぶん……大丈夫、ですわ」

　そうかと、君は応じた。そして、やったな、と彼女の肩を軽く叩いた。

　女司教はその意味を少し考えていたようだったが、やがて、

「……はいっ」

　と、花の蕾つぼみが綻ぶような、微笑みを浮かべた。

　くたびれきってはいたけれど、いつか寺院で見た彼女の微笑みだ。

　きっとあの時あの瞬間、彼女の友達もいたのだろう。何となく、そんな気がした。

「……真言ってのは、結構堪えるもんだな」

　そうしたやり取りの良い頃合いを見計らって、蟲人僧侶ががちりと顎を鳴らした。

　彼は一党パーティの中で一番消耗がマシなようではあったが、くたびれきっているのは明らかだ。

　壁にもたれて腕を組みながら、自分の頭を叩くようにその触覚を揺らしてぼやく。

「頭ン中、引っ搔き回された気分だぜ……。よく耐えられるな？」

「……神様の言葉という意味では、祝禱……奇跡と違いはありませんから」

　くすり、と。女司教が微笑んだ。

　魔術の才覚というのは、結局のところ才能によるものが大きいのだろう。

　君がいくら信心深かろうと神々に直接嘆願できる気がしないのと、同じようなものだ。

　術法、真に力ある言葉を多少なり齧かじった君だからこそ、わかる。

　──従姉の負担とて、相応のものであったろう。


　その彼女はといえば──……。



「……」

　一言も、ない。

　彼女はぎゅっとまだ唇を嚙み締めて、血の気の失せた青白い顔で、短杖を構えている。

　終わった、という感慨はない。

　それは君とても同じだ。

　我武者羅がむしゃらに湾刀を揮って、ひた走ってきただけ。

　此処がどん詰まりだと、そう言われても──急に止まれないのは無理からぬ事だ。


　だから君は何事か言おうとして、従姉の肩を叩こうとし──……。




「────まだです……ッ！」



　どん、と。迷宮が揺れた。

　玄室が、ではない。迷宮そのものが生きているかのように、跳ねたように思えた。


「きゃ……ッ!?」



　獣が体を揺さぶるように震動する床の上。悲鳴を上げたのは女戦士か。

　君は咄嗟とっさに彼女を庇かばうように膝立ちで身構え、何があったかと周囲を睥睨へいげいした。

「次元が、崩れます……！」


　──……なんだと？



　大声を張り上げたのは従姉であった。

　地鳴り、正しく地響き。破滅的な轟音が周囲から覆いかぶさる中、彼女の声は良く響く。

「早く脱出しないと、巻き込まれて皆、飲み込まれちゃう……！」

「脱出するたぁて……」

　必死に踏ん張る半森人の斥候が、四方を見回し、叫ぶ。

「出口なんかどこにもあらへんぞ！」

「あの男が使っていた通用口の類たぐいはないのか……！」

「……わかりません！」

　蟲人僧侶の問いかけに、ふるふると女司教が首を左右に振る。

　ぱらぱらと天井から粉塵ふんじんが落ちる中、彼女はどうにか四方を見回した。

「いえ、あったのかもしれませんが、崩れて、歪んで、もう……！」

　ではどうすれば良いか。

　女戦士が縋るように君を見た。何の手立ても浮かばない。だが、そう言いたくは無かった。

　君は彼女の手を軽く握ってやりながら、ひたすらに頭を働かせる。


　次元を超える。歪める。それを超越。そんな事ができる手段は、ただ一つ──……。



　──《転移ゲート》の術。


「…………しか、ないですよね」



　従姉が諦めたような、決意を固めたような、どちらともつかぬ様子で呟いた。

《転移》。

　失われた禁術の一つ──もはやその使い手たる者は四方世界に存在しないとされるものだ。

　かつて四方世界を蹂躙じゅうりんするが如く搔き乱した魔術師たちが、最後に用いた呪文。

　彼らは札を捲めくるが如しにこの呪文を唱え、界渡りプレインズウォークしていった……と聞く。

　故に今もこの四方世界に残る魔術師たちの、究極の目標の一つが、この《転移》であった。


　あるいはこの迷宮を構えた魔道士とやらも、次元を弄もてあそんだあたり…………。



　それは何も、単にこの呪文がいかなる真言であるか、記録が無いからというだけではない。

　そして同時に、この呪文が単に高度であるからだ、というだけの話でもない。

　かつてさる死人占い師が傲慢ごうまんにもこの術を唱え、消え、そして二度と現れなかったという。

　たまさか遺跡で作動している《転移》の仕掛けにかかったものが辿たどった、その末路。

　君たちだとて、此処に来るまでの道中で見たではないか。

　自分がどこへ、どのように現れたいのか。座標を頭に思い描く事は、まことに難しい。

　そもそも自分が今どこにいるのか、はっきりと言葉にする事すら、人にはできないのだから。

「なんやァ!?　巻物でも持っとるんか……!?」

　だがしかし、巻物スクロールならば別だ。

　いにしえの魔術師たちが作り上げたそれならば、此方から彼方へ、瞬時に跳べるだろう。

　それなら早く使うてくれと半森人の斥候が、大声を上げる。

　すでに玄室の片隅から、輪郭線が砂に崩れるようにして消え失せているのが見えていた。

　それが自分たちの下へ届けばどうなるか、考えたくもない。

「いえ……」

　だが、従姉は張り詰めた、今にも切れそうな弦の如き表情で、こう言った。

「……唱えます」

　そうだろうと、君は思っていた。

　此処までの旅路で、誰よりも先に次元が歪んでいることに気づいたのは、彼女ではないか。

　魔神の招来を発端に、どうにかしなければと、ひたすら呪文書を読んでいた。

　辿り着く事ができたとしても、不思議ではなかった。

　君の知る限りもっとも優れた呪文の使い手は──誰あろう、他ならぬ、彼女なのだから。

「……任せてくれます？」

　故に不安そうな表情で、君の方を振り向いてくるのにはおかしくてたまらなかった。

　今更何をと言いかけて──思えば、ちゃんと言った事は殆ほとんどなかったなと、思い返す。

　君は笑って、あなたにできなければ誰にもできないと、そう言ってやった。

　従姉が、ぱちくりと目を瞬かせる。

「……運試しで、あんたは負けた試しがねえものな」

　蟲人僧侶が深々と、何かを嚙みしめるように顎を鳴らして、従姉の肩に手を置いた。

「乗ったぜ。このまま次元の彼方に吹っ飛ばされるのはごめんだ」

　その言葉の意味を従姉が理解するよりも前に、そっとその袖が引かれる。

「わたくしも、あなたに託します。あなたなら、大丈夫ですから」

　きょとんとした顔の従姉に、女司教はにこりと微笑む。

　天秤剣を支えにしてどうにか皆の元まで、這うようにしてやってきたのだろう。

　それに比べれば、半森人の斥候の動きは軽々としたものだ。

「ワイにゃどうにもならへんもん。後は神様姐様てなとこやな」

　彼もまたそう言って、ひょいひょいと皆の傍そばまで歩み寄ってくる。

　そして彼は腕を組むとぎゅっと目を瞑つむり、胸まで反らして堂々とこう言うのだ。

「さ、ビビってまわん内に一思いに頼むわ！」

　ああ、まったく！　この飄々ひょうひょうとした態度に、どれほど君たちは助けられたことか。

　もっとも本気で怯えているのかもしれん。君がにやりとすると、斥候もまたにやりと笑う。

　そうとも、どっちでも構わない、だ。

「……それに、どっか変なところ飛ばされても、一緒だもんね」

　君の手を取って、そろり、そろりと女戦士もまた立ち上がる。

　地響きが轟き揺さぶられる中で、彼女が頼みとするのは樫木の槍と、それから君だ。

　もたれるように、支えるように、君の手を握る彼女は、ちらと君を見上げて片目を閉じた。

「なら、怖くないよ」

　──と、言うことだ。

　君は皆の意見をそうまとめて、従姉に向けて肩を竦すくめてみせた。

　後は任せる。頼りにしている。言葉にすれば、たったそれだけの事だ。

　だがそれで十分だろう。しいて言うなら、そう。

　──失敗しても文句は言わない。

　それくらいの事だ。

　君をじっと見つめていた従姉の瞳が、僅かに揺れた。

　不安や怯え、あるいは自分自身への不信の色が、瞬きを繰り返すうちに、消える。


　後に残るのは常通り────いつだって自信たっぷりの、彼女の答えだ。



「……はいッ！」

　もはや玄室の輪郭線は完全に崩れ落ちた。

　君たちは暗黒の只中ただなかに立ち尽くしており、足元の床だけが自らの立ち位置を教えてくれる。

　だが君たちは、この《死の迷宮》を踏破した最初で最後の六人だ。

　であれば何が起ころうと、恐るるに足らず。堂々と冒険をすれば良いだけの事。

　全員が顔を見合わせ、頷く。それが合図となった。


　従姉は短杖を掲げ─────三つの力ある言葉ＺＥＤを、高らかに叫んだ。
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　青だ。

　君がまず真っ先に認識したのはそれだった。

　次いで、浮遊感。落下。衝撃。

　どんと全身が叩きつけられたように痺しびれ、粘ついたなにかに包み込まれる。

　──沈む。

　冷たく、息が出来ない。周囲は薄暗く、体は鉛のように重い。

　ずるずると絡みつく何かによって下方へ引きずりこまれる。

　口を開けると何かがが流れ込んできて、粘菌スライムにでも捕まったかと、そう思うほどだ。

　必死に藻搔もがく君の腕を、誰かが縋るように握りしめた。女戦士だ。君はその手を握り返す。

　彼女を引き上げようとすると、不意に腕が膜を突き抜けた。一気に体を持ち上げる。

　途端、眩い光と新鮮な空気、風が、一気に君の五感を埋め尽くした。

　──地上だ。


「えほっ……けほっ！　ぅ、ぇ……っ」



　大きく咳き込む女戦士の背を撫でながら、周囲を見回す。粘菌──では、ない。水だ。

　石壁に囲まれた水の中に、どうやら君たちは飛び込んでしまったらしい。

　──いや、それよりも。

　皆はどうなった？　無事なのか？

「な、なんやぁ……!?」

「おい、糞くそ……！　俺は泳げんのだぞ……！」


「ひゃ、ぁ……ッ!?」



　ざばりと水飛沫みずしぶきを上げて、ぐっしょりと濡れ鼠ねずみのようになった皆が次々と水面から顔を出す。

　同じように噎むせ、あるいは気門きもんから水を吐きながらも、どうやら溺おぼれた気配はないらしい。


　と、その時──……。



「あ、あんたら、いったいどこから……!?」

　見上げれば石造りの壁の上に、仰天した表情の兵士がいた。目があう。

　何処だと問えば、「堀だよ」と困惑しきりの答えが返ってきた。

　にわかに周囲が、騒がしくなる。

　どうやら騒動を聞きつけた人々が、どやどやと野次馬にでも来たらしい。

　石壁──堀の上から顔を覗かせるのは、何処にでもいるような街の人々たち。

　その中に君は、外套がいとうをかぶったあの情報屋の娘の影を一瞬、見たような気がした。


　城塞都市の、堀────……。



「……間違えました！」

　脳天気な、底抜けに明るい声。

　ぷぁっと可愛らしく息を吐きながら、ようやっと従姉が水面に顔を上げた。

「地下十階から、十階上に飛ぶのだと、空中になっちゃうんですね！」

　あっけらかんと言い放つ彼女に対して、君が言うべき言葉はたった一つだ。


　────この、はとこめ!!



「文句は言わないって約束したじゃないですか!!」

　ひどい！　と彼女が抗議の声を上げたのをきっかけに、君の口からは笑いが零こぼれ落ちた。

　溢れて止まらぬそれにキョトンと目を見開いた彼女もまた、すぐにクスクスと笑い出す。

　こうなると、もう止めどがなかった。

　君たち六人の冒険者は、堀の中、ぐしょ濡れの顔を突き合わせて、笑い転げた。

　女戦士は目尻に滲む涙を拭い、女司教は口元を押さえ肩を震わせ、笑っていた。

　半森人の斥候は大笑いしながら野次馬たちに声をかけて縄を調達し、蟲人僧侶が顎を鳴らす。

　痛快であったし、愉快であった。これ以上に、笑える事がどこにあろうか。

　空は。何処までも青く、晴れ渡っていた。
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「よもや本当に私を貧乏貴族の三男坊だと思っていたわけではあるまい？」

　若き国王に対して、君がこやつめと笑うだけに留めたのは、培つちかった自制心の賜物たまものだった。

　初めて立ち入った城塞都市の本丸は、質実剛健、堅牢な作りの城郭であった。

　吹き上がる死を防ぐために突貫とっかんで作られたとは思えぬ、いくさに備えた勇壮な石造りの城塞。

　ドワーフの手によるとされるそれは、しかし今日、綺羅きらびやかに彩られていた。

　壁に翻ひるがえる織布は、八徳の化身アヴァタールたる英雄が、奈落ならくより星霜の書を持ち帰る様を描いたものか。

　あるいは混沌の化身に封じられた灰の魔道士を救うべく、迷宮に挑んだ者たちであろうか。

　君たちは床に敷かれた豪奢ごうしゃな赤絨毯の上に、緊張の面持おももちで佇たたずんでいる。

　どうにか身なりを整えたものの、もとが迷宮で拾い集め買い揃えた雑多な装備の集まりだ。

　いかにも冒険者といった体は、どうにも隠しようがない。

　流石に女司教ビショップは堂に入った立ち居振る舞い、従姉いとこと蟲人ミュルミドン僧侶は気にした風もない、のだが。

　君と女戦士、それに半森人ハーフエルフの斥候スカウトはといえば、どんな表情をしたものか、わからない。

　しかも対面するのが──見知った顔とはいえ──新しく即位した国王だというのだから！

　結論から言えば。

　金剛石の騎士は王都に穿うがたれた魔穴を封じ、都に平和を取り戻した。

　先の国王は崩御した。不幸にも魔穴から吹き出した死によって命を落としたのだ。

　そういう事に、なっている。

　迷宮の主ダンジョンマスターに付き従った不死王ヴァンパイア・ロードは、金剛石の騎士らに討たれた。

　それで良いのだ。わざわざ広める必要もない冒険というのも、世の中にはある。

　そして──君たちの場合だ。

「では、冒険者諸君」

　任務完了を告げるファンファーレが高らかに鳴り響く中、君たちは若き国王の前に歩み出る。

　王の手には金色こんじきに輝く金属板が納まった小箱があり、彼はそれを恭うやうやしく捧げ持つ。

「諸君らに、金等級の認識票を授ける」

　頭を垂れた君の首に、その鎖がしゃらりと微かな音を立ててかけられる。

「誇りを持って、着けるように！」

　君はその言葉に、応じ、作法に則って──事前に教え込まれた通りに──応対をする。

　式典の間に集まった人々が、君たちの一挙一動に応じて、大歓声を上げてその偉業を讃たたえた。

　六英雄オールスターズ。

　それが君たちに与えられた称号だった。

《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》の最下層に潜む者を打倒し、世界を救った偉大な冒険者。

　──と、言われたところで、君たちの中の何かが、劇的に変わったわけではない。

　城塞都市では等級など物の役にも立たなかった。金等級と言われても、ピンとは来ない。

　そして英雄と呼ばれたところで、君たちは君たち、ただの冒険者のままなのだ。


　しいて変わった事といえば─────……。



「金貨五万枚ももろうたけど、どないしよか……」

　式典の間を出た直後、深々とため息を吐いた半森人の斥候の手にある、革袋であろう。

　王国の紋章が焼印として入れられたそれは、ひどく仰々しく、また重たい。

　無理もない。中には白金プラチナムの大判貨幣がぎっしり詰まっているのだから。

　そしてこの一財産さえも、あくまで式典で渡すために小分けにされたというだけだ。

　別室には山のように金貨が待ち受けている事を思えば──途方に暮れるのが、当然だ。

　膝の高さに積み上がった金貨の山は、迷宮で荒稼ぎしたとて、そう見るものではない。

「とりあえず美味しいものでも食べましょう！」

「食いきれねえだろ。此処ここはやはり、堅実に投資だの相場だのに入れてだな……」

「それは堅実……ううん、交易神様的には正しいのでしょうか……？」

　などと女司教は小首を傾げているが、別に何も急いで使う必要はあるまい。

　白金等級勇者以来の伝統らしく、王宮で預かってもくれるというのだ。


　使いみちはじっくり考えれば良い──……と、君はふと視線を逸らした。



　女戦士が見つめる廊下の片隅に、何かの気配がある、と思えたのだ。

　気配──気配か。君は微かすかに笑った。そんなものを、自分は感じ取れたわけだ。

　その気配は、銀髪をした小柄な少女の姿をしていた。

　彼女は真新しく堅苦しく、着慣れていない風の侍女服姿で、とことこと女戦士に歩み寄る。

「やったじゃん」

「……うん、やったよ」

　二人の拳こぶしが、こつんと軽くぶつかって、彼女らは姉妹のように微笑ほほえんだ。


　いや──……。



　彼女たちが元は同じ孤児院の出だとするならば、正しく二人は姉妹なのだろう。

　女戦士は銀髪の侍女の、糊のりの効いたお仕着せを見て、にんまりと猫のように目を細めた。

「似合ってないよ、それ」

「これから似合わせるから、良いのさ」

　つんと唇を尖らせて拗すねた風にする以外、彼女の怜悧れいりな表情は崩れない。

　が──王宮の魔穴を攻略し、その後に死の軍勢と決戦した事が、容易であるわけもなかった。

　君たち六人が英雄ならば、金剛石の騎士らの一党パーティとて英雄に間違いはあるまい。

　一掃されてしまった王宮政治の重鎮たちに代わり、彼らが今後は政まつりごとに携たずさわるのだろう。


　性に合わないと役職を辞退した者もいたとは聞くが、しかし──……。



　──辞退するにしても、侍女を務めるというのは、なかなか。

「あの人、私がいなかったら死んでたからね。やれやれだよ」

　金剛石の騎士の一党パーティにおける七人目の冒険者は、そう言って勿体もったいぶった調子で肩を竦すくめた。

　──まあ、今後も大変ではあろう。

　式典に駆けつけた貴族の中には、仮面でもつけたように表情のない者がちらほら、いた。

　苦虫を嚙み潰した感触を必死に堪えていたに違いあるまい。

　冒険道楽の暗愚あんぐに、全部搔かっ攫さらわれたのだ。

　都合の良い事だけを考えた身には、さぞやきつかろう。

　地下迷宮の中で不意打ちを警戒するよりはマシのはずだ。

　君がそう言うと、銀髪の侍女は「まあね」と頷いてみせた。

「じゃあ、面倒見るんだ？」

「そのつもり」

　女戦士の問いかけに対しても、銀髪の侍女は平然としたもの。

　だけれど先程服装をからかわれた事を、彼女は決して許していなかったらしい。

　隙すきを見つけたとばかり、銀髪の侍女に冷たくも柔らかい、微笑が浮かんだ。

「そっちも頑張りなよ」

　そう言われた女戦士がどのような顔をしていたのか、は。

　君が見るのも、野暮というものであったろう。
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「……こらあ、一山当てたってぇ事でええんやろかなァ」

　城塞都市の賑わいは、長らくこの街に滞在した君たちも、初めて見るほどであった。

　平和が訪れたから、というだけではない。

　お祝い事だ祭り事だで大はしゃぎする人々の中には、新たな冒険者達の姿もある。

　そう、新たにこの城塞都市、《死の迷宮》を目指してやってきた、冒険者がいるのだ。

　理由はといえば、たった一つ。

　脱出の折、地下奥深くの次元が崩れたからであろうか。

　五階から八階までの、いにしえの宝物庫と思わしき区画が見出されたのだ。

　死の力でもって財宝を生み出していた男は、もはやこの世にいない。

　古代の財宝は有限だ。早晩、遠からぬ未来には全すべて奪われ、枯れ果ててしまうだろう。

　だが──それまでの間、まだ少なくともしばらくは、この街は冒険者の聖地であるらしい。

　そんな景色は酒場に近づくにつれ色濃くなり、君はまあ、そうだろうと、斥候に頷いた。

　少なくとも、並の冒険者に稼げる額ではない金貨を、君たちは手に入れている。

　名誉栄達という意味では、ある種、ひとまずの「あがり」と言っても良いだろうほどだ。

「……せやなあ」

　などと真剣な面持ちで呟つぶやいた半森人の斥候が、はたと、黄金の騎士亭の前で足を止めた。

「なァ。ワイ、ちーっと酒場に用があるさかい、みんな先に行っててくれんか？」

　とそんな事を言う。

　君たち残りの五人は、思わず顔を見合わせてしまった。

　彼がこんな表情をするのは初めての事だ。しかし真剣ではあっても、深刻ではない。

　──手伝える事だろうか？

「んにゃ」と君の問いに、彼はひらりと手を振った。「ワイがなんとかせな意味あらへんのや」

　であれば、それで良いのだろう。君はわかったと応えた。

「なら」と女司教が頷く。「わたくしは、寺院の方に挨拶に参りますので」

「私も」

　それに女戦士が続いた。彼女は片時も手放さぬ樫木の槍を搔き抱いて、頰ほおを緩ゆるめる。

「……お姉ちゃんに、きちんと報告しないとね」

　そこに、かつてのような影や憂いは無い。その事が、君にとっては喜ばしい事だった。

「んー、私はもう少しぶらぶら街を見て回りたいですね。なかなか無い機会ですし！」

「なら、俺はそっちについていくかね……」

　まあ、従姉いとこにぶらぶらされると、色々と不安もつきものだ。

　蟲人僧侶がそう言ってくれるなら、君としてもありがたい事であった。

「どうする、こっちに来るか？」

　どっちでも構わないが、か。君が呟くと、蟲人僧侶は顎あごをガチリと鳴らした。

　せっかくだが、と君は言う。君にも行かねばならぬ場所は、幾つかあるのだ。

　だから此処で一度解散しようと言うと、皆もそれに対して反論は無いらしかった。

「また後で」と言い合って、三々五々にバラけていく。

　最後に残った君を、半森人の斥候はちらっと見て、頷いた。

「ま、上手うまくいかんかったら慰めてくれや」

　そうしよう。君の一言に、彼もまた「ほな」と笑って、酒場の中へと入っていく。

　君はその背中を見送って──息を、吐いた。

　次の場所へと向かう前に、何となし、『黄金の騎士』亭と、そこに出入りする冒険者を見やる。

　毎朝毎夕、此処に君たちは訪れていた。

　あの馬小屋や簡易寝台は文字通りの意味で君たちの寝床だった、が。

　──憩いこう場といえば。

　此処だった。

　相談し、雑談をし、食事を取り、笑い、帰ってきたと息を吐くのはこの酒場だった。

　だが、もう訪れることもないのだろう。


　と─────……。



「姉を探しにきたんです」

　不意に、そんな言葉が聞こえた。

　振り返る。年の割には背の高い少年が、仲間と共に大路を歩いていた。

　同じような年頃の少女たちや、背の高い黒外套がいとうの斥候らと共にいるあたり、冒険者か。

「なるほど。姉上は城塞都市に赴かれたとなれば、冒険者になるのが一番か」


「ええ。それに魔術の類たぐいは、孤児院だとあまり評価されなくて──……」



「迷宮でなら一旗挙げられるかもしれないしねえ」

「そうですね、世界の滅びがまだ去ったとは限りませんし……」

「ま、立ち話も何です。まずは一服してからでも遅くはありませぬぞ」

　中心にいるその若者は、どうやら魔術師であるらしかった。

　ふと、かつて見た、桃色の髪の娘の面影がよぎる。

　彼らがどやどやと酒場の中に入り、卓につき、女給を呼び止めて注文をするのが見えた。

　今までずっと、君たちがついていた円卓だった。

　──姉が、見つかれば良い。

　君は心からそう信じて、ゆっくりと城塞都市の雑踏の中を歩き出した。
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「なんでェ、もうお見限りかと思ったぜ」

　相も変わらず薄暗い穴蔵のような店の奥底で、武具屋の主は鎚つちを振る手を止めて君を見た。

　英雄たる冒険者が訪れるような店ではない。揶揄やゆするような言葉に、君は肩を竦めた。

　少なくともその英雄の武器に具足を整えたのはこの店なのだから、誇って良いだろうに。

「昨日と今日とで、そう急に何か変わるもんかよ」

　違いない。

　君はからからとそう笑って、武具屋の親父と取り留めのない会話を重ねた。

　やれ景気はどうだ。迷宮の塩梅あんばいはどうだ、だの。

　まるで明日にもまた地下迷宮へと赴おもむくようなやりとりだったが、親父は笑って、首を振る。

「ま、当分はまだまだこっちで稼ぐさ。客が減ったら、辺境にでもうつらあ」

　──そうか。

　いずれこの城塞都市の財貨が枯れたら、みな、街を離れて他所よそへ行くのだろう。

　黄金の騎士亭も、この武器屋も、全て。

　君はそうして廃墟になった都市を想像しようとして、やめた。

　幾年も先の事だ。そうそう思い描けるようなものでもない。

　少なくともそうなったとしても、この都市には何かしらの冒険があるだろう。

　それだけは確かだと君は考えながら、腰の鞘さやを軽く叩いた。

　──湾刀わんとうを一本贖あがないたいのだ。

「なんだ、やっちまったのか？」

　うむ。君は頷き、地下迷宮最深部で繰り広げた戦いのあらましを、軽く語った。

　真剣に腕組みをして聞き入っていた店主は、「なるほどなあ」と難しい様子で呟く。

「にわかにゃあ、信じがたいが──あんたが噓ついたって、どうしようもあるめえ」

　店主はそう言って、無骨な指先で店先に吊るしてある刀剣類を指差した。

「好きなの持ってけ。あんたの言い値で売ってやる」

　ありがたいことだと君が言うと、「餞別せんべつだ」とぶっきらぼうな声。

「せっかくの飯の種を無くされちまったんだ。とっとと買って、出てってくれや」

　まったく業ごう突く張りだ。君は店主と笑い合って、ついと狭苦しい店の入り口に目を向ける。

　あれから店主が鍛えたのか、それとも取り寄せたのか。

　細身の湾刀──君が扱うのと似たたぐいのものも、幾つか並んでいた。

　適当に手に取り、鯉口を切って刀身を検あらため、掌てのひらに馴染むか柄つかを握る。

　そうして幾本かを確かめていると、不意に小さな影が「失礼します」と店に潜もぐり込んだ。

「なんだ、また来たのかい、嬢ちゃん」

　店主の呆れたような言葉。君もまた、その娘を知らぬわけではなかった。

　黒髪を姉に結ってもらった、小さな娘だ。あの近衛このえ騎士の、妹の。

　彼女は君を見て「わ」とか「あ」とか言った声を漏らした後、もじもじと俯うつむいてしまう。

　君は何とも面映おもはゆい気持ちで、頰ほおを搔いた。

　英雄だの何だのと讃えられても実感はないが、己に憧れる娘というのは、何とも。

「剣だのが欲しいって言ったってなあ、嬢ちゃんにはまだ早いんじゃあないかね」

「でも……」

　店主に水を向けられた少女は、ちらと君を見上げ、ぼそぼそと小さな声で呟いた。

「……今から稽古を始めて、強くなりたいのです」


　─────強くなりたい、か。



　君はその言葉に、何とも言えぬ面持ちになる。


　強くなる。勝つ。それは決して悪いことではない、無いが──……。



　そんな君の気持ちを知ってか知らずか、店主は頰杖をついて、穏やかな口調で娘へ言う。

「姉ちゃんに怒られっちまうんじゃないか？」

「姉上に……怒られても、良いんです」

　少女は言った。幼く、未熟で、現実を知らぬ、夢見がちな、けれど真っ直ぐな声で。

「すごい冒険者に、なりたいから」

　──君は、息を吐いた。

　勝つ事だけしか興味の無かったあの男の来歴を、君は知らない。

　この世の誰も、知らない。何も残らない。

　君は──どうなのだろうか。

　あの男とは違うと高らかに歌い上げた、君は。

　そう考えた時、君は自然と腰に帯びた湾刀を外していた。

　それをそっと、幼い少女の前に差し出した。


「え────……？」



　彼女は戸惑い、呆然とした様子で君を見上げ、湾刀に目をやり、きょどきょどとした。

　そしておずおずと両手で捧げ持つように湾刀を受け取り──その重みに、わあ、と体が傾ぐ。

　君は笑って、店の床に片膝をついて体を屈めた。少女のまんまるな瞳ひとみと目を合わせる。

　君は、言った。

　これなるは死の首魁しゅかいを打ち取り、その太刀を折った湾刀だ、と。

　──これは折れず、曲がらぬ、良い剣だ。

　だから、君が絶対に勝つ。


「…………っ、はい！」



　少女はその言葉の意味を、どれほどわかっているのだろうか。

　けれどパッと顔を輝かせ、受け取った湾刀をぎゅうっと抱きしめて、彼女は嬉しそうに笑う。

　君は彼女の黒髪を指で梳すくように一度くしゃりと撫でると、ゆっくりと立ち上がった。

「……商売の邪魔しやがって」

　店主が、笑った。君は笑って、肩を竦めた。

　湾刀を一振り買うのだ。あの娘のために拵こしらえを整えたり、研いでやるぐらいは良いだろうに。

「言い値でって言っちまったもんなあ」

　そういう事だ。君はそう言って、樽の中にあった湾刀の一振りを引き抜いた。

　無銘むめいの、ただの湾刀だ。新たな差料さしりょうとするのに、これが一番良いように思えた。

「妖刀を折った刀、か」

　君が帳場に金貨を置くと、店主はちらと、娘が抱えたままの刀へと目をくれた。

　恐る恐る鞘から引き抜き、おっかなびっくり眺めるのは、君の揮ったあの刃だ。

　刀身の真中に僅わずかにある刃毀はこぼれを、少女はまるで英雄の勲章であるかのように見つめている。

　いずれはあの刀に、新たな武勲ぶくんが伴うこともあるのだろうか。

　少女の名が、叙事詩に歌われることもあるのだろうか。


　それは君にも、店主にもわからない、ずっと先の事であったが────……。



「冒険譚じゃなく、奇譚だな。城塞都市の……冒険奇譚だ」

　そう言って店主は、にやりと口元を釣り上げたのだった。
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　そうして城塞都市をぶらついた君が、最後に訪れたのが、交易神の寺院であった。

　長い長い階段。その上では、変わらず風車が、からからと音を立てて回っている。

　びゅう、と風が吹いた。階段を登る冒険者たちの頭上を吹き抜け、街を巡り、廻る。

　変わらない光景だ。君はその石段を一歩一歩、しっかと踏みしめて、寺院を目指す。

　それは今までの迷宮での歩みを、不思議と君に想起させるものであった。

　地下一階では小鬼やら粘菌スライムやらと渡り合った。

　地下二階ではあの初心者狩りの連中と切り結んだ。

　地下三階では恐るべき忍びの者たちと戦い、生死の端境はざかいを抜けた。

　地下四階では迷宮探検競技を繰り広げ、あの一党パーティと雌雄を決する事となった。

　地下九階では異次元より現れ出でた魔神どもを相手取り、それを狩り立ててのけた。

　そして、地下十階。

　他にも多くの冒険を、君たちは経験してきた。

　それもこれも、この街で、仲間たちと出会えたからに他ならない。


　そして交易神が出会いと別れを司る神でもあるというのなら────……。



「ああ、やっときましたか」

　腰に手を当てて此方こちらを見下し、この不機嫌そうな顔立ちの修道女のおかげであったろう。

　君はあちらこちらと回ってきたのだと、言い訳めいた事を言って、彼女の後に付き従う。

　別に──約束があったわけではない。

　ただ何となく、ゆけば彼女が待っているだろうと、そう思ったのだ。

「お仲間の皆さんは、先程きて、もう帰られましたよ」

　それは修道女の方も同じであったのかもしれない。

　此方を振り返りもせずに先導する彼女は、寺院の奥まった、人のいない場へと向かう。

　街中お祭り騒ぎだ。死者の弔いや治療に駆け込んでくる手合は、まだそう多くはいない。

「地下四階……あの禍々まがまがしき祭壇へ通じる道の、封印を施したい、とか」

　──嗚呼。

　女司教の頼みとは、それであったか。

　友の眠る場でもあるが同時に、あの場を悪しきものに利用されるわけにもいくまい。

　破ろうとする者も現れるだろう。絶対に防げるものでもない。だが、しないよりは良い。

　そうした事の積み重ねが、君たちの冒険の全てであった。

「それで？」

　ひそりと静まり返った寺院の中、彼女はくるりと振り返って、君を見た。


「────何の御用です？」



　冷たい、皮肉めいた表情。その瞳の奥に見え隠れする、何かの色。

　君はゆるく息を吐くと、何のことはない。礼をしにきただけだと、彼女に告げる。

　途端とたん、その氷のような美貌びぼうが、ぱあっと華やいだ。

「喜捨きしゃをくださるというわけですか！　ええ、ええ、それならば歓迎ですよ」

　うむ。君は頷いて、金袋を祭壇へと放りながら、言った。


　────情報料を払っていなかったからな。




「─────」



　ぴたり、と。修道女の動きが、止まった。

　君に対して、鋭い視線が突き刺さる。君はそれを受け止め、見返した。

　からからと、寺院の上で風車が廻る音が聞こえる。風が吹いていた。


「…………は、ぁ……」



　やや、あって。

　修道女は深く息を吐くと、その頭巾ウィンプルを取り去り、くしゃりと銀髪をかき混ぜた。

「バレないように振る舞っていたんですけどね。まったく、目敏めざといったらありゃしません」
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　それは幾分砕けた、此方を称賛するような、けれど常通りの彼女の言葉であった。

　しかし何処どこかあの悪戯いたずらっぽい外套に隠れた微笑と重なって、君はふと、疑問を口に出す。

　──どちらが素だったのだろうか、なんて。

「神の前で自らを偽ったりはしませんよ」

　何を言うのかと思えば。修道女はふんと鼻を鳴らし、小馬鹿にしたように君を見やる。

「託宣を受けて、これと見込んだ冒険者に、それとなく情報を流す。そういうお勤めです」

　神は──天上の神々は、決して四方しほう世界の祈りし者どもの、自由意志を妨げない。

　全ての行動は人が自分自身、その意志でもって決めるからこそ、意味があるのだ。

　だがしかし、その行動を、決断を導くには、情報が必要だ。

　そして人の身では到底知り得ない情報というのも、ままある。


　世界の危機に際して────それを伝えぬというのを、是ぜとしない神もあったのだろう。



　融通の利く、交易神らしい計らいであった。


　とはいえ──……と、修道女は肩を竦めた。



「あなたがたを、頼みとしたのは正直な所です。入れ込みすぎたかもしれません」

　同時に取引の公正さを尊ぶ交易神の信徒としては、如何いかがなものか。

　反省ですね、と。自戒する修道女は、年頃の娘らしい表情で微笑んだ。

　そして彼女はふわりと髪を波打たせ、深々と君に対して頭を下げる。

「ありがとうございます。世界を救ってくださって」

　なんの。君は応じた。ただ単に、やりたい事、やるべき事をやっただけに過ぎないのだ。

「それができる人というのも、なかなかにはいませんよ」

　修道女はそう言って、そっと顔を上げた。礼拝堂の飾窓から差し込む光が、彼女を彩る。

　交易神の聖女たる乙女おとめの加護があったのだ。なるほど、負ける道理のあるものか。

　君の言葉に彼女は呆れたように息を吐き、「そういえば」と呟いた。

「後学のために伺いたいのですが、いつ気づかれたのですか？」

　うむ。君は頷いた。

《蘇生リザレクション》の儀式の折に見たその胸が、なんとも美しく、印象深いものであったから。

　見間違えるわけもなかったのだ。


「──────」



　修道女はきょとんとした顔で、君を見つめた。

　そして次の瞬間、真白い頰がさぁっと朱に染まり、恥じらい戸惑うのを、君は初めて見た。

「こ……のッ！　出ていきなさいッ！　背教者めッ!!」

　香炉が灰を撒き散らしながら飛んでくるのを、頭を下げて避けながら、君は駆け出した。

　礼拝堂を抜けて寺院の外、下り階段。青い空と風。走る君の背後に、飄然ひょうぜんとした笑い声。

「いずれまた会いましょう───見料を取り立てに行きますから、覚えておきなさい！」
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　そうして君は、城塞都市でやるべき事を、一通り終えた。

　荷物を持ち、湾刀を腰に帯びて、かつてとは逆の道を辿り、大門へと向かう。

　道すがらいつもと同じ軍装姿の、あの近衛騎士とすれ違う。

　どうやら彼女は、また迷宮の前の警備をする事になるらしい。

「まあ当分、此処を離れられそうにはないね」

　妹が潜り込む前に枯れてくれると良いんだけど、と彼女は笑う。

　さて、どうか。君は曖昧あいまいに笑った。あの少女はどうであれ、きっと冒険者になるだろうから。

「じゃあね、頭目リーダーさん。──良い一党パーティだったと思う」

　彼女は最後にそう言って君の肩を叩き、「もう来てるよ」と大門の方を示してくれた。

　かつて三人で潜ったそこには、しかし、五人の仲間が揃って、君を待っていた。

「ちょっとぉ、遅いよ？」

　腕組みをした女戦士が、君の姿を認めて拗ねたように唇を尖らせる。

　すまないと謝って駆け寄った君だが、思えば、彼女の旅装姿というのを初めて見た気がする。

　何処にでもいる村娘のようで──しかしこれが彼女の、本来の佇たたずまいであったのだろう。

　とはいえ手にした樫木の槍の存在もまた、彼女の本質を表しているのだけれど。

「もう、すっかり待ちくたびれちゃった。一人だけ大はしゃぎしてるんだもん」

「やったで！」

　と叫ぶのは言うまでもない、半森人の斥候だ。

　有頂天という言葉が此処まで似合うのも珍しい──というより、何だ。

　もしかせずとも、迷宮を踏破した時よりも喜んで見えるのは何故であろうか。

「へっへい、これでワイも所帯持ちっつぅわけや!!」

　──おおっと。

　君が驚きを思わず口にすると「ですよね」と女司教もまた頰に手を当て、はにかんで見せる。

「酒場の女給さんに、懸想けそうなさっていたらしくて……」

「ああ、あの獣人のかたですね！」

　おめでたい事です！　と、従姉が言葉を受け継いだ。

　なるほどなぁと、君は呑気のんきに感心した。

　思えば迷宮内外の情報を、いつも彼は集めてくれていた。

　そうした情報網の一つが、酒場の女給であったのだろう。

　君はそれを素直にめでたい事だと頷いた。

　果実のサービスなども受けず、堅実な付き合いをしたのは、この半森人らしいとも思う。

「てえことは、引退か？」

　蟲人僧侶が触覚を揺らして問うのに、半森人の斥候は「んにゃ」と首を左右に振った。

「もうちっと稼いで来いって言われたんで、もそっと冒険者するわ」

「それって騙されてなぁい？」

　女戦士がくすくすと猫のようにからかって、半森人の斥候が「おおっと……！」と呻うめく。

　いつも通りの、騒がしく、賑やかなやり取り。


　それが続くのは────ありがたい、事ではあったのだが。



「俺はどっちでも構わねえんだ」

　君の疑問を先読みしたかのように、蟲人僧侶の顎が鳴る。

「故郷に帰って教えを広めても良いし、まだまだ見聞ってものを広めても良い」

　それならば。君はその、頼もしい仲間の肩をぽんと叩いて伝えた。来てくれると助かる。

「面白ェなら、断る理由はないな」

「わたくしも……」

　女司教もまた、胸元の青い飾帯をぎゅっと握りしめて、君に言い募った。

「……皆の分まで、もっと、もっと、色々……やっていきたいと、思いますから」

　彼女の使命は、世界を救う英雄たれというものだった。

　それを成し遂げた以上、もはやその身を縛る枷かせはない。

　にもかかわらず歩み続けんというのは──間違いなく女司教の意志で、決断であろう。

　君がその意を受け取ると、彼女は「はいっ」とその口元に笑を浮かべ、頷いた。


　さて、そうなると────問題はこの、呑気にぽやっと此方こちらを見ている従姉の方だ。



　お姉ちゃんは嬉しいですよなんてニヤニヤしているが、自分の状況をわかっているのか。

　仮にもこれが四方世界随一の魔導の使い手、界渡りプレインズウォーカーだとは、まったく世も末だ。

「そうは言われましても、お姉ちゃんまだまだあなたの事が心配ですし？」

　はとこめ。君の言葉に、彼女はくすくすと笑って短杖を手の中で弄もてあそんだ。

「それにまだ四方世界のこと全然知りませんし。《転移》はもっとずっと先で良いでしょう！」

　そんな気楽なものでもあるまいが、しかし従姉らしいといえば、らしい決断であった。

　盤の外に飛び出すのを悲願としている世の魔術師たちが聞いたら、さて、どう思うやら。

　しかしそうした人々だからこそ辿たどり着く事はできず、従姉だからこそ、できるのだろう。

　君はそれを口にはしなかった。口にはせずとも、伝わっているだろうとも思った。


　まったく、これだからはとこには困る──……。



　そうぼやいて見せながら巡らせた視線が、女戦士の紫色の瞳と、交わった。

　彼女は優雅に髪をかきあげて見せながら、君に向けて、相変わらず唇を尖らせる。

「言わせる気？」

　いや。君は首を横に振った。言いたい気分だ、と。

　──ついて来て欲しい。

　ただ一言だ。

　ただ一言だけで、女戦士は目を瞬かせ、頰を緩めた。

「……うんっ」

　そうして、また六人の冒険者が、揃った。

　君は、君たちは、ゆっくりと大門を潜くぐり抜け、城塞都市を後にする。

　行く手には広大な四方世界が広がっている。

　それを前にして、君はふと、思うことがあった。

　──果たして、あれは奥義と呼ばれる類であったのだろうか。

　いや、君は笑って首を横に振った。そう感じてしまうことこそが自らの未熟さに思えた。

　あらゆる武芸者は、剣戟けんげきの中で一瞬垣間見えた閃ひらめきを摑つかみ取り、術理として研ぎ上げる。

　であるならば。

　あの技は秘剣に非ず。

　あれは秘剣に至るまでの、道のりディスタンスに過ぎまい。

　君はこれから、火吹き山に赴いても良いし、運命の森へ向かっても構わない。

《死の迷宮》での冒険を終えた今、君の前には新たな、数多くの冒険が待っている。

　これは三十三ある戦いと冒険ファイティング・ファンタジーの、最初のひとつだ。
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　そして六十を超えて尚なおも続く、君Unがlivre英dont雄vousとetesなleる物語herosの、ただのひとつに過ぎない。

　さらばだ！　汝の次なる冒険が心躍らんことを！

　それを心から願って、私は君にこの言葉を贈ろう。





　────さあ、ページをめくりたまえ！
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あとがき




　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです！

『鍔鳴の太刀ダイカタナ』下巻、楽しんで頂けましたでしょうか？

　せいいっぱいに頑張って書きましたので、楽しんで頂けたら幸いです。




　思えば遠く、来たものだ。

　どせいさんのコーヒーを飲まずともそう思ってしまうのは何故でしょう？

　作家として、初めて明確に最終巻というものに辿り着いたせいでしょうか？

　あるいはこのお話のはじまりが、二○一四年にまでさかのぼるからでしょうか？

　そう、『鍔鳴の太刀』は最初、ウェブで私が好きに書いていたお話でした。

　ですが様々な事情やら何やらで、五年ほど中断してしまっていたのです。

　それが小説として改めて再出発し、完結までそこから三年……。

　その三年の間にも書いたり、途中で他の作品優先でと言われて中断して、また再開し……。

　ここまで八年、かかりました。その間に、私は作家になっていました。

　思えば遠く、来たものだ。




　ともあれ、そうした経緯ですので、元のお話とはあれこれ変わっている部分もあります。

　というのも、元のお話は、サイコロを振って展開を決めていたのです。

　予想外に人が死んだり、なぜだかひたすらスライムに絡まれたり、うっかり死にかけたり。

　私の想像も及ばぬ展開をサイコロは導いてくれました。

　中断したのは、そう。「君きみ」の前に女司教ビショップのかつてのパーティが現れ、対決するところ。

　けれど再開するにあたって、こっから先は一人でどうにかしなけりゃなりません。

　どうしよう──と思いつつ、それでも思い切り、こう書くつもりだったお話を書きました。

　もしかしたら変わってしまう前のお話が好き、という方もいらっしゃるでしょう。

　でもどうか、劇場公開版と特別版みたいに、本作も楽しんでもらえたらと思います。

　自分だって、劇場版の森の木陰でどんじゃらほいからの大団円は綺麗で大好きです。

　けれども特別版ではボバ・フェットの出番が増えているので、大喜びして見ています。

　そんなものです。たぶん。




　本作は「君」つまり「あなた」が主人公となる、英雄となる物語です。

　これは私が道を踏み外すきっかけとなった『ソーサリー』という作品にならったものです。

　手にしたものを偉大な王にする魔法の〈冠〉。それが大魔王に奪われてしまった。

　大魔王の居城は怪物が跳梁跋扈ちょうりょうばっこする荒野の彼方、とても軍勢を送り込むわけにはいかない。

　故に、冒険者の──「あなた」の、「君」の出番です。

　盗賊が徘徊する丘を越え、怪しげな城塞都市を踏破し、大魔王の刺客たる大蛇を屠ほふり……。

　そうした冒険の旅路に、幼い頃の自分は大変興奮したものです。

　まあ、二巻を手に入れる事ができたのは、だいぶんと後になってからでしたが！

『ソーサリー』には世界を同じく（しない作品も多いですが）する、ゲームブックがあります。

　その無数の物語、冒険の数々も、私が道を踏み外す大いなる要因となりました。

　まさしく『ソーサリー』は、私にとっての、あかがね色の表紙の本だったのです。




　他にも『ウィザードリィ』という作品が、本作の大きなモチーフの一つとなっています。

　延々と続く果てしない迷宮を、無名の冒険者たる「わたし」と仲間たちが攻略していく。

　どんな仲間が集まり、どんな冒険を繰り広げるのかは、全て「わたし」次第。

　灰を纏まとわりつかせながら一歩ずつ踏みしめて奥へ進む、自分だけのお話。

　そして多くの冒険者たちの、それぞれの物語。どれもこれもが面白く、楽しかった。




　また、忘れてはいけません。『ロードス島伝説』。

『ゴブリンスレイヤー』という物語の外伝は、他に「イヤーワン」という作品があります。

　これは主人公の過去のお話です。であれば、それは「イヤーワン」だろうと決めました。

　そしてもうひとつ、舞台となる世界の過去のお話。魔神王との戦いは何が起きたのか。

　であればそれは『戦記』に対する『伝説』であろうと、自分は思いました。

　六英雄オールスターズの話をやるべきなのだと、考えました。




　こうした経緯で、自分の触れてきた多くの作品から、『鍔鳴の太刀』は生まれました。




　思えば遠く、来たものだ。

　此処までの道のりは、到底一人では来れなかったものです。

　八年も前のウェブ版から、本作を楽しんで、応援してくださった読者の皆様。

　このお話を面白いと思って、まとめて下さったまとめサイトの管理人様。

　このお話を世に出すことを手伝ってくれた、ＧＡ文庫編集部の皆様。

　このお話に関わってくださった、流通や宣伝や販売、その他多くの皆様。

　素晴らしい挿絵を描いて下さったｌａｃｋ先生。

　コミカライズを担当して下さった水口みなくち鷹志たかし先生、青木あおき翔吾しょうご先生。

　色々と話を聞いてくれた友達、一緒に遊んでくれた友達、いつもありがとう。

　共に八年間も冒険をしてきてくれた、五人の仲間たち。

　そして、「君」。

　この本を手にとって、冒険をし、四方世界を救った「君」、「あなた」。

　あなたのお陰です。

　本当に、ありがとうございました。

　そして、おめでとうございます。




　この物語の後にも、あなたはきっと、冒険を続けていくでしょう。

　それはゲームかもしれませんし、ＴＲＰＧ、あるいはゲームブックかもしれません。

　さしあたって私は、決闘者になったり、王になったりするつもりです。

　けれどどうやらあんまり余裕も無いようで、またぞろ色々と書いていかねばなりません。

　あれやらこれやらそれやら、お話できたりできなかったりする案件が五万とあります。

　ありがたい事です。あっぷあっぷしている気もします。ですが、頑張っていきます。

　なので、あなたの冒険の途中、何処かでお会いすることもあるでしょう。

　その冒険が、どうか心躍るものであることを願います。

　もしそうなったのなら、それは私にとって、望外の喜びです。




　では、いずれまた。
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蝸牛くも　Kagyu Kumo

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　ここまで来たのなら、もう言うことはありません。

　たった一言を、君に贈ります。




　さあ、ページをめくりたまえNow turn over!!




ｌａｃｋ　Illustration

　元ゲーム会社デザイナー。

　現在はイラストレーターとしてＴＣＧ、ゲーム、ライトノベルなどでイラスト製作を行っている。 








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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